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「おとなになったらけっこんしようね」

「うん、けっこんしよう！」

　ふたりは常に一緒だった。

　遊ぶ時も、寝る時も、勉強をする時も、ずっとずっと一緒にいた。

　だから、ふたりがこんな約束をするのは時間の問題だったのだろう。

　それを幼稚園の園長や保育士たちは微笑ほほえましく見守っていた。

　もちろん、この約束が長続きするかどうかは別の話。

　だが、この約束をもしかしたら果たすかもしれないと、周りの大人が思うぐらいにはふたりの絆きずなは強固だった。

　そのふたりに茶々を入れる子供もいなかった。

　しかし。

　無情にも、その絆に切れ目を入れたのは――ふたりの両親の方だ。

　小学校に上がってすぐ、少年の方の父が言った。

「あの子の目に、紋章は見えるか？」

　その冷たさすら感じる無感情な声に、少年は首を振る。

　嫌な予感を覚えつつも、彼は噓うそを吐つくことができなかった。以前は紋章が見えていたのに、今はそれが消えていた。

「……じゃ、ダメだ。血統を繋つなぐための適性がない。辛つらいだろうが……諦あきらめろ」

　少年は一気に頭へと血が上る。

「な、なんでだよ！」

「血統を繋ぐための適性がない、それだけだ」

「わかんない！　わかんないよ！」

「この世界を守るためだ。お前もいつかわかる」

　それからというもの、ふたりは一緒にいることを禁じられた。

　離れ離れになることこそなかったが、クラスは別にされ、話すことも徐じよ々じよに少なくなった。

　思春期を迎え、男女の仲が悪くなる流れに乗って、ふたりはさらに縁遠くなっていった。

　そして、もうひとり。

　少女もまた、離れ離れになったことに耐えていた。少年と同じように、親から少年と仲良くするなと言われていたからだ。

　ただ、少女は納得も理解もしていなかった。また、諦めも悪かった。

　それから数年。親の言葉を理解した頃、少年と結ばれるのがどれだけ困難かということに気付いてしまった。

　だが。

　少女――いや、今では彼女。

　その彼女は少年と結ばれようと必死に足あ掻がいた。

　それは今でも続いている。

　いつか、またあの時の絆が結ばれることを、信じて――。
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『まだ恋人できないの？』

　血の繋がった母の言葉である。

　そんな簡単に恋人が作れたら苦労はしないんだよなあ……。

『魅み花かちゃんには振られちゃったわけだし、新しい女の子を連れてきてねー』

　グサリと来る。

　この前、鞍くら馬まさんに意を決して告白したことを思い出した。

　敢あえ無なく振られてしまったけど……。

　諦あきらめたわけではないが、恋人いない暦れき＝年齢は継続中だ。

　だけど、恋人ができないと困ったことになる。

『鬼おに神がみが八十年後に復活してしまいますよー。武士もののふの血を引いている凪なぎ紗さくんが子供を作らないと、世界が滅ほろびることになりますよー。相あい坐ざ凪紗くーん』

　これは第三者からすれば極きわめて噓うそくさく、あまりにも胡う散さん臭くさい話ではあるが――。

　悲しいことに、俺おれにとっては確かつ固こたる事実だった。

　そのため、俺は恋人を作ることを義務とされている。

　その上、相手は特定の人に限定されていた。

　元々、相手として許される人が限定される上、この歳になって本当に好きになった人が初めてできたような気がするレベルだというのに。

　まあ、好きな人ができたとしても、その人が俺を好きかどうかはまた別問題なわけで。

『あのね。お母さん、早く孫まごが見たいなぁ』

　この歳で、そんな言葉を聞きたくなかった。




「ごめん、これから朝飯だから」

　そう言って俺は携帯電話の通話ボタンを押して、母からの電話を切った。

　リビングに向かうとテーブルには今その朝飯が置かれていた。白飯、ベーコンエッグ、ポテトサラダ、海の苔り。そして、朝の定番、味噌汁の匂いも部屋の中に香っている。うちにしては珍しく和わ洋よう折せつ衷ちゆうだ。

　キッチンでは妹の紗さ優ひろがお玉で味噌汁をよそっていた。ともすれば無感情にも見える無表情だが、そういう顔だ。これでも感情表現は豊かである。動くたびに肩に届きそうな髪を、楽しそうに揺らしていた。お気に入りのリボンも朝からすでに付けている。

「おはよう」

　キッチンに向かって挨あい拶さつすると、紗優が振り返る。

「おはようございます、兄さん」

　俺はこのマンションで、これまで紗優と一緒にふたりで暮らしていた……のだが、それが最近になってひとり増えていた。

「あ、相坐君、おはようございます」

「すいません。姉さん、お味噌汁をテーブルに運んでください」

「うん、紗優ちゃん。任まかせて」

　ゴールデンウィークからうちに住み込み、それを続けることになった鞍馬魅花さんだ。流れるような金髪に、サファイアのような碧へき眼がんと可愛らしい顔立ち。外国人のようだが、れっきとした日本人だ。血は外国の方が多いらしいが。

　その鞍馬さんは、紗優からお椀を二個受け取り、キッチンからテーブルに向かう。

　そこで、

「あっ！」

　と、声を上げてすっ転ころんだ。

　俺は即座に鞍馬さんへ駆け寄って、その身体からだを支えた。ついでに、宙に浮いた味噌汁のお椀を一個キャッチ。

「おっと」

　鞍馬さんが転んだことを察した紗優も、もう一個のお椀を空中で受け取る。

　味噌汁は零こぼれることなく無事だ。

　ほとんど曲芸のようではあったが、最近ではよくあることなので慣れていた。

　鞍馬さんはちょっとそそっかしいのが玉に瑕きずだ。本人曰いわく体質もあるらしいが。

「あううう、ご、ごめんなさい……」

「大丈夫ですよ、姉さん。ある程度、織おり込こみ済ずみですから」

「はうっ」

「それも酷ひどいフォローだぞ、紗優」

「む、六割ぐらい失言でしたね」

「す、すいません……」

「ところで、兄さんはいつまで姉さんを抱だき抱かかえてるんですか？」

「うぉ！」「ひゃあ！」

　咄とつ嗟さに身体を離はなす。

「ご、ごめん、鞍馬さん……」

「い、いえ、相坐くん。こちらが原因ですから……」

　こ、恋人でもないのに……。

　なんかこう、温かくて抱き心地がよかったから、ついつい……。

　そんな俺たちを尻目に、紗優は盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「前々から気になっていたんですが」

　俺から味噌汁を受け取って、テーブルに置きながら紗優は続ける。

「いつまで名字で呼び合ってるんですか？」

「「え」」

「だって私たちはもう家族みたいなものなんですから。名字で呼び合うのはおかしいでしょう」

　確かに家族は名字で呼び合ったりしない。

　鞍馬さんが実際に家族になったわけじゃないが、紗優は鞍馬さんに対して「姉さん」って言ってるしなぁ。

　紗優の言うことにも一理あるけど……。

「いや、でもなぁ」

　女の子を名前で呼ぶのって恥はずかしいし。

「このままではご近所様にあらぬ疑いをかけられてしまいますよ」

「例えば？」

「兄さんが女の子を連れ込んで、妹と一緒に夜な夜なイケナイことを――」

「そんな噂うわさは立たないから！」

　第一、何で自然に妹が混ざってるんだ。

「でも、一緒に住み始めてからもう二週間経たってるんですから、もう少し歩み寄った方が自然かと思うんですが。気持ちも重要ですが、形も大事ですよ？」

　すると、

「そ、それもそうですよね」

　と、鞍馬さんが力強く拳こぶしを握って同意する。

「家族らしいというと、お兄ちゃん、でしょうか？」

　そして、明後日の方向に行ってしまった。

「いや、確かに俺の方が先に生まれてるけど……」

　俺が九月で、鞍馬さんは確か十月という話を聞いた。大した差じゃない。

「姉さん、それはちょっと……。私のアイデンティティに関わりますので」

「お前のアイデンティティ、薄いな」

「何言ってるんですか。重要ですよ」

　不満そうに言う。呼び方がそんなに重要なのか。

「家族らしさにこだわらなくとも、普通に名前を呼ぶのでいいんじゃないでしょうか。奈な巳みさんとかはナギとかって呼んでますよ」

「い、いきなりあだ名は……」

「では、何かお考え下さい。今すぐ！　ハリーアップ！」

「い、今すぐ？」

「ええ、気になると止まらないものでして」

　紗優に言われ、うんうん唸うなり始める鞍馬さん。

　そんなに悩まなくてもいいと思うんだけど……。

　少しして答えが決まったようで、鞍馬さんは俺に向き直った。

「な、凪紗さん……で、どうでしょうか？」

　名前にさん付け。無ぶ難なんなところ、なのかな？

　何か見落としていそうな気もするんだけど……まあ、いいか。

「う、うん。俺はいいけど」

「おや。兄さん、意外に……」

「え。な、なんだ？」

　やっぱり忘れてる何かがあるのか？

「いえ、別に。では、今度は兄さんの方からどうぞ」

「お、俺からも？」

「姉さんが呼び方を決めたんだから、当たり前じゃないですか」

　まあ、当然か。呼び方、呼び方。

　鞍馬魅花だから……魅花ちゃん、魅花くん、魅花さん。

　この歳で〝魅花ちゃん〟はないよなぁ。

　しかし、〝魅花くん〟も、なんか俺のキャラじゃない。

　この中じゃ、〝魅花さん〟が無難だけど。

「あ、あのっ……！　できれば、こう呼んでほしいって希望があるんですが」

　考えていると鞍馬さんの方が提案をしてきた。

「え、あ……そうなの？」

「は、はい。と言っても、別に難しいものじゃなくて……。呼び捨てで呼んで貰もらえると……」

「よ、呼び捨て？」

「は、はい！　父上は、わたしのことを魅花って呼んでましたので……」

　そう言えばそう呼んでたな、と朧おぼろ気げに思い出す。

　結局、彼女と父である煉れん獄ごくさんはわかり合えることなく、煉獄さんは行方不明になった。

　依い然ぜん、その足取りは追えていない。

　個人の力では追えないし、事情もあって警察にも言えない。

　本家に頼むのが一番早いかもしれないが……。それも相手が鬼ということを考えると難しいかな。

　いつか再会して、またふたりで暮らせる日がくればいいのだけど。

　……と、今は呼び方について、考えないと。

「だ、駄だ目めでしょうか？」

　心配そうに尋たずねてくる。

　魅花……呼び捨てか。

　相手側のたっての希望だし、だったら、それでいいかな。

　名前の方を呼ぶこと自体、少し恥ずかしいけど。

「じゃ、じゃあ。魅花。……これでいいかな？」

「はいっ！　凪紗さん、よろしくお願いします」

「こちらこそ、改めてよろしくお願いします」

　そう言うと、魅花は恥ずかしそうに笑った。




　紗優の朝食を食べて一緒に学校へ向かう。

　紗優と、鞍馬さん改め魅花も俺の隣となりを歩いて、三人での登校だ。

　並んで通学路を歩く。初夏の日ひ射ざしがぽかぽかと暖かい。とても心地よい気温で、風も爽さわやかに吹き抜けていく。

「今日もいい天気ですねっ」

　右隣を歩く魅花がにこやかに言ってくる。

　こんな単純なことでも、彼女はとても楽しそうだ。

「そうだね」

　俺もこんなやり取りでも、とても嬉しい。

　振られたのだけど、俺のお願いもあって彼女は俺と普通に接してくれている。

　告白後、家に戻ってから「今まで通りでお願いします」「は、はい。それはもう」なんてやり取りを経て、魅花と俺は平常心で会話をするところまで戻ってきた。




『好きです！　付き合って下さい！』

『ごめんなさい……』




　ふとした瞬間に、あの時のシーンを思い出してしまうのだけど……。

　でも、気落ちはしていない。

　それに心の整理も付いている。

　室むろ道みちの奴に言われた通り、彼女を諦める必要はないのだから。

　もっと、自分を磨みがいて、好きになって貰もらえるようにアプローチするつもりだ。

　それから改めて告白をしようと思っている。

　だから、頑張らねば！　自分磨きを！

「あ、兄さん。週末はナンパをする日なので、忘れないでくださいね。いきなり予定とか、入れないようにしてください」

「了解……」

　紗優の言葉に、いきなり気が削そがれた。未いまだにナンパは慣れないというのに……。

「はぁ」

　自然と溜息が出る。

「やっぱり、するんですか？」

　魅花が、何とも言えない表情を浮かべた。不安そうな、あるいは不満そうな……どっちだろう？

　とはいえ、告白してきた相手が、舌したの根ねも乾かわかぬうちにナンパってのは、どう考えても不義理に思われるだろう。

「うちの家系の義務だから……ごめん」

「な、凪紗さんが謝る必要なんて……。むしろ、わたしこそ、も、申し訳ないです……」

「いや、別に魅花が謝るようなことじゃ……」

「で、でも、わたしの祖先がご迷惑をかけてるわけですし……」

　ほんわかしているように見えて魅花は武士と敵対する鬼の一族――鬼神が産んだという鬼の末まつ裔えいだ。

　本来は武士の家系である相坐家とは相あい容いれない存在なのだけど、彼女は皆と仲よくしたいという思いがあってここにいる。

「せ、千年以上もすいません……」

「いや、だから、魅花が悪いわけじゃないし……」

　そして、俺たち相坐家は、千年以上、鬼神を封じ続けていた。

　本家と分家で協力をしあって。

　そのための力が、気の遠くなるような歴史が、この時代までずっと受け継がれている。

「その千年の尊とうとい歴史を兄さんで潰ついえさせてはいけませんよ」

　紗優が気楽に言ってきた。

「兄さんが子供を作らなかったら、次代に力が継承されませんからね」

「で、八十年後に鬼神が復活して、その時に力が失われていたら、世界が滅亡するってんだろ。耳にたこだよ」

「じゃあ、なんで未だに恋人すらいないんですか」

「すいません……」

　いや、まあ、それは色々あるんですよ……。

　女の子が苦手だとか、本家じゃないから責任感がそんなになかった、とか。

　しかし、よくよく思えば、これも全部言い訳だ。

「兄さんが子供を作るのは義務ですからね」

「えっと……。何歳までに作らないといけないんでしたっけ？」

「二十歳になる時には、ひとりいなくちゃいけないですね。子供には五歳から十年かけて、力を継承させなくてはいけません。だから、兄さんが力を持っているうちに、継承をする必要があります」

「三十五歳になったら、凪紗さんの力が消えるんですよね？」

「そうですね。武士の使う血の力や、鬼神を封じる力も消えます」

　俺の代わりに、紗優が全部説明してくれた。

　魅花はそもそも相坐家の事情を知っていたし、俺がやるべきことも理解してくれている。

　でも、ナンパはなぁ。

「そ、それで、あの……、わたしや紗優ちゃんが……て、適てき正せい者しや、と言いましたっけ？」

「え、あー、うん……」

　伴はん侶りよとなる人は誰だれでもいいというわけではない。

　それでいいなら、本家は間違いなく誰かしらを用意してくるだろう。

　だが、相手は相坐家の持つ武士の力を遺伝させられる者でなくてはならないのだ。

　ふと魅花と紗優のふたりを見み据すえる。

「？　どうかしましたか。凪紗さん」

「何を見てるんですか、兄さん。透とう視しで私の裸はだかですか」

「違う！　というか、そんな力持ってない！」

　ふたりの目を見ていただけだというのに。

　魅花が反射的に、腕で胸の辺りを隠した。

「ほ、本当にそんな能力持ってないからね!?　持ってても使わないから！」

「は、はい……。すみません、つい……」

　魅花は申し訳なさそうにぺこぺこ謝る。

「あ、じゃあ……こっちは、見えてますか？」

「兄さん、見えてますよね」

　ふたりが、それぞれ自分の目を指でさした。

　言われるまでもない。彼女たちの瞳には、蒼い紋章が浮かんでいる。

　魅花は、刀を象かたどったもの。

　紗優は、太陽を象ったもの。
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　彼女たちは適正者と呼ばれ、俺が持つ武士の力を確実に子供へと遺伝させることができる。

　実妹の紗優にまで紋章が浮かんでいるのは、運命の悪戯いたずらというか……単純に紋章の出現がランダムだからだ。もっとも、最近になって何かしらの条件があるのではないかと思い始めているが。

「適正者がふたりもいるなんて、兄さん両手に花ですね」

「しれっと自分を混ぜるな！」

「兄さんに恋人ができなければ、嫁は私になりますから。未来の妻候補として、それなりの態度を見せておかないと」

「あのな……」

　紗優は本家からも、俺に恋人ができなかった時の保険と言われている。

　本来ならあり得ない話だというのに紗優が嬉しそうなのは、やはり母の教育がどこか間違っていたとしか言い様がない。

　兄馬鹿かもしれないが紗優は可愛いと思うし、礼儀も正しいし、俺に比べてしっかりしている。正直、自慢の妹だ。でも、こうして適正者としての義務感を持ってしまっているのが玉に瑕なところである。

　早く恋人を作って、紗優をそんな呪じゆ縛ばくから解放してやらないといけないよなぁ。

「ま、それはともかくナンパはしますので」

　紗優が淡たん々たんと言う。

　恋人探しが急務とは言え、俺としては魅花が恋人になってくれたらと思う。

　でも、相坐家はそれを悠ゆう長ちように待ってくれない。それに魅花が鬼の一族というのも、ネックになる。

　どちらにせよ、嫁探しは必要だということで、ナンパは継けい続ぞくすることとなった。

　明日は土曜日で休みだしな。

「というわけで、姉さんはちゃんと精しよう進じんしないと駄目ですよ？」

「う、うん。負けないように頑張るよ、紗優ちゃん。それに凪紗さんも！」

「え、あ、うん……」

　紗優は何を言っているんだ？

　でも、魅花は紗優の言葉を理解しているように見えるし……。

　最後、俺に話を振ったのはなんでだ？

「まあ、兄さんはまだ気付かなくていいですよ。いい機会です」

「？」

　紗優はしたり顔だ。意味がわからない。

「なんなんだ……」

　首を傾かしげつつ歩いていると、

「おはよっ」

　横から挨拶が耳に届く。そちらへ顔を向けると幼おさな馴な染じみの伊い澤ざわ奈巳がいた。

　健康そうな肌に、元気のよい声。全身から活気が溢あふれている。黒の長髪をポニーテールにしており、束たばねた尻尾しつぽと大きなリボンが今日も元気そうに揺れていた。

　それぞれ挨拶を交わしながら合流すると、奈巳は魅花をまじまじと見始める。

「なんかすっかり魅花のいる風景に目が慣れてきたわ」

「そ、そうでしょうか？　きょ、恐きよう縮しゆくです！」

「あはは、そんな畏かしこまらなくてもいいって。事情は深く追つい及きゆうしないし、ま、ナギに襲われないようにね」

「襲うか！」

「そうですよ、奈巳さん。兄さんに襲えるような度ど胸きようがあれば、もう恋人ぐらいできてます」

「……あのな」

　紗優の言動が朝からキツイ。

　そして、奈巳が鋭するどい目つきを向けてくる。

「紗優を襲ったらダメだからね」

「だから、なんで襲うんだよ！」

　何でこんなに信用がないんだ、俺は……。

「というか、俺がそういうことをするように見えるのか？」

「だ、だって……あんた、子供の時に、あたしに強引にキ――」

「わ――――――――――――――――わ――――――――――――――――――！　こ、この話は止めよう！　早急にだ！」

「む、何やら気になる話が」

　紗優の目が光る。興きよう味み津しん々しんだ。

　というか、本当に何も知らなかった子供の時の話じゃないか！

　やっぱり、あのキスを迫ったアレは奈巳の中でトラウマにでもなってるのだろうか？

「え、奈巳さんに何かしたんですか？」

　魅花が首を傾げて聞いてくる。

　これは魅花に聞かれたくない！　聞かせちゃダメだ！

「な、何もしてないから！」

　結果的に何もしてないし、噓じゃない。その後、奈巳に殴られただけだ。

「ふーん……。あ、そう……」

　しかし、その答えが不満なようで奈巳は蔑さげすむような目で俺を見る。心が痛い……。

　必死に誤ご魔ま化かしつつ歩いていると、学園の正門が見えてくる。

「おっと。そろそろ、俺、先に行くね」

「あ、はい……」

　俺がそう言うと、魅花は少し拗すねるような表情を浮かべる。

「いい加減、諦めたらどうですか兄さん？　ずっと秘密にできるわけないですし」

「そうよね。うちのクラス、そういうの絶対に隠し通せないわよ」

　紗優が仕方なさそうに深い溜息を吐いた。奈巳も呆あきれたような表情を浮かべている。

「いや、タイミングというものがあってだな……」

　ゴールデンウィーク以降、魅花とは一緒に住んでいるが、クラスメイトたちにそれはまだ明らかになっていない。

　一緒に登校しているところを見られたら、クラスメイトの中でも特に室道や真ま城しろさんは間違いなく食らいついてくるだろう。

　食いつかれたら最後、間違いなくからかわれる。

　そして、一緒に住んでいることを明かさなきゃいけなくなる。

　魅花は別に構わないって言ってくれるけど……俺は構いたい。

「というわけで、ふたりとも。また後で」

「はい、また後で」

「はいはい。せいぜいバレないようにね」

　魅花が小さく手を振ってくれている。そんな姿も可愛い。

　後ろ髪を引かれる思いで、俺は学校に向かって走り出した。




　私立英えい閤ごう学園。初等部、中等部、高等部、大学部とすべての教育機関をひとつにしたエスカレーター式の学園だ。生徒数は大学部まで併あわせれば五千人を超える。

　正門から高等部区域まで行って、第一校舎の中へと入った。四階まで上って、教室へ向かう。

　教室に着くと、俺の後ろに座る悪友の佐さ藤とう室道が席に着いていた。普段、来るのが遅い室道が珍しい。

　今日も微び妙みようにイケメンな顔を晒さらしながら携帯ケータイゲームで遊んでいる。また競馬ゲームをやっているのだろう。

「よう、おはよう室道」

「おー、おはようやでー凪紗」

　いつものことながら怪しい関西弁だ。本人曰く関西弁ではないらしいが。

　しかし、それよりも室道の奴、何か様子がヘンだ……。

「室道、お前、何でそんな汗あせかいてんだ？」

「は？　今日暑いやん。だからやろ」

「……心なしか顔も赤くね？」

「ちょっと発熱気味なんや。休ませろ言うたんやけど、親が駄目言うんよ」

「…………息遣い、少し乱れてないか？」

「気のせいやろ」

　なんだ、こいつ？　見た感じ、健康っぽいんだけど。

　そもそも言うほど暑いか？

　発熱とかじゃなくて、どっちかって言うと全力で走った後みたいな……。

「ま、気にすんなや。授業の準備でもしときゃええわ。ワイは配合で忙しいからな」

　そして、室道は俺に顔も向けず、ゲームに集中し始めた。

　なんなんだ。

　それに……。

「………」

　周囲に目を向ける。妙にこっちに注目しているような……？

　目を合わせようとすると、逸そらすし。

　ふと気になって、お祭り騒ぎ好きの真城さんを見る。

　奈巳の後ろの席に座っている彼女は、俺の視線に対してニッコリと微笑ほほえむだけだ。

　怪しい……。

　なんだ……。なんなんだ、この教室の中に蔓まん延えんする怪しさ。

「おはよう、ございます」

「おはよー」

　そこへ魅花と奈巳が入ってくる。

　すると――クラスメイトたちが一いつ斉せいに立ち上がった。

「確保――――――――――――っ!!」

　突如、真城さんが号令をかける。

　そこからのクラスメイトたちの動きは素早かった。

　俺たちはたちまち取り囲まれ、身動きが取れなくなる。

　に、逃げられない……！

「ちょ、ちょっと何なのよ！」

「はいはい、危ないし、奈巳りんはちょっと外でねー」

　奈巳は親友の真城さんに周囲の壁から押し出されていた。

「な、なんだ!?」

「な、なんでしょう……」

　戸と惑まどっている俺たちの前に、真城さんと室道が歩み寄る。

　とてもいい笑顔で。

「やあやあ、相坐クン。そして、魅花っち！」

「な、なに？」

「ふたりが一緒に登校していたという情報を得ているのですが！」

　んな!?　バレ、てる!?　マズい、早く誤魔化さないと……！

「え、えっと、実は偶ぐう然ぜん――」

「偶然会ったは通じないわよぉ？　家の方向、逆よね？　相坐クンと魅花っちって！」

　そう言えば、魅花が前に住んでた家は逆だった！

　駄目だ。俺の浅あさはかな誤魔化しなんて、向こうには通じない。

「そ・れ・に、登校中に一緒だったっていうのも、複数人から情報を得ています」

「ぶっちゃけワイも見た！　たまたま遠回りしたら、えらいもん見れたわ！」

　お、おのれ室道、余よ計けいなことを！

「あ、もしかして！　なんか走った後みたいだったのって……」

「バレちゃ仕方あれへんなぁ。このことをいち早く伝えるために、日本新記録を出しかねない速さで学校まで走ってきたんや！」

「嫌がらせに気合い入れすぎィ！」

　うおお、まずいマズいマズイ。どうする？

　いや、ここは！

「ぜ、絶対言わないからな！」

　断固たる決意を見せてみた。

「ん～。相坐クンは口が堅かたそうですねぇ。では、魅花っちに訊きいてみよう！」

　すると、真城さんはあっさりと矛ほこ先さきを変える。

「ちょっと！　魅花に聞くなんてそれはズルい――」

「まーまー」

　止めようとしたが室道、他数人に抑えられた。この状況では何もできない……！

　魅花はオロオロしながら、

「い、今、凪紗さんとは一緒に住んでるので……」

　と、辿たど々たどしくではあるが、はっきりとそう言ってしまった。

　もう俺を籠ろう絡らくする必要とかないのに！　魅花の真面目さが裏目に！

「「「「「「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！」」」」」」」」

　教室内が怒ど号ごうに包まれる。

　魅花が「色んな事情があっただけで……」とか細く、でも一生懸命に伝えようとしているが、クラスメイトたちはすでに聞く耳を持ってない。

「同どう棲せいとか、どういうことだよ……！」「確か妹さんもいるから三人暮らし？」「選より取どり見み取どりじゃねぇか！」「というか、今、呼び方が……」

　騒ぎはまったく収まる気配を見せない。勘違いが二段三段とブーストしすぎている。

「みんな、重要なのは同棲だけじゃないわ！」

「そうや！　今聞き捨てならない単語があったで！」

　みんなが真城さんと室道に注目する。

　なんだ？　今、俺たち、何かおかしなこと言った？

「魅花っちの呼び方が変わってるわ！　凪紗さんに！　さん付けなのよ！」

「そして、凪紗のやつは呼び捨てや。呼び捨てやで！　ここ重要だから二回言ったで」

「「「「新婚カップルかよ！」」」」

　クラスメイトから盛せい大だいな突っ込みが入った。

　そういや、確かに男性から女性が呼び捨てで、女性から男性がさん付けってのは夫婦に多い気がする！

　紗優の奴が朝に見せた妙な顔は、これのことだったのか！　まったく意識してなかった。

　ま、まあ、魅花も知らなかったんだろうけど……たぶん。

　魅花は真まっ赤かであわあわしている。でも、ちょっと嬉しそうに見えるのはなぜだろう？　俺の気のせい……だよな？

　そして、さらに教室が騒がしくなっていく。

　間違いなく隣のクラスに大迷惑だろ、これ！　こんな騒ぎ、起こしたくないのに！

　そこへ、荒々しく扉を開けて

「貴様らっ!!」

　うちのクラスの担任である秋あき山やま先生が、相変わらずの寝ね癖ぐせ髪がみで転がり込むように入ってきた。いつもは事態を悪化させる人だが、今回は他のクラスに迷惑がかかるからな。教師の仕事を全まつとうしてくれるだろう！

「私も混ぜろ！」

　もうダメだ。




　その後、教頭先生が般はん若にやみたいな顔で「秋山ァ！　出てこい!!」と教室に乱入し、クラスメイトの前で秋山先生を叱しつ責せきしたところで、ようやく騒ぎは収まった。

　失意の表情でホームルームを終えた秋山先生が、精気の抜けきった顔で教室から出て行ったところで、また普段と同じ日常が戻ってくる。

　先程の喧けん騒そうが噓のようだった。お互いの呼び方についても追及されていない。まあ、うちのクラス、この手のことで後を引かないしな。

　皆して生暖かい目をしているのは気になるけど……気にしないことにしよう。

　そして、昼休みのチャイムが鳴って、四時間目の授業は終わった。

　教室が賑にぎやかになっていく。一緒に行動するグループに分かれ、それぞれがお昼の相談をしていた。魅花も奈巳や真城さんのグループで、今日はどこで食べようか？　なんて話をしていた。

　俺も室道と一緒に食べようと椅い子すを後ろに向けたところで、ガラッ、と教室の扉が開く。すると、昼休み独特の喧噪とはまた違ったざわつきが広がった。

「あれ、御雷みかづちやん？　下級生の教室まで何しに来たんや」

　今日はコンビニで昼食を調達したらしい室道が、割わり箸ばしを割りながら怪け訝げんな顔をする。

　確かに御雷先輩だった。今日もモデルのような容姿に、クラスの女子たちが黄色い声をあげている。俺から見ても格好いい。室道なんか「ケッ」とか悪あく態たいを吐いていた。

　つい最近、知り合ったわけだけど、この人も魅花とは血筋は違えど、鬼の一族だ。

　鬼は本来、封印されている鬼神を復活させるために動く。

　しかし、御雷先輩はその枷かせが嫌だと語り、以前、俺に鬼神退治を持ちかけてきている。最近まで私用で休んでいたということだがようやく復帰したらしい。

　もしかして魅花に用事かなぁ。御雷先輩は人を捜すように教室を見渡している。

　そして、その視線が俺と魅花を捉とらえた。

「おい、鞍馬。それに、相坐。話がある。ちょっと来い。弁当を持ってな」

　さらに教室内がざわつく。

　……俺も？

「鞍馬を巡めぐる戦い？」「ついに決着？」「まさか直接乗り込んでくるなんて……！」

　クラスメイトたちの妄想が捗はかどってる。そんなんじゃないと思うんだけど。

　間違いなく、鬼神に関する話だろう。

「ちょっと待ってください」

　取り出しかけていた弁当をまた巾きん着ちやく袋ぶくろの中に戻して、御雷先輩へと歩み寄る。魅花も同じように巾着袋を持ってやってきた。

「さて、行くぞ」

「行くって、どこに？」

「ついて来ればわかる」

　そう言って先輩は俺たちの返事を待たずに、いずこかへと向かう。

　魅花と顔を見合わせた。

「つ、ついていきましょう？」

「そ、そうだね」

　内容は間違いなく人には洩もらせない類たぐいのものだろう。

　正直なところ……頭から御雷先輩のことを信用していいのかどうかは難しいところだった。紗優を助けてくれたことがあるとはいえ、彼は鬼なのだ。

　でも、魅花が取り引きした相手だからな。

　それだったら、今は信用しておこう。

　何かおかしなところがあれば、その都つ度ど指摘していけばいい。

　俺たちは急いで御雷先輩を追いかける。

　そして、少し歩いて辿り着いたのは体育館の横に併へい設せつされた文化部棟だ。

　三階まで上り、そこから廊下を歩いて一番奥へ。

　そこには、〝日本神話研究部〟とネームプレートが掲かかげてあった。

　御雷先輩はポケットから鍵を取り出し、鍵穴へと差し込み、開く。

「入れ」

　扉をスライドさせて、俺たちを招まねき入いれる。

　いきなり襲われたりしないよな……。

　まあ、この前の煉獄さんの件では、協力してくれたわけだし。

　魅花を見る。緊きん張ちようした面持ちだが、恐怖心は抱いていないようだ。

　中に入って部屋を見渡す。

「おお……」

　中には長机が一個と、そこに椅子が四つほど備そなえ付つけられていた。

　棚がいくつかあり、ホワイトボードまである。

　普通に部活の部室っぽかった。

「適当に座れ」

　促うながされて、近くにあった椅子に着く。そして、俺の隣に魅花が座った。

　俺たちの対面に御雷先輩が座る。

「この部屋って、使ってもいいんですか？」

「かなり前にオレが設立した部活だからな。使っても文句は言われない」

「作った!?　って、五人いないと部活って存続できないんじゃ」

　学則ではそういうことになっていたはず。

　以前、室道がゲームの部活を立ち上げようとしていた時に、そんな話で立ち消えになってたしな。

「クラスメイトの女子三人と、不登校の姉に幽霊部員になってもらってる」

　今平然と言ったけど、この人、姉なんていたのか。

「そんなことまでして、この部室を？　なんでまた」

「こうして鬼神について、いずれ内密に話す必要があると踏ふんだからだ」

　ということは、この人はずっと前から鬼神を倒す算段を付けていたのか？

　もしかしたら、その中には俺を仲間に引き入れることも計算のうちにあったのかもしれない。

　そう考えると、やっぱり頭の切れる人なのかな。成績は学年トップクラスって話だし。

「本題も含めると長くなる。食いながら話そう」

　そして、御雷先輩は弁当箱を取り出した。

　俺たちもそれぞれ弁当を取り出す。両方とも紗優のお手製だ。

　蓋ふたを取ると――ご飯に桜さくら田でん麩ぶが乗っていた。

　ハートマークを半分に割ったような形をしている。

　魅花の弁当を見ると、俺の弁当を水平反転させたものだった。

　……危なかった。これ、教室で開いてたらとんでもないことになってたぞ!?

「………お、おう……」

　御雷先輩がとても気まずそうに、目を逸らしている。俺たちも超気まずかった。

「まあ、なんだ……悪かったな」

「い、いや、謝られても……。こっちこそ、すみません」

「……ここに呼んだのは他でもない。鬼神についてだ」

　御雷先輩が妙な空気を断ち切るように話題を切り替えると、場の雰ふん囲い気きが一気に引き締まった。俺もこの流れに乗ろう。

「鬼神か……」

　鬼神。それは、相坐家の始し祖そが全力全霊を以もつて封ふうじた――始まりの鬼だ。

　その来歴は不明。

　一族に伝わる古文書にも載のっていない。

　ただ、東北に現れ、そこから都を目指し、行く先々を蹂じゆう躙りんしたということだけしか伝わっていないのだ。

　鬼神が進撃する途上、武士――相坐家の始祖が立ち塞ふさがった。

　そして、妻を失いながらも長き戦いの果てに、始祖は鬼神を封印することに成功した。

　始祖は鬼神を世に出さぬよう、血を繋ぎ、記憶を伝承し、鬼神を封じるための御み業わざを子に伝でん授じゆした。

　俺たち武士である相坐家は、百年ごとに復活する鬼神をずっと封印し続けている。

　前回の封印が二十年前。次に鬼神が出てくるとすれば八十年後だ。

　四年後には生まれているはずの子供に御業を託たくして、そのさらに十五年後には俺の力は消える。だから、直接俺が封印するわけじゃない。

　ただ、こんな因果が続いて欲しいとは、誰だって思っていないのだ。

「倒す手段があるって話でしたよね」

「ああ。だが、倒すのは武士である貴様になる」

「だけど、鬼神は……」

「皆まで言うな。鬼神が不死だから滅めつするのは不可能という話だろう」

　小さく頷うなずく。

　そう、鬼神は強大な力を持っている。

　それこそ世界を滅ぼせるほどの。

　通常兵器などの物理攻撃は何も通じない。武士の力でしか倒すことができない。

　だが、鬼神のもっとも恐ろしいところは、不死であるということだろう。

　倒しても倒しても……鬼神はその場で回復する。

　消滅させることができないのだ。

　だから、始祖は封印という手段を選ばざるを得なかったはずだ。

「まさか……鬼神が不死なのは、理由があるのか？」

　すると、御雷先輩が頷いた。

「鬼神には、核がある」

「核かく……？　それが鬼神が不死身の秘密か？」

「鬼神を滅することができないのは、その力が圧倒的だからというだけではないだろう？　無限とも言える力がどこからか供給されているからだ」

「じゃあ、それを何とかすればいいのか」

「そうだ。だが、武士である貴様には無理だろう。鬼であるオレか、鞍馬がやる必要がある」

「無理？」

「同族でないと、鬼神の核に触ふれられん」

「その核はどこから力を供給されてるんだ？」

「わからないな。そこはオレたちが持っている古文書にも載っていない。鬼だけがその核を取り出せるらしいことがわかっているだけだ」

「鬼だけが取り出せる？　それって、煉獄さんがやっていたような？」

　魅花の父親である煉獄さんは、封印の地でなんか石を使って取り出していた。

　確か〝裂さく磐いわ〟とか言ったか……。

「〝裂磐〟だったか。これのことだろう？」

　そう言って御雷先輩は机の上にバラバラになった石を置いた。

「持って帰ってきてたのか？」

「当たり前だろう。こんな怪しいものを放置する方がおかしい」

　無いと思ってたら、先輩が回収してたのか。さすがに抜け目がないな。

「〝裂磐〟に関しては、古文書にもほとんど記載がない。貴様らの方にはないのか？」

「聞いたことないな……。まあ、読んでない古文書にあるかもしれないから、本家の方に聞いてみることはできるけど」

　御雷先輩は次に魅花を見た。

「鞍馬はどうだ？」

「父上が時とき折おり、石を出していたのは見てましたけど……どんな力を持ってるかまでは」

「……なら仕方ないか」

「ただ……」

　魅花が思い出すように言う。

「なんだ？」

「わたし、小学校に上がるまで海外にいたんですけど、その時から父の手にあったと思います」

「ほう……」

　先輩が興味深そうな顔をした。

「では、昔から鞍馬の一族に伝わる石か何かか？」

「いえ。確証はないんですけど、誰かからもらっていたような……」

「そうか。貴様の家に古文書は？」

「住んでいた家にいくつかあって全部に目を通しましたけど、裂磐についての記載は見たことがないですね」

　……古文書、俺も全部読むべきかな。

　絶対に読め、と言われたものだけは読んでるけど、他のものはあまり読んでない。

　もしかしたら、そういうものにこそ新たな力や鬼神の倒し方のヒントが眠っているのかもしれないし。

　ただ、本家から古文書を借りるのはいちいち手順が手間だし、面倒くさかったからな。でも、もうそんなことを言ってる場合じゃない。

「何にせよ、鬼神の倒し方は、オレたち鬼が核からの力の供給を止めている間に、貴様が倒すしかないということだ」

「すごく簡単そうに聞こえるな」

「方法そのものは単純だからな。だが、危険を伴ともなうし、難易度は高いぞ」

「あと俺の方が負ふ担たん、大きくないか？」

「ふん、この前貸しただろう。あれを前払いだと思っておけ」

　前、霧の巨人を倒そうとした時は、負担の大きい囮おとり役やくを頼んだしな。

　まあ、そう考えれば仕方ないか。どっちにしろ、俺にしかできないのであれば、それは適材適所というものだろう。

「……他の鬼たちは当然、鬼神を守るために動くよな？」

「だろうな。だが、前回――二十年前の封印で鬼はかなり駆く逐ちくされたらしい。つまり今、封印を解いてしまえば、封印の地で刃向かってくる鬼は少ないはずだ」

「封印を解く、ね……」

「そうだ。意図的に解いてもらうことになる」

　一歩間違えれば大だい惨さん事じだ。

　そんなほいほい解くことなんかできるわけがない。

　ましてや、そんな提案をしているのは鬼なのだから。多少、信頼できると言っても、武士にとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵という扱あつかいは変わらないのだ。

「相坐、貴様の考えていることはわかる。オレが裏切る可能性を考こう慮りよしているのだろう？」

　俺の気持ちを先輩自身が代だい弁べんしてくれた。

「まあ、いきなり信用しろってのも難しいのはわかってもらいたいですけど……」

「案ずるな、わかってる。せいぜい、貴様の信用を得るとしよう。こっちも貴様を信用したら、本格的に鬼神の倒し方を説明するつもりだしな」

　向こうも俺を完全に信用しているわけではないらしい。

　まあ、当然だろう。出会って間もないのに信用されても薄気味悪いしな。

　元々俺たちは敵対する間柄なのだから。こうして話をしていることが例外中の例外だ。

「あと一応言っておきますけど、先輩が洗脳されている可能性も考えてる」

「……つまり、何者かにこうするように操そう作さされている、と？」

　小さく頷く。

　不ふ快かいにさせたかと思ったが、先輩は意外そうな表情を浮かべた。

「それは考えていなかったな。わかった。そこも含めて意識はしておこう」

　感心してくれたらしい。それなら、まあいいか。

　先輩はさらに続けた。

「鬼神を倒す方策については、そのうち具体的にしよう。今すぐにどうこうできる話でもないからな」

「そうなのか？」

「いつでもいいというわけでもない。時を待たなければならないからな」

　情報を出し渋しぶっているわけではなさそうだ。

「オレたちがやらなければならないのは、自分自身の強化と、あとは共闘できる奴を探すことだ」

「共闘できる奴……仲間ってこと？」

「そんなヌルい関係ではない。命がけになるからな、戦友という方が的確だ。鬼神を倒すのに、戦力はいくらあってもいい」

　それは確かにな。仲間は多い方がいい。

「でも、仲間の心当たりなんてあるのか？」

　気になって俺は尋たずねてみた。予想通り、御雷先輩は渋い顔をする。

「そんな奴がいれば、すぐにでも聞きに行っている。そもそもオレは貴様を仲間に引き込むことすら、慎重にタイミングを計はかってたのだからな。親に露ろ見けんすればただじゃすまない……だというのに、貴様の妹ときたらオレを変態扱いだ……！」

　先輩の表情がとても苦にが々にがしい。以前ストーカー扱いしたことを根に持ってるらしかった。

「ま、まあ、紗優も反省してますんで……」

「一応聞くが、あの妹――紗優だったか。あいつは戦力になるのか？」

「紗優は条件付きで戦うことはできますけど、身体的にはほとんど一般的な女の子と変わらない。正直、戦わせたくないですね」

「わかった。お前の意向は考慮しておく。オレとしても下級生の女子を戦わせることは本意ではないからな。危険でないことを頼めるなら頼むとしよう」

　何気に紳士的だな、先輩。

「後はあいつだな。あの鬼神擬もどきを一撃で屠ほふったあの小こ僧ぞうは？　あれは是ぜ非ひ欲しい」

「タケルのこと？　いや、その。あいつは、なんというか、魅花との遺伝子を掛け合わせて召しよう喚かんしたっていうか……」

「適正者との間で召喚できる力か何かということか」

「ま、まあ、そういうことになる、かな……」

「ということは、オレともできるわけだな？」

　御雷先輩が怪しげな目で俺を見てくる。背せ筋すじがぞくぞくしてきた。

「い、いや、試ためしたことない……っていうか、ダメだろそれは!!」

「なぜだ。戦力となるなら――」

「タケルは、俺と魅花との子供なんだよ！　あれは適正者との子供を――未来の可能性を召喚するもんだ！」

「……………………………………………………………………子供？」

　すると、御雷先輩の表情がまるで渋しぶ柿がきでも嚙んだかのように渋くなった。

「だったら先に言え！　男同士でできるわけないだろう!!」

「いや、察さつしてくれよ!?　遺伝子って言ったんだし！」

　すると、魅花がいきなり手を上げて、

「あ、あの、今はｉＰＳ細胞ってすごい技術がありますし、可能性なら……」

「「そういう問題じゃない！」」

　ふたり同時に突っ込むと、魅花が少しビクリとする。驚かせてしまったらしい。

　先輩は疲つかれたように溜息を吐く。

「他に誰かいないのか？」

「特には……」

　適正者を軒のき並なみ集めてきて戦力として扱うわけにもいくまい。

「誰かは知らないが、あいつはどうなんだ。お前の傍そばにいる」

「え……？　誰？」

「……知らないならいい。余よ計けいなことを聞いたな」

　すると、先輩が次に魅花にも尋ねる。だが、魅花はふるふると首を振り、心当たりはないようだった。

「貴様らの本家の方はどうなんだ」

　もう一度、俺に尋ねてくる。

「少なくとも鬼神との戦いに連れて行けるような人材はいないよ。特別な力を持ってるわけじゃないし。先輩の一族の方はどうなんです？」

「姉貴がもしかしたら、という程度だな。親父殿やお袋には絶対言えん。あれは鬼神復活の急きゆう先せん鋒ぽうだ。それに他の一族、石いわ折さくや根ね折さく等とは連絡も付いていないからな。そっちも当あてにはできん」

「そうか……」

「ゆっくりと確実に行くしかないということだ」

　先輩は当てが外れたかのように溜息を吐く。

「だから、当面は自分たちの強化ということになるのだが――」

　瞬間。

　小さな雷が先輩の手から放たれた。魅花へと向かって雷撃が逬ほとばしる。

　いつの間にか、先輩は鬼の証あかしである光の角を出していた。

「ひゃうっ！」

　だが、雷撃は魅花に当たる寸前で消え去った。

　油断してて、反応できなかった！　俺の馬鹿野郎！

　立ち上がって、俺は先輩を睨にらみ付つける。

「おい、先輩！　いきなり何をやってるんだ！」

「すまないな。少し試ためしてみたかっただけだ。本当に力が消えるのかどうか」

「だったら、先に言えばいいじゃないか！」

「無意識下でも問題ないのかどうかを見たかった。当たったとしても少し痺しびれる程度だ。そこまで過保護になるな」

「だからって女の子に……！」

「だ、大丈夫ですよ、凪紗さん。先輩に殺意や悪意はなかったと思いますから……」

　魅花が割り込んできた。

「魅花がいいならいいけど……」

　そう言われたら大人しく座るしかない。

「悪かったな、鞍馬。だが、貴様の力は上手く扱えば戦力になるはずだ」

「対処法のわかった能力は役に立たないとか言ってたじゃないか」

　意地悪く、霧の巨人と戦った時のことを指摘しておく。

「その通り。だから、相手が対処できない形で使えばいい。物理的には手も足も出ないが、ありとあらゆる力を確実に消すのだからな。相手が無手で、使えそうな武器もなければ押さえ込むだけで事足りる」

　確かに魅花の〈霧散〉は、俺の無意識の力まで消しているからな。

　そこまで力を消すことができるなら、強力なことには間違いない。

「で、でもそれだけしかできませんし……」

「貴様、あの力を制御できるようにはならないのか？」

「え、制御、ですか？」

「必要な時に発動させ、そうでない時は消すといったようにだ」

　制御、か。そういや、〈一いつ子し相そう伝でん〉を行って顕現した俺と魅花の息子であるタケルは、それができていたようだった。

　霧の巨人に振るわれた拳を、完全に無力化していたからな。

　それを教わったのか、自分で編あみ出だしたのかはわからないが……。

「やったことがないので、わからないです……。取っかかりもなかったですし。父上もそういうことは言いませんでした」

　ただ、魅花が諦めがちなのもわかる。

　そもそも、それができていたら、煉獄さんは自身の血統が滅びると悲観をしていないはずだ。

　そう簡単にできることではない、のだと思う。

　ただ、できなくはないのかもしれない……といった程度だろう。

「わかった。だが、貴様は一応、それを心の片かた隅すみにでも入れておくといい」

「は、はい……」

　そして、先輩は今度は俺に尋ねてくる。

「そう言えば、相坐。貴様にひとつ聞きたいことがあったんだ」

「なにか？」

「貴様ら武士も、初はつ子ごにしか力は発現しないのか？」

「ふたり目に発現したって話は聞いたことがないな」

「……では、なぜ本家と分家がある？　いや、分家の貴様まで力があるのはなぜだ？」

　それは俺も密ひそかに気になっていたことだった。親父にも聞いたことがあるが、親父自身も疑問に思っている。

　だが、現状で明確な答えは見つかっていなかった。

「ふたつに分かれてから呪いが発現したとしか。俺も前、気になって親や本家の人に聞いたけど、わからないって返された」

「オレたち鬼の一族も力は基本的に初子にしか発現しない。それは始祖の時からずっとだ。どこかで双子でも生まれたのか？」

「さ、さあ？　気にしたことなかったし。重要なことなのか？」

「……いや、個人的な興味に過ぎん。ただ、鬼や武士を調べている者として気になってな」

　調べている……か。安あん易いに俺たちのことを教えるのは、まだ怖いな。

「ちなみに、貴様にもう配はい偶ぐう者しやの当あてはあるのか？」

「ぶっ！　なに言ってんです!?」

「オレたちの世代で上手くいくとは限らないからな」

「だから、次の世代のことも考えておくって？」

「そうだ。次世代も含めて、交流を深めておくのも悪くはないだろう」

　そこまで考える必要はあるのだろうか……？

　……あれ？　そう言えば。

「さっき先輩、『貴様らにも、初子にしか力は発現しないのか？』って聞きましたよね？」

「ああ。言ったな」

「ってことは、鬼の一族も力は初子にしか？」

「力は発現しないな」

「……ちょっと待ってくれ。幽霊部員に姉がいるって言ってたけど……もしかして、男にしか遺伝しないとか？」

「いや、そういうわけではない。単純に双子なだけだ」

「双子？」

「数分向こうが出てくるのが早かったせいで弟扱いだ。納得はいかないがな」

　不満そうな顔をする。

　もしかしたら、思ったよりも先輩の家庭内ヒエラルキーは低いのかもしれないな。

　まあ、それは重要じゃない。それよりも、だ。

「ということは、双子が生まれると力が両方に遺伝するのか？」

「色々条件はあるようだし、全部を受うけ継つぐわけではなく、別々の力を受け継ぐことになるがな。うちの祖母はその辺りに手を入れて、計画的に父と母を配合させたらしい」

「じゃあ、意図的に双子を？」

　そんなこと、できるのか？　現代医学では意図的に双子は産めないはずだったけど……鬼の力が関連してるのだろうか。

「俺もまだ祖母にすべてを聞いたわけではないから断言はできないが、おそらく意図的に産ませたはず――」

　そんなやり取りをしていた時、俺の身体を流れる血が微かすかにざわついた。

　御雷先輩も気付いたかのように渋い顔をしている。

　俺たちは立ち上がり、扉の外へと顔を向けた。

「先輩」

「貴様も気付いたか」

「一瞬だったけど」

　少しだけど、力を感じたような……。

　鬼の力じゃない。どちらかと言えば、俺たち武士に近い力だ。

「相坐、心当たりは？」

「まったく。いるとすれば、本家の当主だろうけど」

　今は行方不明だが。

「その本家の当主という可能性は？」

「隠れたのなら、見つかるようなヘマをするような人じゃない」

「……そうか。では、オレたちの勘違いか？」

「いや、俺たちふたりが気付いたわけだしなぁ」

　感じた力は小さかったけど、間違いなく力は感じた。

　御雷先輩も気づいたのだから、気のせいではないはずだ。

「ふむ。もう力を感じないが、少し警戒はしておこう。敵意は感じなかったしな」

　余裕を見せながら御雷先輩は座る。俺も同じように腰を下ろした。

「ああ、あとこれを渡しておく」

　そう言って棚から紙を取り出し、魅花と俺に渡してくる。

　何かと思えば、入部届けだった。

「オレと組むのであれば入れ。その方がここを自由に使えて便利だからな。生徒会に幽霊部員はダメだとかなんだとかで絡まれることもなくなる」

　やっぱり生徒会には問題視されてるのか。先輩も苦労してるな……。

「あと連絡を取り合うために携帯番号とアドレスの交換をしておきたい。入部するかどうかは任せる」

　と先輩に言われたところでこの日の昼休みが終わった。




　先輩と別れ、魅花とふたりで教室に戻る。

「……ふたりでどこ行ってたの？」

　そして、帰ってくるなり奈巳に絡まれた。

　その顔は妙に不機嫌だ。ジト目で見られている。

「御雷先輩に部活を紹介されただけだよ」

　……ギリギリで噓は言ってない、と思う。

「ふーん……」

　まるで信じていないような目をして、奈巳は次に魅花を見た。

「な、なんでしょう……？」

　怯えたように魅花が身を引く。

　すると、奈巳はばつの悪そうな顔をしてから、ひとつ小さく溜息を吐いた。

「……なんでもないわ。絡んで悪かったわね」

　そう言って席に戻っていく。

　それと同時に本鈴が鳴った。

　……なんだったんだ、あいつ。機嫌でも悪かったのか？




　太陽は夕日となり、徐々にその色をオレンジへと変えていた。

　学校も終わって、魅花と紗優の三人で帰路につく。

　昨日まで魅花とは別々に帰っていたのだけど、バレてしまったのであればそんな必要もない。

「結局バレたんじゃないですか、兄さん」

「いや、あれは室道がだな……」

「佐藤さんはその手の嗅きゆう覚かくが鋭いんですから、隠しても逆効果ですよ」

「それはそうかもだが……」

　まあ、隠し事をしてるよりかは気が楽だな。皆もそこまでからかってこないし。

　うちのクラスは最初にわーっと騒いで、後腐れなしで次に行くのが習慣だからそこは助かる。ここ最近、標的が俺ばっかりなのがすごく気になるけど……。

「はっ!?」

「な、なんだよ」

　紗優が何か重大なことに気付いたのか、口に手をやる。

　なんだ？　鬼でも出たのか!?

「今日はスーパーで夕方から特売の日でした！」

「そんなことかよ！」

　生き死ににでも関わるような顔をしてたのに！

「何言ってるんですか、重要ですよ。家計を支えるためには外せないんです」

「……あ、うん、悪かった」

　そうだな、お金は重要だしな。

　本家に言えばむしり取れそうだけど、あそこにたかると後が怖い。

「というわけで、姉さん。行きましょう」

「あ、うんっ。今日も頑張るよっ」

「紗優。俺も付いてった方がいいか？」

「いえ、結構です。足手まといですので」

　ぐさりとくる。いや、買い物のことなんだけど。

「今日はあそこのスーパーですから……。姉さん、プランＢで行きましょう」

「プ、プランＢ!?　ついに、行くの!?」

「ええ、今回の戦いはこうまでしないと目的が達せられません」

　なんのことだかわからない。でも、魅花も楽しそうだし、突っ込むのは野や暮ぼだろう。

「というわけで、行ってまいります。兄さん」

「凪紗さん、行ってきますね」

「ああ、車に気をつけてなー」

　そして、ふたりは手を繋いでスーパーの方へと歩いていった。

　ああいう姿を見ると、本当に姉妹に見える。ちょっとぽわわんとした姉に、しっかり者の妹という感じだ。

　魅花がそれで家族を感じてくれてれば嬉しいんだけど。

　ふたりを見送ってから、俺は家へと足を向ける。

　ひとり寂さびしく住宅街を歩いていると――突然、影が俺の視界を覆おおった。

「!?」

　目の前に何かが落ちてくる。

　いや、降り立ったという方が正しいか。

　俺の目の前に、黒装束を着込んだ奴が立っていた。

　身長は中学生でも小さい方の紗優よりも、さらに頭ひとつ分小さい。百二十センチ前後か……。小学生ぐらいだ。

　その小さな身体を黒い布で覆っていた。顔、手から足まですべてで、黒でないのは視界を確保するための目の部分だけだ。

　そこから見える漆しつ黒こくの瞳は、場違いな感想ながらとても綺麗で引き込まれそうなほどだ。まるでいつだかに親父に見せてもらった黒こく曜よう石せきのような輝きを放っている。

　ただ、姿が小さいからといって、鬼の力は油断できない。俺はすぐに攻撃に対応できるように構えをとった。

「…………………………………」

　だが、この小さな黒装束は何も動かなかった。

　殺気らしきものもない。

　しかし、その視線はまるで俺を見定めているかのようだった。

　嫌な予感がしたので手早く携帯から短縮ダイヤルで紗優へ電話をかける。これで何も言わなくても来てくれるはずだ。場所もＧＰＳ座標でわかるだろう。

「鬼……か？」

　鬼から視線を外さずに尋ねる。

「……………………」

　返答は、ない。

　しかし――その代わりとばかりに、いきなり殴りかかってきた。

　その狙いは俺の顔。

　殺意はなかったのに――！

　俺は顔を僅わずかに逸らして避ける。すぐ傍そばを小さな拳がすり抜けていった。

　すると頰が熱くなる。頰が切られ、そこから少しだけ血が流れた。

「え……!?」

　完全に避よけたはずだった。

　身体になんか隠し持ってるのか？　暗器かなんかか？

　とにかく、この小さな刺し客かくが油断ならないことを改めて認識する。

　俺は後ろに跳んで距離を取った。

　黒装束は追いかけてこない。やはり、見定めるみたいに俺をじっと見ている。

　その時、黒装束の額ひたいから光がすっと伸びる。

　三さん角かく錐すいの、光の角――鬼の証あかしだ。

　すぐに身体の中に流れる武士の血がざわつき始める。

　この鬼から、恐ろしいほどの力を感じ取った。本能的に、血がざわつく。

　俺の力が一気に臨りん戦せん態たい勢せいまで上がる。

「やっぱり、鬼か」

　鬼は何も答えない。

　ただ、何事か口を動かしていた。装束で隠れているが、それでも動いているのはわかった。

　しかし、そこから声は漏もれ聞きこえてこない。本当に動かしているだけのように見える。

　そこへ――突然、俺の耳じ朶だを強烈な音が直撃した。

　脳内を直接揺さぶるような、不快な音。

「うあっ……！」

　ただ、ただ、耳の傍で未知の楽器を大音量で鳴らしているような――！

　耳を塞ふさいでも、まだ聞こえる。いや、耳を塞ぐという行為に意味がなかった。

　自分の身体が自分のものでなくなっているかのような感覚が襲ってくる。

　脳内を揺さぶる音は、さらに神経へと浸しん食しよくするように俺の身体の自由を奪う。

　まずい。これ……！

　たまらず膝ひざをついてしまった。

　相変わらず小さな鬼は何も語ることなく、俺に近づいてくる。しゃがんだ俺の目の前に立つと、鬼の小さな顔が正面に来た。そして、装束で隠していた口の部分を指でずらして、唇くちびるを露出させる。

　何をする気だ!?

　鬼は、しゃがむ俺の顔を両手で摑み、その小さな顔を近づけて――。

「グワァッ！」

　触ふれる直前、俺と鬼の間に、新たな黒い影が斜め上から割り込んだ。

「!?」

　小さき鬼は後ろへと跳躍する。

　それと同時に、聞こえていた不快音は消えた。

　身体は……動く！　神経もすべて繋がっており、まったく問題ない。

　改めて、状況を確認する。

　俺の周囲を、まるで俺を守るように鳥が飛んでいた。黒くカラスのような鳥だが……妙に歪いびつな気がした。こいつが、鬼から守ってくれたのか……？

「…………………」

　俺から離れた鬼は、クナイを取り出し無む造ぞう作さに投げる。

　クナイはカラスに突き刺さった。すると、カラスの身体は霧のように消えていく。

　その霧の中から出てきたのは――一枚の札だった。

　それを見て、昔、親父に聞いたことを思い出す。

　陰おん陽みよう術じゆつという術のことを。

　その中に、式しき王おう子じだったか式しき神がみだったか、式札を使って異い形ぎようのものへと変異させて使役するものがあるのだとか。

　今、俺が見たのはまさにそれのような気がした。

　カランと鈍にぶい音が鳴る。クナイが札と共に地面へと落ちたのだ。

「…………」

　鬼は再度俺に近づこうと一歩踏み出した。

　そこへ――鬼のいる場所に、何かが飛来する。飛んできたのは新たな札だった。

　鬼は俊しゆん敏びんな動きでその場から離れる。その札が先程まで鬼がいたところに突き刺さり、盛せい大だいな火柱が立った。

　一瞬で火柱となった札は、少しずつその火勢を弱めていく。

「なんだ……？」

　何が起こってるんだ？

　そんな俺の心中などお構いなしに――ひとりの少女が降り立った。

　ちょうど、俺と鬼を結んで正三角形になるような場所に、だ。

「…………………」

　新たに出てきた少女も、何も語らなかった。

　少女だとわかったのは、その体型からだ。小柄で細身の体たい軀くは、どう見ても女性のものである。彼女も彼女で、忍者のような出で立ちをしていた。

　紫し紺こん色いろの装束を纏まとっており、その顔には狐きつねを模もした仮面を被っている。その正体はまったくわからない。髪も装束に覆われて見えなかった。

「……味方、か？」

　少なくとも武士ではないはず。

　俺と八や嶋しま兄にい以外に武士の力を持ったやつはいないのだから。

　消去法だと鬼、ってことになるんだけど……。

　ただ、彼女から発せられる力は俺たちとよく似ていた。感覚的な印象でしかないけど……。

　今日、部室で感じたものと同じような。ここに御雷先輩もいれば、もしかしたら同意してくれたかもしれないのに。

「ふっ！」

　狐面の少女が動く。胸元から札を取り出して、それを鬼へと投げつけた。

　その紙は途中で爆散し、煙を出しながら網あみへと変わった。

　網は鬼に向かって広がり、その身を捕らえようとする。

　鬼はそれを横に飛んで避け、さらに狐面の少女へ向かって跳躍した。

　鬼が狐面の少女に殴りかかる。

　少女は腕を十字にして、顔を防御した。

「防御はダメだっ！　避よけろ！」

　俺の声が聞こえたのか、少女はわずかに身体を反そらす。

「つッ！」

　しかし、警告が遅かった。避けきれていない。少女の手袋が破れ、そこから小さく血が吹き出す。

「そいつは暗器を使ってくる！　大きく避けないと駄だ目めだ！」

　俺の声が聞こえたのか、狐面の少女は鬼の攻撃を大きく避けるようになった。

　そして、またも札を取り出し、それを地面へと投げつける。今度の紙は猫のような形をしていた。

　少女が手を素早く動かし、

「オン！」

　そう短く声を発すると、地面に落ちた紙は大人の背せ丈たけほどもある巨大な化け猫となる。

　見たことのない力に、俺は我を忘れて見入ってしまった。

　いきなり現れた化け猫は小さき鬼へと襲いかかった。その対比はまるで巨大なライオンに襲われる小学生のようだ。

　鬼は一瞬躊ちゆう躇ちよしたようだが、次の瞬間、その拳が化け猫の身体を貫つらぬいた。瞬間、化け猫はスッと霧のように消えていく。後に残されたのは破れた紙だけだった。

　だが、それも織り込み済だったのか。

　少女は気を取られた鬼に対して、再び札を投げつけた。

　地面に札が刺さり、火柱を上げる。

「……………………………………………」

　小柄な鬼は素早く後ろへ飛び、どうにか直撃を避けていた。

　狐面の少女はここが好機とばかりに攻め立てるべく、鬼を追いかける。

　後方へ距離を取った鬼は、狐面の少女を見据え――何事か口を動かした。

　何も、起こらない。

　だが――。

「あああああああああああああああああ……!!」

　狐面の少女は突然、その動きを止め、耳を塞いだ。

　そして、しばらく耐えたように身を震わせ、その膝は折れた。

　さっき、俺が食らった不快音か！

　俺に聞こえてこないってことは、対象にできるのはひとりのみ？

「だったら……！」

　俺は鬼に向かって突き進む。

　鬼は一瞬驚きよう愕がくの表情を浮かべたが、もう遅い。

　俺は真正面から鬼の黒装束を摑み、投げ飛ばすべく腕に血を集中させるイメージを作った。腕に血管が浮き上がったかのように血の紋もん様ようが刻まれる。

　力に任せて、俺は装束ごと投げ飛ばそうとして――。

　その瞬間、鬼が身体を捩よじり、そこから逃げるべく跳躍しようとした。

　だが、俺は拘束した手を離さない。

　鬼の装束が派手な音を立てて破れる。

　装束の下に着込んでいた肌着まで摑んでいたためか――鬼の肌が露あらわになった。

「え……」

　露出したのは胸部。胸。それも生。ぽろんと出てきた。

　小さい身体ながらも、まあ、それなりに膨ふくらんでいる。

　体つきからすれば、大きい方ではなかろうか。

　鬼は胸が見えていることに気付いたのか、恥ずかしがるようにそれを腕で隠した。そのまましゃがみ込んでしまう。

　こ、この鬼、女の子だったの!?

「あ、えっと……その……！」

　間抜けみたいに、手に持った肌着と鬼とを交互に見てしまう。

　鬼は肌着を返して欲しそうにこちらを見た。なんか、隙すき間まから見える鬼の子の目が涙目になっているような……!?

「あの、ごめん……そ、そういうつもりじゃ……」

　思わず謝ってしまう。

　いや、でも、これ不ふ可か抗こう力りよくというか……。

　俺が曖あい昧まいな謝罪を繰り返していると、鬼は胸を隠したまま身を翻ひるがえし、飛び去るように逃げてしまった。

　……な、なんだったんだ？

「……逃げられたのか、助かったのか……あだっ！」

　ボケッとしていたところに、いきなりがつんと後頭部を殴られる。

「な、何だよ！」

「………」

　背後を振り返ると、狐面の少女が立っていた。

　仮面の隙間から見える瞳が、見るからに怒っているように見える。

　だが、何かに気付いたかのようにすぐに背を向け、彼女も飛ぶようにして去っていった。

　その姿はあっという間に小さくなり、見えなくなる。

「……お礼、言いい損そこねたな」

　俺を守ってくれたってのに。

　……というか、なんで俺は殴られたんだ？

　まあ、やったことは非紳士的だったけど……。わ、わざとじゃないし……。

　いや、でもなぁ。よくよく考えれば、あの鬼、子供の女の子だったわけで。

　それの服を破いて胸を露出させたのは、相当犯罪の匂いがしないか？

「うう……」

　自己嫌悪してしまう。

　それに……鬼も気になるけど、あの狐面の少女も気になった。

　むしろ、こっちの方が重大な案件だろう。俺の知る限り、武士の味方などいないのだから……。

　ただ……後頭部を殴られた時、その感覚にはとても覚えがあった。

　そして、一瞬間近で見えたあの目。

「奈巳、だったような……」

　とても見覚えがある目だった気がした。

　一瞬だけ聞こえた声も、奈巳の声に似ていたように思う。

「いや、でもまさか……。奈巳が、まさかだよな」

　腕を組みながら首を傾げていると、

「兄さん、大丈夫ですか!?」

「凪紗さん！　怪我はありませんか」

　紗優と魅花の声が聞こえてきた。

　すぐ傍の十字路から慌てたように走ってきて、こっちに駆け寄ってくる。

「悪いな。もう終わったよ。心配ありがとうな」

「何言ってるんですか。頰から血が流れてるじゃないですか」

「かすり傷だよ。すぐ治る」

「いいから見せてください」

　紗優は持っていた鞄から消毒薬を取り出し、俺の頰に塗ってくれる。そして、今度は絆ばん創そう膏こうを取り出し、ぺたりと貼った。

　まあ、この程度の傷ならすぐに治るんだけど……心配してくれてるわけだし、素直に受けておこう。

「サンキュ」

「いえいえ。兄さんの怪我を治すのは私ですから」

　すると、魅花が不安そうな顔をした。

「あ、あの……遅れてしまってすいません」

「いやいや、魅花が気に病む必要はないよ」

　魅花に落ち度なんて何もないだろう。

「そ、それで、あの、ですね」

「ん？」

「こ、今回は傍にいられなかったですけど、近くにいたら、その……あの……アレをやってもらっていいですからね？　え、遠慮しなくていいです！」

　あ、アレって〈一子相伝〉のことか……。

「そ、それって……」

「は、はい……！」

　た、たぶんキスしてもいいって魅花は言いたいのだと思うんだけど。

　要するに、協力は惜おしまないって意味だよな？

「あ、ありがとう。でも、〈一子相伝〉は、使うのにちょっと条件もいるから」

「条件……ですか？」

「あ、うん。生存本能で子孫を残そうとする想いとか――」

「あとは性欲ですね」

　俺たちの会話に、紗優が横から事も無なげに口を出す。

「せっ……!?」

　魅花の頰があっという間に朱しゆに染そまった。

　事実ではあるが、そんな単語をあっさりと女の子が言わないで欲しいよ……！

「そ、そうなんですか!?」

「ま、まあ、その……はい……。未来の結果を引き出すから、その過程をこなす条件を揃えないといけなくて……」

　親父曰く、『性交渉から出産、子育てまで一瞬でやるようなもんだ』と。

　まあ、実際にやってるわけじゃないんだけど……。

　ただ、そういう行為をやるような気持ちになってないとダメなのだ。

　だから、命の危険を感じてからの子孫を残さなければという本能か、そういうことをしたいという欲求が必要になる。キスはそういう気持ちにさせるためのトリガーみたいなものだ。

　前回、魅花とキスした時は、生存本能がキーとなったのだろう。

「わ、わかりました。じゃあ、ずっと興奮してればいいんですか？」

「いやいやいやいやいや！　だ、大丈夫だからね！」

「い、いえ！　お、お世話になってますし……」

「家族だからいいんだって！」

　責任感とか負い目とかがあるのかもしれないけど、やっぱり好きでもない男とキスするなんてダメだろう。

「う、奪っておいてなんだけど、そういうのは大事にした方がいいよ？」

「い、いえ。初めてでしたけど、凪紗さんでよかったですから」

　……え、どういう意味？　それにファーストキスだったのか！

　お、俺はなんてことを！　いや、でも、あの場はなぁ。

「頰を染めて見つめ合ってると青春を謳おう歌かしてる感バリバリですね」

　紗優にそんなことを言われ、俺たちはバッと身体を離した。

「いえいえ、お気になさらず」

　気にするわ！

「まあ、三割の冗談はさておき。どんなことがあったんです？」

「あれで三割だったのかよ。えーと、実はな……」

　そして、俺は紗優に説明した。小さな鬼に襲われたことと、狐のお面をした少女に助けられたこと。

　話しているうちに、あの狐面の少女は、誰だったんだろうかと再び気になり始める。

　改めて話していると……やっぱ、奈巳だったのかなぁという気もしたが、現時点で正体に繋がる情報はまったく出なかったので、そこについては触れないことにした。
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　次の日、相も変わらず三人で家を出る。

　今日の天気も昨日と同じで朗ほがらかだ。あと一ヶ月もしないうちに梅つ雨ゆに入るだろうが、それまではこの気持ちいい空気に浸ひたりたいね。

　そんな空の下、魅み花かは足取りも軽そうに、俺たちの少し先を歩いていた。そして、くるっと振り返る。

「今日は一緒に教室まで行くんですよね？」

「そうだね。バレちゃったし」

「えへへ」

　小さく笑って、魅花は楽しそうだ。見ててこっちも嬉しくなってくる仕し草ぐさだ。

「兄さん、鼻の下伸びてますよ」

「……伸びてないだろ」

　思わず、指で確認した。伸びてるかどうかわからない……。

「おはよ」

　そこへ昨日と同じように奈な巳みがやってきた。

「おう、おはよー」

「おはようございます」

「奈巳さん、おはようございます！」

　三者三様に挨あい拶さつを交かわす。

　だが、奈巳はいつもよりテンションが低かった。どうやら疲れているみたいだ。

　それに左手に軽く包帯が巻かれている。

「奈巳。その手、どうしたんだ？」

「はえ!?」

「驚くところじゃなくないか？　怪我でもしたのか」

「あ、そうそう。昨日、料理してたら、包丁で」

「え、大丈夫なのか？」

「ちょっとドジッちゃった。魅花みたいだよねー」

「も、もう、奈巳さん、ヒドイです！」

「あはは、冗談だってば、魅花」

　あの包帯の巻かれている場所……。

　昨日、鬼に襲われたのを助けてくれた仮面の少女が傷つけられたところと同じだ。

　しかも、あの声と目も、奈巳に似ているのを改めて感じた。

　何よりもこうしてすぐ傍そばにいる時の佇たたずまいというか、雰ふん囲い気きが似にすぎている。

「なあ、奈巳。昨日の夕方、どこにいた？」

「ふえ!?」

「さっきからなんでそんなに驚いてるんだよ。昨日の夕方、どこにいたって聞いてるだけだろ……」

「あ、あー。昨日ね。家にいたわよ。学校からすぐ帰ったし」

「……そうか」

「というか、何でそんなこと聞くわけ？」

「いや、ちょっと気になっただけというか……」

　まあ、奈巳の言っていることが、本当かどうかはわからないけど。

　というか、隠しているとしたら事実を言うわけないか。

　刑事ドラマじゃないし、「それを証明できる人は？」なんて聞けないよな。

　さて、他に確認できることと言ったら……アレぐらいか。

「奈巳、ちょっと後頭部殴なぐってみてくれないか？」

「はあ!?」

「驚くところか？」

「驚くところですよ、兄さん。何でいきなり被ひ虐ぎやく願望を発はつ揮きしてるんですか」

「え……」

　……冷静になって考えてみると「殴ってくれ」は確かにおかしかった。

　ヤバい、これただの変態じゃないか！

　失言ランキングを確実に更新したぞ!?

「な、凪なぎ紗ささん、もしかしてそういうのが好きなんですか!?」

「いやいや、魅花、そういうんじゃないからね！　今のは、その、言葉の綾あやっていうか」

「言葉の綾で済ませられる言葉じゃなかったと思うんですが」

　そう言って紗さ優ひろは半はん眼がんを向けてくる。魅花も少し引いていた。

　まずい、このままでは俺おれが本当に変態になってしまう！

　ちょっと殴られ具合を確認したかっただけなのに！

　……いや、それがいけないのか。

「すまん、忘れてくれ」

「もう、変なこと言わないでよね。心臓止まるかと思ったわよ」

　奈巳が胸を撫なで下おろす。

　その胸に置いた手の包帯がやっぱり気になった。




　二時間目の授業も終わり、その休み時間。次の授業が体育のため、俺たち男子は女子たちが教室を出てから体操着に着替えた。

「今日はワイら、バレーボールらしいで」

「四月の始めにやって以来か。久々だな」

「なお、女子は第二グラウンドでソフトボールやて」

「別にその情報いらないだろ」

　室むろ道みちの話を聞き流しながら、体育館へと向かう。

　その途中、校舎の陰に隠れるように立っているふたりが視界に入り、俺はつい立ち止まってしまった。室道が先に行ってしまったが、気にしない。

　そこにいたのは、奈巳と御雷みかづち先輩だ。奈巳はすでに着替えて体操着。御雷先輩は制服で手にパックジュースを持っているから、それを買いに来たのかもしれない。

　ふたりに縁えんがあるなんて知らなかったけど……どんな関係なんだ？

　御雷先輩が若じやつ干かん居い心地ごこち悪わるそうにして、奈巳も奈巳で何か言いづらそうな表情をしている。

　奈巳は手を差し出しているようだが、木に邪魔されて手に持っているものは見えない。

　うっすらと話が聞こえてくる。

「だから、あたし―――産うみたいんです」

　…………………………………………………え？

　産み、たい……？　何を？

　いや、産みたいっていったら、一般的に言えば……子供？

　先輩が居心地悪そうにしているのは、いわゆる『できちゃった』とか、そういう話？　女おんな癖ぐせが悪いって噂うわさはあるけど、デマかと思ってたのに？

　いやいやいやいやいやいやいやいやいやいや。落ち着こう。

　そんな話、まったくなかったぞ。奈巳と御雷先輩とか、そもそも聞いたことすらない。

　あり得ないだろ。いや、でも、今し方、産みたいって言ったのは事実だし。

「いいから、―――をおろせ」

　………………………………………………おろす。

　って堕おろす!?

　子供を!?　できちゃった子供を!?

　……いや、待て待て。発想が飛ひ躍やくしすぎだ。勘かん違ちがいだろう、これは。間違いなく。それこそ、実は動物の話……って、奈巳は別にペットを飼ってなかったな。

　というか、ふたりの関係性がまったく見えない。

　だけど、例えばふたりが実は昔から付き合ってたとか……。

　可能性は薄い。だけど、絶対にあり得ないとも言い切れない。奈巳のことを何でも知っていると言えるほど傲ごう慢まんでもない。

　第一、ふたりしてそんな軽けい率そつな真ま似ねをするはずが……。

「おい、凪紗！　遅刻すんで！」

　ふたりを見守っていたところで、室道が戻ってきた。

　奈巳がビクッとしたように身体からだを震わせて、こちらを見み遣やる。見られたくないところを見られたような顔をして、御雷先輩に頭を下げてから逃げるように去っていった。

　御雷先輩は狐きつねに抓つままれたような顔をして、校舎の陰に消えていく。

「なんや？　伊い澤ざわと御雷とは珍しい組み合わせやったな」

「見えてたのかよ。俺もビックリだったが」

「あの顔を見ると、伊澤も御雷の顔に騙だまされた口かのう。告白だったんかいな？　おいおい、凪紗。浮気やで、これは」

「おい、色々待て」

　奈巳が御雷先輩とちょっと話しただけでなんで浮気なんだ。奈巳の自由だろ、そんなの。

　それに、御雷先輩は顔で騙すような人じゃない。

　……たぶん、だけど。もし、万が一、億が一、奈巳を孕はらませてなければ、だが。

「幼おさな馴な染じみだって言ってんだろ」

「何言ってんのや。幼馴染みゆうたら、結婚の約束ぐらいしてるもんやろが。常識やで」

「お前の常識が怖いよ」

　……まあ、実際してる俺たちも俺たちだけど。

「つーか、お前は俺が魅花に告白したの知ってるじゃん」

「いやあ、幼馴染みは別べつ腹ばら？　みたいな」

「お前、それ女子に言ったら殺されるぞ……」

　室道の冗談はさておいて。

　実際、奈巳の表情で告白しようとしたと室道が誤解するのも無理はない。

　ふたりの間に、何かがありそうではある。

「ほれ、はよ行こか。問い詰めるのはいつでもできるで」

「だから、そういうんじゃないっての」

　少し心にわだかまりを残しつつ、俺は室道と共に体育館へ走った。

　あとで先輩にメールでも出して聞いてみるか……。




　午前中の授業も終了して、昼休み。

　先輩に出したメールの返事は戻ってきたが、『軽かる々がるしく言える話じゃない』とあった。どうもただの立ち話、というわけではなさそうだ。

　まあ、仕方ない。気にはなるけど、奈巳に直接尋たずねるのも気が引けるし、今は置いておこう。

「うぉーし、終わった終わった。凪紗。今日、弁当ないんやろ？　学食行こうやー」

　待ちわびたといったように室道がやってくる。今日は紗優の弁当がない。昼飯を調達する必要があった。

「おー。今日はどっちに行く」

「第一を希望や。今日のＡ定食は若わか鶏どりの照てり焼やきらしいからな」

「了解」

　室道と第一学食へ向かうことが決定したところで、教室後ろの扉がひとりでに開いた。

　……いや、教室に自動ドアがついてるわけじゃないから、勝手に扉が開くわけがない。

　人と机に隠れてよく見えないけど、誰かがいた。

　誰だ？

　クラスメイトたちもそちらに注目している。

　その誰かは、ぽてぽてという歩き方で教室へと入ってきた。

　見えてきたのは、小学生ぐらいの小さな女の子だ。

　流れるような黒のストレートの髪が腰こしまで伸びている。

　肌はとてもきめ細やかで、白しら百ゆ合りのように真っ白だ。

　丸顔で可愛らしい、精せい巧こうな日本人形にも見える。

　何よりも目立つのはその和服なのだけど、着られている感じがしない。とても似合っていた。

　その女の子は袖そでの中からスマートフォンを取り出して、何やら入力し始めた。そのタッチは意外にもとても速い。

　すると、

『アイザナギサさまは、いらっしゃいますか？』

　と、スマホから機械の音声が流れてくる。

　……なんで、こんな真ま似ねを？　というか、呼ばれてるの……俺？

「お前、呼ばれてんで？」

「だよね」

　室道に促され、手を挙あげる。

　すると、その女の子は俺に気づいたようで顔を向けてきた。可愛らしい微笑ほほえみを浮かべて、ぽてぽてとこちらに歩いてくる。

　そして――。

　ぽすっと音を立てて、俺に抱だき付ついた。

「ええええええええええ!?　ちょ、何!?　何!?」

　俄にわかに教室がざわつき始める。

「新たな恋種の予感!?」「ロリッ子きたああああ！　おまわりさん、こっちやで！」

　真ま城しろさんと室道が当然のように反応した。本当に大好きだな、こういう事態！

「何がどうなってるんだ？」「何が起こってんの？」「相あい坐ざの奴、そっちまでお取とり揃そろえ!?」「え、相坐くんって、もしかしてモテる!?」「この展開は予想してなかった！」

　クラスメイトたちも言いたい放題だ。

　俺も何がどうなってるのかさっぱりわからないんだが……。

　よく見たら魅花も奈巳も呆ぼう然ぜんとしていた。

　そして、そんな狂乱の中、彼女は抱きついたまま俺を見上げて




『お嫁さんになりに参りました』
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　なんて機械音を流した。

　教室がさらなる狂乱に包まれる。

「お嫁さん!?　意外な展開だわ！」「凪紗！　ロリっ子はアカンて！」

　いやいやいや。待て待て待て。おかしーから。おかしーから。

「き、君は一体……？」

　狂乱の中、皆を無視して問う。

　そもそもまったく心当たりがないんだが。

「ま、まずは離れてほしいんだけど……」

　ふるふると、擦こすられるように首を振られた。お腹なかの辺りがくすぐったい。

　すると、少女はまるで合図をするように何度も瞬またたきする。

「眼を見ろってこと？」

　そう尋ねると、こくこく頷く。

　じっと見つめる。

「おおっ、意味ありげに」「見つめ合ってるで！」

　あらぬ疑いを掛けてくるいつものふたりは無視。

　……あ！

「もしかして、昨日――」

　俺を襲ってきた鬼!?　とまではさすがに言えなかった。

　でも、その瞳ひとみは確かにあの時の鬼とそっくりだ。黒こく曜よう石せきのような輝きで、引き込まれそうな魅力を放っていた。

　その時、勢いよく音を立てて教室前方の扉が開く。

　扉の向こうにいたのは、御雷先輩だった。

　とても慌あわてていたのか、息遣いが荒い。あんた、そんな柔やわな体力してねーだろ、と突っ込みたくなったが我が慢まんした。先輩もたぶん、日常を送るのに苦労しているのだろう。

　先輩はつかつかと遠えん慮りよなく教室へ入ってきて、

「姉あね貴き、何やってんだ！」

　と、クラスメイトたちの度ど肝ぎもを抜くような言葉を叫んだ。




　教室では目立つため、御雷先輩の設立した部活、〝日本神話研究部〟の部室へとやってきた。

　何故かはわからないが魅花も一緒についてきている。

「改めて紹介をしておこう。姉の御雷凜り々りだ」

　テーブルに着いて、御雷先輩はそう告げた。

「お姉さん……なんですか？」

　魅花が不思議そうに尋ねる。

　正直、妹と言われた方がしっくりくるんだよな。

　だが、椅子にちょこんと座った幼い少女はこくこくと頷いた。本当に姉らしい。

　……ってことは、俺よりも年上ってことか。

　いずれにしても、御雷先輩と姉弟ってことは、この人も鬼ってことだよな。

　最近、鬼の知り合いがなし崩し的に増えていっている気がした。

　鬼と武士もののふで、お互いこんな気軽に付き合ってていいのだろうか……？

　そして、彼女はまたスマートフォンを弄いじる。本当に指の動きが速い。

『いつも、幽ゆう徒とがお世話になっております』

　教室と同じように、機械の人工音声が流れた。

　というか、なんで人工音声？　もしかして……。

『すいません。生まれつき喋しやべることができないもので、こうしております』

　俺の疑問を読み取ったかのように、そう教えてくれた。

「姉と言っても双子だがな。オレの方が後に生まれた。昨日も言ったとは思うが」

「「双子!?」」

　魅花と俺がハモる。

　確かに双子という話は聞いていたが、顔から身長やら、また随分と違った双子だな。

　背の高さも顔立ちも、まったく違う。

『成長が止まってしまいましたが、姉なのです。誤解なきよう』

　人工音声で淡たん々たんと言われたけど、それとなくこだわりを感じた。

　もしかしたら小さいとか妹とか、その辺りは地雷ワードなのかもしれない。

　でも、昨日見た胸は体格の割に大きかったような……。

「……凪紗さん、どうしましたか？」

「あ、いや、なんでも……」

　不埒なことを思い出す前に、魅花の呼びかけで止めることができた。

「そ、それでお姉さんが何の用事なんですか？」

　誤ご魔ま化かすようにそう尋ねると、

『リリとお呼びください』

　と返される。さらにスマホのメモ帳に〝凜々と書きます〟と見せてくれた。

「あ、じゃあ、凜々さんで」

　そう呼ぶと、ニッコリと笑顔をくれる。

『ありがとうございます。旦だん那なさま』

「ぶふっ！」

　肝かん心じんなことを忘れてた！

「ちょ――」

「ちょっと待ってください！　いきなりどういうことなんですか!?」

　俺じゃなくて魅花が声を荒げる。

　珍しいな。どうしたんだろう……？

「い、いきなりお嫁よめさんだなんて……！」

　そう言うと、凜々さんは目に指を入れ、何かを取り外す。

　その指にあるのは、コンタクトレンズだった。

「な、凪紗さん。も、もしかして、見えてます……？」

　恐る恐るといったような魅花の質問に、俺は小さな頷きで答えを返した。

　確かに、見える。凜々さんの瞳には適てき正せい者しやの紋章があった。

「音おん符ぷマークが、しっかりと見えてる」

　古文書には刀とか槍やりとか、太陽、月、雷、炎、幾いくつもの紋章が書かれていたし、俺もナンパしてる時によく見てきたけど、音符を見たのは初めてだ。

　大体、紋章の形は生まれてくる子供の能力に由来する。

　例えば、紗優の瞳には太陽の紋章が見えていて、その娘である〝天照アマテラス〟の力は光だ。だからその力を宿やどすことで紗優はその力を扱あつかえる。

　魅花の瞳には刀の紋章が見えていたけど、その息子だった〝タケル〟は鬼おに神がみもどきの霧の巨人と戦っていた時、刀を使っていた。

　御雷先輩には雷、室道には鎌かまが見えるけど……こっちを考えるのはよそう。

　そして、凜々さんは誇ほこらしげな表情を向けてくる。

『凜々は貴方あなたのお嫁さんになる適性は持っております』

　いや、まあ、それはそうなんだけど。

『ちなみに凜々はこんな身体ですが十七歳ですので、凪紗さまが十八歳になったら、即結婚できます』

　容姿に騙されがちだが、そりゃ十六歳超えてるなら結婚できるよな。

『洗濯、料理、掃除、花嫁修行はすでに終えてます。花嫁検定一級の腕前です』

　花嫁検定って何だ？　いや、突っ込むのは野暮か。

『どうか、お側においてくださいまし』

「いや、いきなり言われても」

　俺がやんわりと拒否をすると、凜々さんはすかさずスマホに文字を入力した。

『ばっさりです、しくしく』

　そんな音声を流してから、泣き真似まで始める。

　意外に気さくな人なのかもしれない。紗優とは気が合いそうだ。

「ところで、なんで俺なの？　というか、襲ってきましたよね？」

　確かにあの時の襲撃者は小さかったし、瞳を見れば襲ってきたのが凜々さんというのは理解できる。

　でも、そこからなんでお嫁さんとかいう話になるんだ？

　話の流れがわからない。

「昨日、家に行ったらいなかったが、そんな真似をしてたのか……」

　御雷先輩が複雑そうな顔をして、溜息を吐く。

　それから凜々さんが胸を張って語り出した。

『幽徒からもお話を聞き、一度やり取りをと思いまして』

「やり取りって、命のやり取りだったじゃん！」

『それぐらいのインパクトは必要です。でも、そこまでする気ではなかったのですよ？』

「いやいやいや」

　確かにあの時は殺気を感じなかった。でも、信じていいのだろうか？

「じゃあ、何をしようと……」

『恥ずかしながら、その……キスを』

　凜々さんが顔を真まっ赤かにして、そんなことを伝えてきた。

「「き、キス!?」」

　思わず魅花と一緒に声を上げてしまう。

　た、確かに唇出して顔を摑んで近づけてきたから、あのままいったらキスしてそうだったけど！

「え？　凪紗さん、キスしたんですか!?」

「し、してないよ！　してないから！」

　魅花は今にも泣き出しそうな顔だ！

『邪魔されてしまいましたので。残念です』

「ほっ、よかった」

　今度は胸を撫で下ろす。どうしてこんな反応をするんだ……？

『あと、凪紗さまの話を聞いたのはお婆ばあさまです』

「ん？　お婆さんに知り合いなんて……」

　そんなことを話しつつ、はたと気付く。

　もしかして、お婆さまって……。

『電話で済ませられればいいんだけどねぇ……。神様が悪さしたのか、生まれつき喋れないんだよ。わしが代かわってやれればいいんだけどねぇ』

　ナンパ中に出会ったお婆さんは、確かにそう言っていた。

「まさか、お婆さんってゴールデンウィーク前に、俺がメールを教えた……？」

　凜々さんは嬉しそうにこくこく頷く。

『お婆さまが感謝しておりました』

　まさか、こんなところで繋がるとは。世の中狭せまいな。

『武士の分ぶん際ざいで、礼儀正しいと言っておりましたよ』

　……武士の分際で、って。やはり、武士と鬼は相あい容いれないのか。

「お婆さんが鬼なの？」

　俺がそう尋ねるとこくりと頷く。御雷先輩も同じように首しゆ肯こうした。

「すでに力は失っているがな」

　ま、鬼だとすれば、武士に対していい感情は持ってないだろうな。

　むしろ、あの時点で気付いてたとすれば、怒ど鳴なり散ちらしたかったんじゃなかろうか。

『ご安心を。からからと笑って言っておりましたので。今のお婆さまに武士への悪感情はそこまでございませんよ』

　凜々さんが俺の心を読んだように伝えてくれる。

　それならいいんだけど……。

「もっとも、親父殿とお袋はそうではない。気をつけることだ」

　御雷先輩が凜々さんの言葉を補足するように忠告してくる。

　すると、凜々さんの表情が僅わずかに曇くもった。

　だが、俺の視線を受けるとすぐに笑顔を浮かべる。どうしたんだろう……？

「あの……凜々さんって、呪いは？」

　すると、魅花が不思議そうに尋ねた。

　そうだ。鬼は鬼神への利り敵てき行為ができない呪いにかかっている。魅花の親父さんである煉れん獄ごくさんは、それで脂あぶら汗あせを流すほど苦しんでいた。

　だからこそ、煉獄さんは血統を強くすることを諦あきらめることができなかったのだ。

　もしかしたら、呪いがなければ本当にその道を捨てて、魅花と一緒に幸せになれたかもしれないのに……。

「ああ、姉貴にも呪いがついてないからな。双子だと言っただろう。成長の仕方や持っている力は違っているが、そちらに関しては同じだ」

「でも、お婆さんにはあるんじゃないの？」

「呪いの強さは力に比例するからな。力を失えば、その限りではない」

　だからお婆さんは、俺に対してああいう余裕のある態度を取れたのか。

　あれ……？　力に比例して呪いの強さが変わるってことは。

「じゃあ、魅花に呪いが発現してないのは〈霧む散さん〉を持って力がなくなってるから？」

　魅花を見ると、彼女は控ひかえめに頷いた。

「おそらく……ですけど。わたし、その……ドジじゃないですか」

「え、あ、うん？」

　いきなり、話がずれたような？

　だけど、必要な話のようで魅花はそのまま続けた。

「〈霧散〉って完全に無力化するんじゃないんです。父上の話ですけど、一パーセント未満……ほんの少し残ります。だから無力化できていないわたしの力に呪いが反応して、時々、楔くさびを打つみたいに頭を穿うがつんです。それで一瞬、意識が飛んで、ああいうドジを……」

「もしかして、初めて会った時に言ってた〝体質的なもの〟ってそういうこと？」

「そうです……。もちろん、それ以外でもドジをしているので、注意力が散さん漫まんなのはあると思うんですけど。すみません……」

　魅花は申し訳なさそうに身体を小さくする。

　なるほど。いくらなんでもそそっかしすぎるなぁと思ってたけど、それが理由か。

　本来であれば、あるいは普段であれば避さけられる事故も、一瞬でも意識がなくなれば防ふせぐことができないこともあるだろう。偏へん頭ず痛つうみたいなものだ。

　これからも、魅花の行動をフォローできるように注意しておこう。

『というわけで、お嫁さんにしていただけますか？』

　話はまだ終わっていなかった！

「お婆さんに話を聞いただけで、お嫁さんとかっていうのも……」

『責任を取ってはいただけないのですか？』

　抑よく揚ようのない人工音声に、部室の中が一瞬にして冷え切った。

「な、凪紗さん、まさか……」

「おい、相坐。まさか、姉貴に……」

　あらぬ誤解を受けている！

「ま、待って！　何もしてない！　してないから！　凜々さん、責任って何!?」

『凜々の服を破って、色々としたじゃないですか』

「色々としたって、言葉的に広こう義ぎすぎる！　確かに下着ごと、服破いちゃったけど！」

「凪紗さん、そんな乱暴なことを……？」

　魅花が信じられないといった表情をこっちに向ける。

　マズい、見てると心が痛くなってくる表情だ！

「相坐。確かに姉貴はお前よりも年上だが、この身体だぞ。これに欲情したのか？」

　御雷先輩までそんなことを言ってくる。

　だが、その瞬間――。

『これとか言うんじゃありません。お仕し置おきです』

「ぐおっ!!」

　あの御雷先輩が耳を押さえて跪ひざまずく。

　凜々さんを見ると、いつの間にか頭に光の角が生えていた。

　……もしかして、昨日俺も喰らったあの超音波的な何かか？

「やめろ、姉貴……！　こんなところで、力を、使うな……！」

　相当苦しみながら、先輩が絞しぼり出だすように言う。

　だが、凜々さんは許すどころか、むしろ嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべていた。ちょっと背筋にゾクリとした寒気がくる。

『ごめんなさい、は？』

「ふざ、け――ぐおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

『わんもあ』

「うぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ……！　ご、ごめん、なさい……」

『よく言えました』

　屈した御雷先輩の言葉を聞いて、凜々さんは先程までの表情が噓うそのようににっこりと笑う。対して御雷先輩はテーブルに突つっ伏ぷして、本気で息を荒げていた。

　今ので、凜々さんと先輩の力関係が垣かい間ま見みえた気がする。

　怒らせると怖そうだ。というか、怖い。

『あら、はしたない真似をしてしまいました』

　凜々さんは角を消し、和服の袖そでで口を隠すようにして、おほほ……なんて仕草をした。

　そして、場の空気が元に戻る。

「あ、あれは、その……すいません。こ、こっちも必死だったもので……！」

『ええ、凜々はそんな男おとこ気ぎ溢あふれるところに惚ほれました』

「え……」

『久しぶりの外でしたが、凪紗さまは格好良うございました。もう、一ひと目め惚ぼれです。こんな身体ですが、胸も見られてしまいましたし』

　今度は袖で口を隠しながら、恥ずかしがる。

　喋れないのに、とても表情豊かだな。

「……胸を、見たんですか？」

　魅花が拗すねたような、非ひ難なんがましい目で俺を見る。

　マズい、好きな人にこんなのずっとやられたら心が折れるぞ。

　でも、噓を吐くわけにもいかないし……。

「はい……」

「紗優ちゃんに報告しないとですね……」

　それは嫌な予感がするんだけど、何も言えなかった。今の魅花には逆らえない妙な凄すごみがある。

　今はとにかく、話題を強引に転てん換かんするしかなかった。

「えと、それよりも、久しぶりの外って？」

『入学はしたのですが、学校には通ってないんです。……家庭の事情で』

　なんだかこの話題はこの話題で、深い事情がありそうだ。

　そして、このタイミングでチャイムが鳴り響き、昼休みの終了が告げられる。

「あ、そろそろ教室に戻らないと……」

『今日は結ゆい納のうの日ひ取どりまで決めていきたいのですが』

「……いや、話飛びすぎですからね？」

『では、キスをお願いしたいのですが』

「それも飛びすぎですから！」

　なんで、こんなキスにこだわるんだ？

『ではでは、授業が終わりましたら、もう少しお話しさせてください』

　どうしよう……。

　もう少し腰を据すえて話さないと、凜々さんは諦めてくれない気がする。

「姉貴。どうするつもりだ？」

『放課後、またお話しするつもりです。それまでここにいます』

「……居座るのか。まあ、好きにしてくれ」

　先輩は不満げにしながらも部室の鍵を手渡す。

『それでは、ご勉学にご精しよう進じんくださいませ』

　そんな人工音声を耳にしながら、俺たちは部室を出た。




　御雷先輩は深い溜息を吐きながら、

「手間を掛けさせたな。いずれ詫わびはしよう」

　と言って、三年の校舎へ早足で戻っていった。

　俺たちも自分たちの教室に戻らないと。

「少し急ごうか。授業に遅れるし」

「はい」

　そして、一歩踏み出したところで魅花の表情が神しん妙みようなものへと変わる。

「……ところで凪紗さん、あの申し出、受けるんですか？」

「いやいやいや、断るよ。いきなりすぎだし」

　そもそも凜々さんのことを、俺はまだよく知らない。

　あるいは、罠という可能性もある。

　以前の魅花のように、親に言われて俺の子供の能力を無力化するためにきたという可能性も捨てきれないわけだし。

「で、でも、凪紗さん的には断る理由なくないですか……？　だ、だってあとは凪紗さんの気持ちひとつですよね？」

　早足で歩きながら、少し冷静に考察してみる。

　適正者である。これはクリア。

　結婚ができる歳である。これも問題ない。

　向こうが俺に好意を持っている。話を信じるならば、これもＯＫだ。

　……でも、親父は鬼とはやめておけと言ったし。

　ある意味では、魅花と同じなんだよなぁ……。

　相手としていきなり紹介したところで、本家にはアウトと言われそうな気がする。

「いや、俺の気持ちだけの話じゃないよ。仮に問題がなかったとしても……ま、まずはお互いに理解を深めないと」

「で、ですよね！」

　魅花が身を乗り出して強く同意してくる。

　そして、安あん堵どのような溜息を吐いた。

　どうして、こんな反応するんだろう？

　嫉しつ妬と……なわけないよなぁ。俺、振られたわけだし。

　あり得るのは、紗優辺りに何か言われてるとかかな？

「でも、可愛らしい人でしたね」

「そ、そうだね」

　それは同意できるけど……。

「り、理解を深めちゃったら、結婚しちゃうんですか？」

「だ、だから、なんでそうなるの!?　理解も何も、まだ始まってもいないし！」

「ま、負けてられません……」

「何に？」

「な、凪紗さんには関係……あるけど、ありません！」

　ぷい、と顔を逸らしてしまう。横顔だけ見てると、とても複雑そうだ。

　なんなんだろう、一体……。




　教室に戻ってくると、一斉に視線を浴あびた。怖えよ。

　すぐにでもクラスメイトたちの尋問が始まるかと思ったが、本鈴が鳴ると同時に担当教師が入ってきたことで、騒さわぎの芽めは摘つみ取とられた。

　問題が先送りになっただけだが、心の準備はしておこう。

「えー、ここの代入数値が……」

　先生が黒板にチョークで数式を書きながら、説明が続いている。

　すると、チョンチョンと後ろから肩を叩かれた。これは室道からの合図だ。

　先生が黒板に向かっているのを確認して、振り向かず肩に置かれた指から何かを受け取る。見ればノートの切きれ端はしだ。

　折りたたまれているそれには、〝相坐クンへ　※本人以外開封厳禁〟と書かれている。

　それを破らないように開いた。中に書かれていたのは――。

〝情報求む！　ｂｙ真城〟

　……真城さんはもう、なんというか。本当に好奇心の塊かたまりだな。

　そんなサインペンでデカデカと書かれた文字に、まるでコバンザメのような地味さで、

〝何を話してきたの？　奈巳〟

　とも小さく書かれていた。

　ここで対応を誤らなければ騒ぎは起きない気がするけど……。大して書くことないんだよな。

　教科書を読むふりをしながら、紙を引き出しに入れて文字を書いた。

〝俺にもよくわからない　相坐〟

　先生が黒板に向かっている時を狙ねらって、メモを後ろにいる室道の席に置く。

　メモは真城さんへ向かって旅立っていることだろう。

　すると、しばらくしてまたメモがやってきた。しかも、大量に。

　そのどれもが先ほどのことに関してだ。

〝結婚式はいつ？〟〝どこでナンパしたの？〟〝幼女を落とすコツを教えてくれ〟〝ロリコンだったなんて幻げん滅めつだよ〟〝あの子とどこまでいってるの？〟

　……勘かん弁べんしてくれよ。

　そんなメモの回し合いに、ついに先生も気付いたらしい。

「お前ら！　何、メモを回しあってるんだ！」

「「「なんでわかったんですか!?」」」

　むしろ、なぜバレないと思ったのか。




『旦那さま、お迎えにあがりました』

　ホームルーム終了のチャイムと同時に、凜々さんが教室へやってきた。

　担任の秋あき山やま先生がまだいるというのに、だ。

　秋山先生が目を丸くしている中、呆あつ気けにとられてシーンとしている教室内を、凜々さんはぽてぽてと歩いて、こちらへやってくる。

　秋山先生が教壇の机を出席簿でバンッ！　と叩いた。

「またお前か、相坐！」

「また、なんて言われる覚えはないです！」

　凜々さんがスマホを操作した。

『お騒がせしております。申し訳ございません。早く一緒に帰りたかったので、ついつい来てしまいました』

　そして、俺の袖をきゅっと握る。

　その感触はなんだかちょっと頼られている感じがして、悪い気分ではなかった。

「まあ、お前の性せい癖へきや趣味についてとやかく言わないが捕つかまるなよ。捕まったら『いつかはやると思ってました』って警察やマスコミには話すからな」

「捕まりませんよ！　第一、いつかはやると思ってたんなら、ちゃんと指導してください！」

「その手の道徳は家庭内でやってくれ」

　秋山先生はそんな言葉を残して、教室から出て行く。力なく手をひらひら振りながら。何で俺が捕まらなきゃいけないんだ……。

　そして、先生を見送ったクラスメイトたちが活気づく。

　その視線の先は、主にこっちだ。

『では、行きましょう』

「ちょ、ちょっと！　行くってどこに？」

『先程は、さすがに性急すぎたのでは？　と反省していたのです』

「そ、それは何より」

　今も充分性急すぎる気がするが。

『ですので、今からどこか遊びに連れて行ってくださいまし』

「ええええええええええええ!?」

　積極的すぎて、俺の心が置いてきぼりだ。

「ま、待ちなさいよ！」「待ってください！」「待ってもらいましょうか」

　今、奈巳と魅花の声が聞こえた。

　それはいい。制止する理由はともかく、ここで聞こえるのは理解できる。

　問題は、最後のひとりだ。

「なんで、紗優まで来てるんだぁ！」

「何やらイベントの発生を予感しました」

　ほんのりと微妙に得意そうな顔で教室の出入り口に立っていた。

「その程度の感覚で、高等部にまで何をしに来たんだよ！」

「あ、わたしがメールをしまして……」

　魅花が説明してくれる。一体どんなメールを送ったんだろう……。

　そうこうしているうちに教室がさらに騒がしくなってきた。

「お騒がせしました。相坐凪紗の妹の紗優です。皆様、いつも兄がお世話になっております。少々、内気で引ひっ込こみ思じ案あんなところはありますが、これからもよろしくお願い致しますね」

「お袋か！」

「家の役割的には、間違ってないですが」

　……家事を全部やってもらってるだけに、ぐうの音も出ない。

「おおー、あの子が噂の相坐の妹か！」「ヤバい、超好みだ！」「うわぁ、かわいー」「今から義に兄いさんと呼ぶ練習を……」「あたしの妹にしたい！」「結構似てるー」

　クラスに妹の感想が広がっていく。だから、来て欲しくなかったのに……。

　そもそもこんなカオスな場に、さらに混こん沌とんを助長する紗優が来てどうするんだ。

　あと、しれっと義兄さんとか呼んでくる奴は、とりあえず全員ぶっ飛ばそう。

「大体のお話は聞いていますので……凜々さん。初めまして、相坐凪紗の妹、紗優です。以後、お見知りおきを」

『こちらこそ初めまして。御雷凜々と申します』

　教室がざわつく中、ふたりが自己紹介を済ませると、

「というわけで、遊ぶなら皆で遊びましょう」

　紗優はそんな提案を申し出た。




　いよいよ騒ぎの大きくなった教室から俺たちは脱出した。

　口々に「ハーレムデートかよ！」みたいな声が上がっていたが気にしない。というか、ハーレムデートって何だよ。広こう辞じ苑えんに載ってるのか？

　すぐに上うわ履ばきから靴に履はき替かえて合流する。メンバーは、魅花、奈巳、紗優、俺、そして、凜々さんだ。

　正門から学校を出ようとしたところで、御雷先輩が待っていた。

「あれ、先輩」

　俺に気付いた先輩は、無言でちょいちょいと指でこちらへ来いと言ってくる。

『付き合ってやってください。ああいうのが好きなお年頃なんです』

　凜々さんはそう言うが、そういうのが好きなお年頃って……。別に御雷先輩も気取ってあんなことをやっているわけではないと思うのだけど。

『女によ性しよう方に自己紹介をしておりますので、お気になさらず』

「じゃ、ちょっと聞いてきますんで、待っててください」

　皆に断ってから、俺は御雷先輩と共に彼女たちから離れた。

　声が聞こえなくなるところまで離れて、御雷先輩は言い辛づらそうに口を開く。

「遊びに行くらしいな」

「あ、一応……。どうして知ってるんです？」

「姉貴からメールが届いた」

　凜々さん、もしかしてメールとか好きなのかな？　スマホとかずっと弄ってるし。

「やめておいた方がいい？」

「いや、好きにさせてやってくれ。オレが姉貴の行動を縛しばる理由もないからな」

「それって……もしかして怖いから？」

「……死ぬか？」

「いえ、結構です……」

　眼光鋭く言われ、俺は気け圧おされた。

　余よ計けいな口出しだったな。気をつけないと……。

「面倒をかけるかもしれんが、よろしく頼む」

「やっぱり、心配で？」

「姉貴は余計な世話だと言うだろうが、多少はな。……姉貴が向こうで急せかしてるから手短に言うが、あいつは身体が元々弱くて寝たきりのことが多かった。それが劇的に改善したのはつい最近の話だ」

「……かなり元気に見えるけど」

「例のコンタクトレンズを寄よ越こした奴が、姉貴の体を治したらしい。どんな治療を施ほどこしたのかは知らんがな」

　また例の奴か。こちら側の事情にかなり精通しているようだけど……。

「なあ。そのコンタクトレンズを寄越した奴ってのは何者なんだ？」

「オレは会ったことがないからわからん。姉貴だったら会ってるかもしれないが」

　なるほど。じゃあ、折を見て凜々さんに聞いてみるとしよう。

　御雷先輩は凜々さんの方へ目を向けた。

「身体が治ったことで外に出られて、姉貴は面白いのだろう。だから、楽しませてやってほしい。何かしらの形で礼はする」

「どこまでできるかはわからないけど……。ところで、凜々さんの嫁にしてくれってアレはどう判断すればいいんだよ、俺は」

「オレが知るか。……麻疹はしかみたいなものだろう。適当に受け流しておけ」

　ま、そうだよな。

　もっと広い世界を知れば、俺なんか歯し牙がにもかけられないだろうし。

「ただ……」

「ただ？」

「鬼神を倒すための戦力として、姉貴の力は欲しい」

　確かに凜々さんの力は強かった。先輩が欲しいというのもわかる。

　女の人を戦わせるのは好ましくないのだけど……弱い俺が言える立場じゃない。

　せめて、俺が皆を守れるぐらい、強くなれればいいんだけど。

「あれ？　というか、先輩。凜々さんに鬼神の打倒については……」

「一応、内密に話は振ふった。だが、答えを保留されている」

「なんでまた」

「自分にはその前にやるべきことがある、と言われてな」

　やるべきことがある？　鬼神よりも、優先するべきことがあるということだろうか？

「それに姉貴は何かを企たくらんでいる節ふしもある。貴様の〈一いつ子し相そう伝でん〉について聞いてきたからな」

「〈一子相伝〉を？　どこまで教えたんです」

「……接せつ吻ぷんするところまで、それだけだ。詳しいやり方など知らんしな」

　まあ、それぐらいなら別にいいけど……。

「でも、何か企んでるって、例えば鬼神復活の急先鋒っていう両親に告げ口とか？」

「それはないだろう。うちの親父たちは身体に異常を持った姉貴を捨てたのだからな。親父たちに与するとは思えん」

「捨てた？」

「ああ。それを引き取ったのが婆ばば様さまだ。そんなこともあって別居してるのさ。だから、そっちに関しては問題ないだろう。姉貴の企みはまた別のところにあるはずだ」

　それはそれで少し不安ではあるが……。まあ、最初に襲ってきた時にも殺意は感じなかったしな。別に俺たちをどうこうする気はなさそうだ。

「その辺りのことも含めて、詳くわしく聞き出せるなら聞いてくれ。オレには言わないだろうからな。それで、上手くやって仲間に引き込めるなら、そうしてほしい」

　その辺りの機き微びを聞けるかどうかはわからないけど……。

「努力はしてみる」

「ではな。何か問題があれば連絡しろ」

「先輩もついてくればいいんじゃないかな？」

「……冗談じゃない。あんな女子の集団の中に入れるか。むしろ、お前はよく付いていく気になるな。そこに関しては尊そん敬けいするぞ」

「いや、なんというか、付いていかない選せん択たく肢しがなくなってるだけで……」

「よくわからん。とにかく上手くやってくれ。じゃあな」

　そう言って、御雷先輩は帰っていった。




　学校を出て、俺たちは学園から二駅ほど離れた繁華街へとやってきた。

　駅前や近くの方の繁華街へ行くと、不意に知り合いと出会いそうだし。

　それにしても、四人の女の子……しかもひとりは和服なんてグループに男がひとり混ざってると、とても悪目立ちする。

　魅花は魅花で金髪なものだから、振り返る男が多いこと多いこと。

　俺だって他人だったら、絶対に目で追ってる気がするし、仕方ないか。

『どこへ行くのですか？』

「着いてからのお楽しみです」

　今は俺の右隣に凜々さん、左隣に紗優がいる。

「な、奈巳さん、どうしましょう……」

「あ、あたしに言われても……」

　俺たちの後ろに魅花と奈巳がいる。

　ふたりは何か不安そうに呟きあっていた。内容はよく聞き取れない。

「では、好きな食べ物とかは？」

『シチューなどが……。あと肉じゃがは作るのも得意ですよ』

「なるほど。シチューが紆う余よ曲きよく折せつを経て、肉じゃがに変わったのは有名な話ですからね」

　俺を緩かん衝しよう材ざいにしつつ、紗優は凜々さんを質問攻めにしている。

　ただ、周囲が騒がしくなって人工音声が聞こえにくくなったので、スマホに入力した文字をそのまま見せていた。

　最初からそれでよかったんじゃ……と尋ねると、今、人工音声に興味があるらしい。

　だから敢あえて使っているのだとか。

『引きこもりは伊だ達てではないです。電子機器には詳しいんですよ』

　と教えてくれた。

「さて、ではあそこでお買い物でもしましょうか」

　紗優が指さしたのは、大きなショッピングモールだった。

　つい最近オープンしたばかりで、テレビでも紹介されていたな。

　ファッション、インテリア、雑貨、グルメ、フード、シネコンを含む三百以上の店舗が集つどう地域最大級の大型ショッピングモールだ。東京ドーム四個分ともテレビでは言っていたが、広さはあまりピンと来ない。

「雑貨は全品半額ですからね。この機会に色々買えるものを買ってしまいましょう」

「紗優、あんたってホント、抜け目ないわね」

　感心したように奈巳が言う。

「節約は妻の基本ですよ」

「誰が妻だ」

　話がおかしくなりそうだったので突っ込んだ。

「それじゃ、入りましょう」

　魅花が少しワクワクしたように言う。

　しかし、それ以上に目を輝かせていたのは凜々さんだった。

『綺麗な建物ですね』

　そんな感想を俺に言ってくる。

「中にいっぱい店がありますよ」

　前にも紗優と来たことがあるが、店を回ってるだけで飽あきなかった。

　まだまだ回ってないところもあるしな。

『どのような？』

「説明するのが難しいぐらいですね」

『わくわくです』

　今にも走って行ってしまいそうな凜々さんを、紗優が制した。

「初めてで不慣れでしょうから、手を繋いだ方がいいと思いますよ。その方が安全ですから」

　そして、紗優は強引に凜々さんの手と俺の手を繋がせる。凜々さんの温もりが伝わってくるけど、俺の手って汗あせかいてないよな……？

「ちょ、お前……！」

　すると、紗優が俺に耳打ちしてきた。

「まあまあ、誰かさんたちを焦じらすためにも、ここは凜々さんと手を繋いでください」

　にゅっふっふ、と猫口で笑う紗優。

　何が楽しいのやら。

　凜々さんは、ニコッとこちらを向いて笑顔を浮かべる。

　そして、急かすように俺の腕を引っ張った。




　最上階まで上がってからひとつずつ下がっていこうという話になり、俺たちはエレベーターでまず最上階――屋上にあるガーデンへとやってきた。

　エレベーターから続く廊下の先に透明な扉、その先に花壇が見える。

　扉を開けて外に出ると、優しい風が身体を撫で、花の匂いが鼻孔をくすぐった。

『綺麗ですね。我が家の庭とはまた違った趣おもむきがあって素晴らしいです』

　凜々さんが「おー」といったように口を開け、感心している。お気に召めしたらしい。

「うちの学園にもありますよ。凄い花壇が」

『なるほど。では、機会がありましたらぜひ』

　そんなことを約束していると、

「あの、凪紗さん……。もしかして出会った女の子、みんなあの花壇に連れて行ってるんですか？」

　魅花が不安げに、あるいは不満げな、なんとも言えない表情を浮かべて聞いてくる。

「つ、連れてってないよ！」

　とんだ誤解だった！

　そもそもあの場所を教えてくれたのは室道だし、他に女の子を連れて行ったこともないのに！

「兄さんにそんな甲か斐い性しようがあれば、今頃恋人のひとりやふたりできてたでしょう」

「あのな……」

　紗優の一言が心に深々と突き刺さる。そもそも出会いだってなかったよ！

「……………………」

　そして、いつもは口うるさい奈巳が黙ってることの圧あつ迫ぱく感かんと言ったらもう。

「な、何？」

「別に。最近、鼻の下伸びてるなと思って」

「誤解だ……」

　まるで針はりのむしろだ。

『男性の浮気を笑って許すのも、女の甲斐性ですよ？』

　さらりと、とんでもないことを言う人がいた。いや、人工音声だけど。

「いや、その、浮気って……。俺、誰とも付き合ってませんからね!?」

　そんなやり取りをしてから屋上を出て、下りのエスカレーターへと向かう。

　奈巳たちはさっさと乗って行ったが、凜々さんだけはピタリと止まった。エスカレーターに足を踏み出すかどうか迷っているようだ。

　そう言えば、俺や紗優も初めてエスカレーターに乗る時、こんな感じだったな。乗るタイミングがわからないし、動く床に合わせなきゃ！　ってなるんだ。特に下りのエスカレーターはちょっと怖いと感じる人も少なくないっていうしな。

「一緒に乗りますから、大丈夫ですよ」

　手を差し出す。凜々さんはにこっと笑って、俺の手をきゅっと握ってくれた。

　そして、凜々さんと一緒に足を踏み出す。

　凜々さんは動く床にタイミングが合わなかったのか、大きく姿勢を崩した。

　俺は強く手を引いて、その小さな身体を抱き留める。

「大丈夫ですか？」

　凜々さんはこくこくと頷く。その表情は妙に赤い。

　抱き留めた腕を放し、エスカレーターを下りる。

　今度は上手く下りることに成功したようだった。

　ふう、と凜々さんはやり遂とげたかのように、小さな溜息を吐く。そして、スマホに指を這はわせた。

『ありがとうございます、凪紗さま。とても頼もしかったです』

「え、あ、いや……と、当然のことをしただけですよ」

『まあ。うふふ。紳士のようです。このままキスをしていただけると……』

　とんでもないことを、まるでそれが自然な行為のように言ってくる。

「いや、それは無理ですから！」

　さすがに断るが、凜々さんはにこやかに笑う。なんとなく、こういう人を大和やまと撫子なでしこというのかもしれないなぁ、とぼんやりと思っていたら視線を感じた。

「いい雰囲気じゃない」

　奈巳がつっけんどんに言ってくる。表情もとても不満そうだった。

「な、なにがだよ……」

　ふと他のふたりを見ると、魅花は凄い複雑な表情で、紗優はにこやかだ。

『ささ、凪紗さま。次に行きましょう』

　凜々さんに腕を引っ張られ、何を言いたいのか考える余裕もなかった。




　　　　　◆




　凪紗と凜々のふたりを少し遠目から三人の少女が眺ながめていた。

　エスカレーターを降りてから、ふたりはアクセサリーショップで仲なか睦むつまじく銀ぎん細ざい工くやブローチに見入っている。

　端はたから見ると背丈の違いのせいで、仲の良い兄と妹にしか見えないが。

「ちょ、ちょっと紗優！　なんで、ナギと凜々さんをふたりきりにしようとしてんの!?」

「凜々さんがそうしたそうだったので。別に何も問題ないですよね？」

「も、問題あるよ、紗優ちゃん！　何かあったりとか……」

「絶対に何もありません。保証します」

　奈巳と魅花はわかりやすく、焦しよう燥そう感かんを表情に貼り付けている。

　紗優は、心中で「ふたりとも感情を表に出しすぎじゃ……」と思いながらも口にはしなかった。

「さ、紗優ちゃん、応援してくれるんじゃ……」

　魅花がこっそりと紗優に呟く。

「もちろん応援してますよ」

　紗優はニッコリと笑顔を返した。

「でも、もう少し積極的になってくれてもいいと思います」

　そして、笑顔のまま、そう続ける。

「ひぅ……」

　その笑顔に裏を感じたのか、魅花は声が強こわ張ばった。

「というか、何であいつに最近女ばっか近づいてんのよ！」

「男の人もいるじゃないですか。御雷幽徒先輩が。女の人だけしか見えてないのは奈巳さんじゃ……」

「こ、言葉の綾あやよっ！」

「兄さんもそれよく言いますけど、言葉の綾を便利使いしすぎじゃないですかね。日本語に無理させてはダメですよ」

　そう言いつつ、紗優が溜息を吐く。

　実際のところ、本家の意向としては凪紗の適正者が増えるのは望ましかったし、紗優もそのように取り計はからうよう言われていた。

　凪紗は知らないが、紗優は魅花が凪紗に対して想いを寄せていることを知っている。凪紗に恋人ができなかった時に立候補することもだ。

　ただ、凪紗が女性と話すのを苦手とするのを克こく服ふくさせる必要もあったし、力を貸してくれる適正者が増えてほしいとも紗優は考えている。適正者を嫁にすることは凪紗自身が考えるべきだが、適正者は紗優自身も含めて凪紗の戦力となるからだ。

「さささ、ふたりきりにするのが嫌なら、自分で割り込んでくださいね」

　紗優はふたりの背中を押すようにそう告げた。




　　　　　◆




　俺と凜々さんでアクセサリーを見ているところに、奈巳も興味深そうにやってきた。

　俺の右隣で、アクセサリーを物色する。

「ね、ねえ、これとか可愛くない？」

　奈巳が俺と凜々さんに見せてきたのはウサギをあしらったブローチだ。

　可愛いとは思う。

「いいんじゃないか？」

『いい趣味をお持ちで』

　凜々さんも電子音声で返しつつ、ブローチを見て目を輝かせている。

　お返しとばかりに、今度は凜々さんが狐きつねの形をしたペンダントを見つけ、それを手に取った。

「それもいいわね。動物好き？」

『大好きですね。人ひと懐なつっこい動物が好きです』

　ふたりが仲良くやり取りしている。

　だが、そんなふたりを見て、ふと思い出した。

　昨日、襲ってきた鬼は凜々さんだ。これは本人が打ち明けてくれたし、間違いない。

　で、それを助けてくれたのが奈巳だとすれば、このふたり……昨日、直接戦っているわけで。

　お互い気付いてないのかなぁ。……いや、やっぱり俺の勘違いか？

『奈巳さんはもしかして、猫ねこがお好きだったりしますか？』

「猫？　嫌いじゃないけど、なんで？」

　猫が大好きなのは魅花だな。

　魅花は猫を見かけると謙へりくだるような性格に豹変する。猫を崇あがめ奉たてまつってるみたいに。登校中も猫を見つけると、そっちの方へふらふら～っと行ってしまうぐらいだ。

『もしかして、大きな猫が好きなのかなと思いまして。凜々の勝手な思い込みですが』

「大きな猫って……」

『人の背せ丈たけほどもある巨大な猫さんです』

「そんな猫いたら怖くない？　むしろ、それネコ科的にライオンじゃ……」

　そう言えば、昨日戦ってる時、俺を助けてくれた狐面の少女は御札を使って化け猫みたいなものを出していたな。

　……やっぱり、凜々さんも昨日戦ったのが奈巳ってことを疑ってるのだろうか？

『では、狐を好きなのではないでしょうか』

「え、なんで？」

『いえ、狐のお面が似合いそう、と思いまして』

　……凜々さん、これ絶対わかってるだろ。

　その表情は笑顔だけど、奈巳の一挙手一投足を見逃すまいとしている。

『実は凜々、自分よりも巨大な猫さんに襲われたことがあるんですよ』

「あはは、まさか。そんな猫いるわけないですよ」

『叩いたら消えてしまったんですよね。あれはもしかして夢だったんでしょうか』

「夢じゃないかなぁ。そんな化け猫なんて現実にいるわけないし」

　ふと奈巳を眺めてみるが、ぱっと見、特に焦あせってるようにも見えない。凜々さんも少し納得のいかないような顔をして首を傾げていた。

　あの仮面の少女が奈巳、ってのは、やっぱり俺の勘違いか？

　冷静に考えてみれば、奈巳とはいえ、あんな身体能力を持ってて戦えるという発想自体がなんか間違っているような気がしてきた。

　今までそれらしい素振りなんて見せたことないし。

「凜々さん、こんなのもいいんじゃないですか？」

　次に奈巳が見せてきたのは……クナイ型のアクセサリーだった。銀細工のクナイだ。こんなもの、売ってるのかよ。

　そう言えば、凜々さんは俺にクナイを投げつけていたような……。

　え？　奈巳は知っててやってんの？　それとも、ただの偶然？

　それを見た凜々さんは少し訝いぶかしげな表情を浮かべた。

『格好いいとは思いますが、なぜ凜々にそれを？』

「いえ、好きかな、と思って」

『そうですか、うふふふふふふふふふ』

　凜々さんは袖で口を隠し、笑っている。

　ところで、俺を挟んでそういうことやるの、やめてくれないかな。胃が痛いんだけど……。




　特に買い物をするわけでもなかったが、デパートで店内を巡めぐっていて凜々さんが楽しそうだったので良しとしよう。

　凜々さんが少し休みたいということで、大事を取って近くの大きな公園にやってきた。有名なデザイナーが作ったという噴ふん水すいもある大きな公園だ。

　今は全員ベンチに座っている。三人掛けのベンチふたつに、凜々さんと紗優と俺、魅花と奈巳という組み合わせだ。

『とても楽しゅうございました』

　人工音声ではあったが、本当に楽しそうな笑顔だったので、とても嬉しそうに聞こえる。楽しめたようならよかったけど、俺、別に何もしてないような……。

『貴方さまと一緒にいられただけで、心がぽわぽわしました』

「そ、そう言ってくれれば嬉しいけど……」

『ますます、お嫁さんになりたくなりました』

「……え、っと」

　返答しづらい……。

「あ、あの本気なんですか？」

　魅花がびくびくしながら尋ねる。

『冗談半分だったのですけど、少し上がりました』

「は、半分は本気だったんですか!?」

『今は七割ぐらい本気ですよ』

　本当に上がってしまったのか……。

『僭せん越えつながら少々ふたりきりでお話をしたいのですが、よろしいですか？』

　そして、凜々さんはそんなメッセージを全員に伝えてきた。

「ええ、どうぞどうぞ」

　紗優が意い気き揚よう々ようと勧すすめてくる。

　俺と凜々さんは立ち上がって、噴水の前まで歩いた。

　すると同時に水が勢いよく吹き出す。それが綺麗な軌跡を描いた。

　さらに空中に虹にじまで描き出される。虹なんて久しぶりに見た。

『この七色は、虹ですか？』

　凜々さんが興きよう味み津しん々しんで尋ねてくる。

　俺が頷くと、

『初めて見ました』

　と、目をキラキラさせた。

　こう言っては失礼だが、容姿相応に可愛らしい。

『……子供っぽいな、とか思ってませんか？』

　ギクリとした。鋭いな。

「……すいません」

『仕方ありません。成長していないのは事実ですから』

「言葉遣いは大人びてる感じですけど……」

『お婆さまの教育と読書の成果ですね。ですが、凜々は寝たきりなことが多かったので、子供のように何も知りません。……父と母とはもう十年近く会っておりませんし。幽ゆう徒とから聞いてませんか？』

「えっと……聞きました。その……」

『父と母に関してはどうでもいいです。あの人たちには何も期待していません』

　抑揚のない人工音声だというのに、背筋が冷えた。それは凜々さんの表情が、あまりにも冷たく見えたからかもしれない。

　今、ご両親について尋ねるのはやめておこう。

「身体の方は、つい最近、元気になったとか」

　そう尋ねると、凜々さんの表情は幾いく分ぶん穏おだやかなものに戻った。

『はい。こうして外を歩けるようになったのも、お医者さまのおかげです』

「その医者って？」

　ふるふると首を振る。言いたくないのか、詳しく知らないのか、医者については語ろうとしなかった。

　凜々さんはスマホでの人工音声を流し続ける。

『ですが……身体は治っても、あまり外の世界へ積極的に出る気にはなれなかったんです。すっかり出で不ぶ精しようになってしまって』

「え、でも、昨日戦った時とか、ひとりで学校に来たりとか、相当アグレッシブだと思うんですけど」

『お婆さまも幽徒も貴方さまのことを面白く話すので、少々大だい胆たんになってしまいました』

「あのふたりとは、そんな大したことを話してもいなかったような……」

『うふふ、やはり凜々も鬼の端くれですから、敵である武士の姿は一目見ておきたかったのです』

　敵なんて単語を使いつつも、その口調は優しく聞こえる。

　人工音声だというのに、その表情がそう聞かせてくれるのかもしれない。

「直接会って、幻滅したんじゃないかな？」

『そんなことございません。想像以上でした。先程も本気度が上がったと申し上げたじゃないですか』

「でも……」

『キス……されても、凜々は文句を言いませんよ？』

「いやいやいやいやいや。充分アグレッシブでしょう!?」

　いきなりキスとか言われても！

『興味があります』

「じ、自分を大切にして下さい……！」

『いえ、凪紗さまだからこそしてもらいたいんですが……信用してはいただけませんか？』

「いや、信用っていっても……」

『確かに人生経験をろくに積んでいない凜々が言っても、あまり説得力がないとは思いますが』

「い、いや、説得力とかじゃなくて、いきなりすぎて困惑してるというか……」

『ふふ、そうかもしれませんね。自分でも急すぎるという自覚はありますから』

　凜々さんは続ける。

『きっと凪紗さまにも、そして、他の皆さまにも、凜々はいわゆる〝恋に恋する〟状態だと思われてますよね？』

〝恋に恋する〟。

　いわゆる、恋をしている自分が好きだ、という心理状態のことだ。

『でも、凜々は〝恋に恋する〟という言葉は好きなんです。相手を想う気持ちまでをも好きだなんて素敵じゃないですか』

　言葉の意味は違ってくるのだけど、凜々さんの言っていることもわかる気がする。

　相手が好きなのか、その相手を好きな自分が好きなのかなんて、当人にしかわからないだろう。

　その状態から本当の恋になることもあるだろうし。

　凜々さんの解釈は、嫌いじゃない。むしろ、好ましい。

『きっと、凜々はまだ凪紗さまのいいところしか見ていません。悪いところが見えたら、いきなりこの恋は冷めるかもしれません。そしたら、恋に恋していた子供だったと笑ってくださいまし』

　そんな人工音声を流して、彼女は笑顔を浮かべる。

　それはとても大人びた笑顔だった。

　御雷先輩は疑ってたけど、こんな表情をする人が本当に何か企んでいるのだろうか？




　凜々さんを家の近くまで送り御雷先輩に迎えに来てもらって、俺たちはそれぞれ帰き路ろにつく。

　奈巳とも別れて、今は紗優と魅花の三人になっていた。

「や、やっぱり、付き合っちゃうんですか？」

「いや、だから……」

　魅花はさっきからこの調子だ。その瞳は憂うれいに満ちていて、心配そうにしている。

　まあ、凜々さんは鬼だから、俺の身を案じてくれているのかもしれない。そもそも襲ってきたのも凜々さんだったわけだしな。

「こう言ってはなんですが、凜々さんとお付き合いした方がいいんじゃないですか？」

　紗優は肯定的だ。

「ええっ！　でも、紗優ちゃん……」

「面白い方ですし、好感が持てますからね。それに兄さんの女性に対する免めん疫えきを下げるにはうってつけの気がします」

「免疫って。それに試ためすような言い方はやめろよ」

「試すという意味合いはなかったのですけど……。失礼な言い方ですが、幼い容姿ですからね。兄さんは子供相手には話せますし、今日の会話はとても自然でしたよ？」

　言われてみれば。彼女の積極的な部分には戸と惑まどったけど、会話は普通にできてたな。

「というわけで、また来た時にはどうぞおふたりで」

「あうー……」

「姉さんは要精進です」

　紗優と魅花の間で何か密約でもあるのか、俺にはわからない会話をしている。

　まあ、仲が良いのならそれでいいけど。

「さて、早く帰りましょう」

　そんな話をしつつ、紗優と魅花と共に帰宅する。

　そして、夜。紗優が作り置きしていたご飯を食べて一息吐いた。

「紗優ちゃん、今日銭せん湯とうに行ったりとか……」

「ちょっと前にも聞いた気がするんですが……。そんなに行きたいんですか？　姉さん」

「う、うん……。気持ちよかったし」

「ずいぶん気に入ったんですね。でも、今日はお休みですよ。それに頻ひん繁ぱんに行けるほど家計に余裕もないので」

「がーん……。じゃあ、しょうがないね」

　そんな会話をＢＧＭにしながら、落ち着いたところで俺はあるひとつの案件を切り出した。

「朝のことなんだけどさ」

　今日のことを踏まえて、奈巳の話をもう一度しておきたい。

「ああ、殴られたいなら私、殴りますよ？　兄さんを殴るのは胸が痛いですが、頑張ります」

「だから、ちげーよ!?」

　誤解が解けてなかった！

　いや、別に変態だということを弁明したかったわけじゃないが。

「では、なぜ？」

「いやさ。昨日、鬼に襲われた話はしただろ？」

「ええ。先程、姉さんにその鬼が凜々さんだったという話は聞きました。で、正体不明の誰かが助けてくれたって話でしたよね」

「その狐の仮面を被った奴が、奈巳だった気がするんだよな」

「奈巳さんが？」

　魅花が不思議そうな顔をした。

　すると、「そう言えば」と紗優が前置きして語り出す。

「奈巳さん、一緒に尾行してた時、すごく気配に敏びん感かんでしたね」

「尾行って……魅花と俺が出掛けた時の話か？」

　魅花に誘われて映画に行った時に、奈巳と紗優は俺たちを尾行していたっけな。

「ええ、忍者的な修行でもしてるんですか？　って聞いたら、否定されましたけど」

「まあ、忍者は忍ぶもんだし……」

　そりゃ、「忍者ですか？」「はい」なんてやり取りしてたら忍者失格だろう。

「で、鬼との戦いで、狐のお面の子、手を怪我したんだよな」

「ああ。今日の奈巳さん、包帯巻いてましたね」

　魅花が思い出すように言う。

「そうそう。で、まあ、鬼を追っ払った後、殴られたんだよ。それが奈巳の殴ってくる感触に似ててさ」

「ああ、それで殴ってくれですか。納得しました。でも、殴られる感触が似てるってだけでわかるなんて、やっぱり兄さんにはＭの素質が……」

「ねぇよ！」

「凪紗さん。言ってくれれば、わたし、頑張りますので！」

「何を!?　最近、魅花は紗優に毒されすぎ！」

　そう指摘したら魅花は肩を落としてシュンと落ち込んだ。うっ、罪悪感が……！

　でも、これ以上紗優に影響されてしまうのはさすがに危険域だと思うんだ……！

　とにかく話を元に戻さなければ。

「まあ、ともかく奈巳が怪しいな、と思ったってわけ」

「なるほど。ところで兄さん。奈巳さんに何で殴られたんです？」

　おかしい……。話の流れが大して変わらない。

「まあ……色々あって」

「奈巳さんに粗そ相そうをしたのが目に浮かびますね」

　奈巳相手ではないが、粗相したのは合ってる。

「あれ？　それ、もしかして……凜々さんの胸を見たから奈巳さんが怒ったんじゃ？」

　ギクリとした。魅花、鋭いな……。

「い、いや、わざとじゃないからね？」

　見み透すかされすぎてて怖い。

　魅花はなんだか納得していないようだったが、話が進まないと思ったのか、話題を元に戻してくれた。

「凪紗さんは、奈巳さんの正体を知りたいんですか？」

「というよりも、俺を助けてくれたこととか、力を持っていることとか、幾つか聞いてみたいことがあるんだよ。それに、武士は俺たちだけって思ってたけど、もしかしたら他にもいるのかもしれないし。武士じゃなくても、力があるなら協力して貰いたい」

　それに助けてくれたのが奈巳なら、お礼も言いたいしな。

「それでしたら、興奮させてみるのはどうでしょうか？」

「こ、興奮!?」

　魅花に似つかわしくない単語が出てきた。

「興奮と言いますか、感情を揺ゆさぶると言いますか」

　言い直すように言ってから、魅花は説明を続ける。

「わたしたちの力って、感情に左右されるところがあるじゃないですか。ちょっと感情が昂たかぶったりすると、力が洩もれるとか」

「ああ、あるけど……」

　子供の時は特に制御が利かないから、よく洩れる。

　魅花も階段から落ちて鬼の力を出しちゃったことがあったしな。

「わたし、子供の頃、よく洩らしてました。今でも制御は下手なままなので、〈霧散〉がなかったら、もっと洩らしてるかもしれません」

「姉さん、あんまりもらすもらす言ってるとあらぬ誤解を生みますよ」

「ち、違うよぅ！　そっちの意味じゃないからね!?」

　紗優に言われて、初めて気付いた。いけない妄想が加速しそうで困る。

「は、話を戻すとですね。もし、奈巳さんが力を持ってるなら、興奮させたりすれば、ちょっと力が出ちゃったりするかも、なんて思ったりしました」

　なるほど。確かに。

　訓練されていれば、普通に生活している分には力を洩らすことはまずあり得ない。

　だけど、意図的に興奮するように仕向ければ、あるいは……。

「なるほど。興奮、ですね。でしたら、私に一計があります」

　紗優が自信満々に言う。

「何をする気だ？」

「簡単なことです。まあ、ひとつお任せを」

　全然お任せできない。一言で言うと、不安だった。
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　土曜日。休みの日ということもあって、駅前は多くの人で賑にぎわっていた。

　太陽は一番上まで上りきっておらず、気温も上がりきっていない。今はまだ十一時前だった。

　本来であれば適てき正せい者しやの女性を探してナンパをする日なのだが、それを急きゆう遽きよ取とりやめ、別のイベントが差し込まれたのだ。

　空はよく晴れており、俺おれの目の前を幾いく人にんもの人が行ゆき交かっている。その表情は皆、楽しそうだ。

　俺の心は……沈んでいたりするわけではないが、ちょっとだけ緊きん張ちよう気ぎ味みだった。

「……おはよ」

　待ち人来る。人の流れからちょこんと、奈な巳みが現れた。

「あ、えーと……。おはよう。悪いな、呼び出したりして」

「別にいいわよ、暇ひまだったし」

　奈巳はいつもの制服や見慣れた私服ではなく余よ所そ行ゆきで決めていた。

　スカートとカーディガンにそれぞれフリルが付いているが、そこまできゃぴきゃぴした感じではない。それが逆にアクセントといった感じで、とても似合っている。

　もちろん、いつものポニーテールはそのままだ。大きなリボンを付けて結ゆわいている。

　見て改めて思ったけど、可愛いんだよな、こいつ……。口に出しては言えないけど。

　室むろ道みちには「学年での付き合いたい女子トップテンの常連やで」とか言われたこともある。つーか、いつそんなランキング作ってんだよ。大丈夫か、うちの学園。

「それで女の子用のプレゼントだっけ？」

「あ、ああ、うん。本家の人にな。お前も何度かは会ったことあると思うけど」

「ああ、あの人ね」

　本家の当主、八や嶋しま兄にいには妹がいる。妹と言っても、俺より年上だが。

　その人へのプレゼント選びという名目で、俺は奈巳を呼び出していた。

　もちろん、紗さ優ひろの発案だ。

『奈巳さんと出かけてきてください。ルートとかは私が作ります』

『罠わなでも仕し掛かけるんじゃないだろうな？』

『そんなもの仕掛けませんよ。ふふふ……』

　と、妙に得意そうな顔をしていたけど、何をするつもりなんだか。

「さ、行きましょ」

「あ、おう」

　奈巳が歩き出したので、それに付いていく。

　陽気な気候で、歩いているだけでも気持ちがいい。心なしか奈巳も機嫌がよさそうだ。

「どの店を回るかとか、どんなプレゼントとか、目星は付けてるの？」

　歩きながら、奈巳が尋たずねてくる。

「プレゼントはまったく決めてない。店は幾つかピックアップしてるけど、いいところがあれば教えて欲しいかな」

「………」

「な、なに？　何で黙ってるの？」

「……ピックアップしてあるの？」

　妙に奈巳の声が冷たかった。いきなり不機嫌……というわけではないが、その岐き路ろに立たされている気がする。

「ま、まあ、雑誌とか見て……」

「よくデートコースを調べてるって聞いたけど」

「だ、誰だれにだよ!?」

「紗優によ」

　何を喋しやべってんだ、あいつは！

「ま、いいけどね。でも、プレゼントを選ぶんだったら、紗優や魅み花かでもいいじゃない。なんであたしなのよ」

　うっ……待っていた言葉が来た。紗優の予想通りである。

『こういう名目で行けば、奈巳さんは絶対に〝どうして自分を選んだのか？〟を聞いてくるはずです。そこで、兄さんの返しが重要になります』

　今いま孔こう明めいか、あいつは。

　ともかく、ここは重要らしいので言われた通りに返さねば。

　ひとつだけ咳せき払ばらいをして――。

「だ、誰よりもお前と一緒に選びたかったからだよ」

　そう告げた。少し緊張してしまったが、どうにか自然だったかな？

　奈巳の反応を見ると……ぽんっと少しだけ頰ほおを染そめていた。

「ばっ……ばっ……、ばっかじゃ、ないの……？」

　照れながら、その声が尻すぼみになっていく。顔も照れ隠しするように少しだけ俯うつむき気味だ。

　その様子はいつもとは違って新鮮で、ちょっと可愛い。こんな表情もするんだな、こいつって。

「ねぇ、それって魅花よりも……？」

　上目遣づかいで予想外の質問が飛んできた。

「ま、まあ、お前と一緒の方が気楽だし」

　これは本当のことだ。家族以外では一番気を許せる女の子だしな。

　魅花はまだ少し気を遣ってしまう。まあ、振られちゃった相手ってのもあるし。

　俺がそう言うと、奈巳は嬉しそうな、寂しそうな、どっちつかずの表情をしていた。

「あ、あー、そう、そうよね、うん。ま、いいわ。それはそれでひとつのアドバンテージかもしれないし」

「アドバンテージ？」

「……別に何でもないわよ。ほら、店に着いたわよ」

　駅の近くの建物に入って、六階までやってきた。

　本や音楽などの店舗が並ぶ中、小規模ながらファンシーショップがひとつある。

「選ぶプレゼントを決めてないっていってたけど、どういう名目なの？」

「えーと……。日頃お世話になってるから、感謝の意味を込めて？」

「何で疑問系なのよ……」

　八嶋兄が行方不明になって以来、その妹は当主代行をしている。

　だから、世話になっているという意味では間違っていない……と思う。

「ま、いいわ。じゃ、これとかどう？」

　奈巳が見せてきたのは、月をあしらったブローチ。紐ひもに通せばネックレスにもなるアクセサリーのようだ。

「うーん……」

「いいと思うのになぁ……」

　俺が難しい顔を作ると、奈巳はぶすっと頰を膨ふくらませた。そして、もったいなさそうに棚へと戻す。

　昔から月が好きで、モチーフになってるものはなんでも好きだったけど、今もそうなんだなぁ。

　奈巳は棚から次のアクセサリーを取り出して見せてくる。

「これはどう？」

「うーん？」

「これは？」

「むう……」

「これとか」

「むー……」

「……ちょっと。せめて、どこが悪いのかいいなさいよね」

「あ、いや。ピンと来ないっていうか」

「はっきりしなさいよ……」

　最初の月のアクセ以外、実際にピンと来てはいないんだけど、ここで買って終わるのもマズいのだ。

　紗優の計画では、色んなところに連れ回さないといけないし。

「一番最初のやつは候補に入れておくよ。他の店のものも見たいな」

「まったくもう。長なが丁ちよう場ばになりそうだなぁ……」

「お前の買い物ほどじゃないよ」

「何言ってるの？　あたしの買い物は真剣で本マ気ジなのよ。だから仕方ないでしょ」

「何が仕方ないんだか」

　また二時間も洋服の買い物に付き合って、試着に感想を返して、結局何も買わないなんて日を過すごすのはもったいなさ過ぎる。

「なんかカチンとくる言い方ね……。矯きよう正せいするわよ。今度、地獄の買い物ロードに付き合わせていい？」

「あ、いや、すいません……」

「ふふっ、冗談よ」

　不機嫌な表情で言われてビビってしまったが、冗談でホッとした。

「それじゃ、次に行きましょ」

「了解。頼んだ」

「任まかせなさい」

　そんなことを話しながら、奈巳は次の店へ向かって歩き出す。

「あ、悪い。ちょっとトイレ行ってくる」

　少し思うところがあり、奈巳にそう伝えてから、俺は踵きびすを返した。

「はいはい。外で待ってるからね」




　それから店をいくつか周り、アクセサリーを物色していたら、いつのまにか昼を過ぎていた。

「いい時間だし、そろそろ飯めしにしようか」

「そうね。少し休憩しましょ」

　向かうのは、朝、紗優から行くように指示された大きなカフェ。この日は休日ということもあってとても混雑していた。予約をしていない客が扉の外まで並んでいる。何時間待ちになるのか見当もつかない。

「ちょっと、あたし並ぶのは嫌なんだけど」

「大丈夫だよ、予約してあるし」

　ここは予約もできる珍しいカフェなのだ。予約をしたのは紗優だけど。

　カップルや女子大生ふたり組といった客の横を通り過ぎつつ、カフェの中へと入る。

　中は明るく、しかし、内装は木き彫ぼりのテーブルやチェアで統一されており、落ち着いた雰囲気を醸かもし出だしていた。

　どう考えても高校生が入るような店ではないし、お金もそれ相そう応おうはするはずだが、

『経けい費ひ扱あつかいにできますから、本家の人に出してもらいましょう。領収書だけはもらってきてください』

　と、紗優は気にも留めていない。

　秘蔵のクレジットカードも持ってきているが……万が一、無くそうものなら紗優と本家に大目玉だ。

「相あい坐ざ様ですね。お待ちしておりました」

　ウェイトレスがやってきて、予約した席へと通される。

　案内されたのは二階のバルコニーだ。ここも木で作られている。

　その端側に座ると、すぐ近くに海が見えた。遊歩道を挟んで見える海は、天気も相まって真しん珠じゆのようにキラキラと輝いている。時折、風が吹き、遊歩道に波の飛沫しぶきが飛んでいた。

　少し遠くには大きな橋も見えて、地平線まで見える。

　この景色が見られるのなら、客で満杯になるのも当然だな。

　前々からデート場所のひとつとして押さえておいたところだったけど、まさか奈巳と一緒に来ることになろうとは。世の中、どう転がるかわからないもんだな。

「だ、大丈夫なの？　ここ……。あたしたちみたいなのが入って」

「大丈夫だろ。別に年齢制限があるわけじゃないし。お金も心配しなくていいよ。一緒に選んでくれるお礼だと思ってくれれば」

「あ、う、うん……」

　奈巳が借りてきた猫のように大人しくなっている。

　そして、俺たちはメニューを一緒に見て食べるものを決めた。そこまで高くないことに、奈巳も少しほっとしたようだった。

　ウェイトレスを呼んでオーダーしてから、ようやく人ひと心地ごこちがつく。

「なんでこんな店知ってるの？」

「まあ、色々調べてて」

「ふうん……。ま、詳しくは聞かないけど」

　そう言いつつも、訝いぶかしげな目を向けてくる……。

　とはいえ、詳しく聞かれても困るしな。

「お待たせしました」

　しばらく経たったところで食事がやってきた。

　奈巳が頼んだのは春野菜たっぷりのカルボナーラで、俺が頼んだのは豚肩ロースのグリル、ヴィネガーソース。ヴィネガーソースとかよく知らないけど、せっかくなので肉が食いたかったのだ。

「わ、美お味いしそう」

「そうだな」

　お互い、いただきますと言ってから、ランチに舌した鼓つづみを打つ。

「あんたのそれも美味しそうね」

「食ってみるか？」

　肉の一切れを奈巳の皿に渡す。

「ありがと。あ、美味しいわね、これ。ヴィネガーソースってこんなに豚肉に合うんだ」

「詳しいことはわからないけど、確かにこのソース美う味まいな」

「こっちのカルボナーラも美味しいわよ。食べてみる？」

「じゃあ、一口くれ」

　奈巳はフォークでパスタを巻いて、

「はい」

　と言って差し出してきた。ごく自然な動作で。

　俺はこの差し出されたフォークをどうすればいいんだ。食いつけっての？

　周囲の人たちが、こちらにチラチラと注目しているのを感じる……。

「あ……と……」

　奈巳はその視線に気付いて、恥はずかしそうに引っ込めた。

「ご、ごめん。なんというか、その……」

「い、いや……気にするなって」

　俺たちがそんな微妙な空気になっている中、

「ナオトくんが好きなの……。ずっとずっと、前から……」

　女の子の告白が背後から聞こえてきた。

　周囲の目などまったく気にせず、女の子はその想いの丈たけを語っている。

　思わず俺たちの食事の手が止まった。

　相手の男の方はというと、「女の子の方に言わせちゃうなんて、男失格だな。ありがとう、オレも……好きだよ」なんて言っている。

　告白されるようなイケメンは言うことが違うな。相手は後ろにいるから、俺からは顔が見えないけど。

「何の差さし障さわりもなく……想いを伝えられるって、いいなぁ」

　そこで、奈巳はそんなことを小さく呟いた。口に出したことを自覚していないかのように自然に。

「想いを伝えたい相手でもいるのか？」

「ふえっ!?　い、いや、なんでもないわよ、なんでも！」

　奈巳は思いっきり誤魔化してきた。

「ほ、ほら、早く食べなさいよ」

「はいはい」

　妙な空気が続く中、ランチを食べ終わったところで、

「お待たせしました。デザートでございます」

　ウェイトレスがトレイを持ってやってきた。

「え？　あたし注文してないけど」

「いえ、予約した時に注文されてましたよ？　食後に出すように、と」

　……紗優のやつか。

　なんだろう。強烈に嫌な予感がしてきた。

「カップル限定のチョコバナナアイスクッキーパフェです」

　大きなコップの中にはスライスされたバナナと、チョコクリーム、生クリームがふんだんに入っていた。さらに半球のバニラアイスも乗っている。そこにハート型のクッキーが刺さっていた。

　それより、今さっきカップル限定とか言ったような……。

「では、ごゆっくり」

　何も説明することなく、ウェイトレスは食べ終わった方の皿をトレイに乗せて下がっていった。

「あんた、こんなもの頼んでたの？　か、か、カップルって……」
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　奈巳が何かおかしな人を見るような目を向けてくる。俺も汗が出てきた。

　おい、紗優。これ、どう説明すればいいんだよ……！

　紗優が頼んだんだとか言ったら、どうして紗優がって話になるし……。どうにか、誤魔化すしかない。

「い、いや、奈巳が好きかなーって思って。しゃ、写真からだと、ひとり分だと思ってたんだけど」

「き、嫌いじゃ……ないけど。量が多すぎじゃない？」

「あ、ああ。俺もこんな量が多いとは思わなかったんだ」

「ひとりじゃ食べきれないんだけど……。別べつ腹ばらだって許容量があるのよ」

「じゃあ、の、残してもいいんじゃ？」

「はあ!?」

　若干怒りを伴ともなった目つきで睨にらんできた。

「あんたが頼んだんでしょうが。残すなんてもったいないし、許さないわよ」

　ごもっともです。

「でも、俺もひとりじゃ食い切れないんだが」

「……………………わかったわよ。一緒に食べればいいんでしょ」

「え？」

「一緒に食べるの！　第一、スプーンもふたり分用意されてるんだから」

「あ、お、そ、そうだな」

　ぐおお、ひ、ひとつの皿をふたりで食うって……！

　いや、カップル限定メニューみたいだから、それが本当の食べ方なんだろうけど！

　紗優のやつ、羞しゆう恥ち心しんを利用して奈巳を興奮させるとか言うつもりなのか!?

「……美味しいわよ」

　もぐもぐ食べながら、奈巳は顔を真っ赤にしている。カップルでもないのに、一緒に食べるのが恥ずかしいんだろうなぁ……。

　早く食えと奈巳に目で睨まれたので、俺もスプーンを刺して、パフェを食べ始めた。

「うん、美味い、な……」

　いや、確かに美味いけどさ。このシチュエーションでは、味わうような余裕もない。

　俺も頰が間違いなく熱くなってる。

　早く片付けないと、と気が焦あせるが、何しろ量が多い。

　ふと周囲を見やると、周りの客たちはこちらを微笑ましく見ていた。さっきめでたく結ばれたカップルも「私たちも頼もっか」なんて言ってるし！

　それから十分近くかかって、パフェの中身は全部なくなった。

「ご、ごちそうさま」

　その間、結局奈巳は顔をずっと真っ赤にはしていたが、力が洩もれてきたりすることはなかった。




　パフェを食べ終わってから、すぐにカフェを出た。

「あんたのせいで恥はじかいちゃったじゃない……！」

「すまん……」

　食べている間、ずっと生暖かい視線を感じたしな。

　たぶん、俺の被害妄想も含まれると思うんだけど、ホントにずっと見られていた気がしたんだ。

「ま、いいわ。料理そのものは美味しかったし、お金も払ってくれたしね。文句を言うのも筋違いだと思うし」

「いや、まあ、本当にすまん」

　帰ったら紗優に説教をしなければ。

「さて、と。じゃ、プレゼント探し、再開しましょ」

「おう」

　またいくつかの店を周る。

　だが、ついに奈巳側の店舗ストックが切れたらしい。そして、もちろんまだプレゼントは決めていない。

「じゃあ、今度は俺の心当たりの店でいいか？」

「ま、ここまで来たらとことん付き合うわよ。任せなさい。いつも買い物に付き合ってもらってるしね」

　俺は目的地に向かって歩き出す。

　すると、奈巳の様子がゆっくりとおかしくなっていった。きょろきょろと視線が忙しない。表情もどこか不安げだ。

　いや、俺も正直、この場所は早く抜けたいって思う。

　昼だけど、ここはラブホ街がい――ラブホテルの集まった場所なのだから。

「ちょ、ちょっと……！　何でこんな道通るのよ!?」

　奈巳が顔を赤くして非ひ難なんしてくる。当たり前だよなぁ……。

「い、いや、別に……。ち、近道だし」

　それほど近道ではないのだが、これも紗優の発案である。ここを通って行け、と。

『奈巳さんは何気に初う心ぶですからね。間違いなく混乱しますよ』

　にゅふふ、と猫のような口でそんなことを言っていた。

　しかし、問題は俺も頭が混乱していることだ。

　道行く人に興味深く視線を向けられている気がする。

　……これって、どっちかというとどこに入ろうか恥ずかしがりながら迷っているように見えそうだよなぁ。

　そんな風に思ったりして、俺もさらに動どう悸きが速くなってしまう。

「あ、あんた、こういうのに興味あるの……？」

「ぶっ!!　な、何、変なこと聞いてんだよ？」

「だ、だって、男は皆、そういうことが好きって」

　真ま城しろさん辺りが言いそうだ。

　ただ、興味がないと言ったら噓うそになる。俺だって男なわけで、そっちの方面に関心がないわけじゃないし。

「な、なあ、奈巳。は……入って、みる？」

　失言ではない。

　いや、まるっきり失言なんだけど、ここを通る際、どこかのタイミングで必ず口にしろと紗優に言われていた。

　奈巳は――顔をリンゴのように真っ赤にする。

「ばっ、ばっ、ばっ、ばっ、ばっ、ばかあああああああああああああああ！」

　すると、奈巳は俺の腕を摑んで走り出した。

「ちょ、ま、待てって！」

「う、う、う、う、う、う、うるさ――――――――――――――――――――い！」

　すれ違う人たちが、生暖かい目を向けてくる!?　なんだこれ！

　そんな奇異の視線に晒さらされながら、俺たちはラブホ街を抜けた。

　それでもやっぱり、今のところ奈巳から力は洩れてこない。

　興奮のさせ方が甘いのか？

　それとも、やっぱり俺の勘違いだったのかなぁ。




　ラブホ街を抜け、俺たちは当初の予定通り、目的の店へと歩いて向かう。

　この前、凜々さんを連れて一緒に来たショッピングモールへだ。

　それから俺の方でチェックしてきた店を回り、俺は奈巳に薦すすめられたアライグマをあしらったブローチを買った。これでショッピングモールでの買い物は終わりだ。

「サンキュな」

「別にいいわよ。このぐらい。今日はいい気分転換になったしね」

「それなら、こっちも気が楽だけどさ」

　そんな会話をしながら地元へと歩いて戻る途中、

「あ……」

　ふと奈巳の足が止まった。

「どうしたんだ？」

「あ、う、うん……」

　止まった前の建物は、門の向こうに中庭がある。そして、その奥に教会らしきものが立っており――そこが結婚式場だとわかった。

　ビラに〝ただいま挙式中！　御見学を御希望の方はスタッフにお申し付けください！〟と書かれている。

「興味あるのか？」

「な、ないわけないでしょ!?　お、女の子なら誰だってそういう願望持ってるし！」

　そうだったのか……。

　すると、建物の中からひとりのスタッフらしい女性が出てくる。

「御見学ですか？　どうぞどうぞ！」

　招まねかれてしまった。

　奈巳はこちらをチラチラ見ながら、どうしようかと悩んでいる様子だ。

「別にいいぞ」

　買い物ももう終わってるしな。

「あ、ありがと……」

　俺たちはスタッフの人に案内されて、建物の中へと入る。

　……にしても、挙式の見学をやってるなんて初めて聞いたな。

「挙式中に見学なんてできるんですね」

　敷地内を歩きながら、質問を投げた。

「挙式を実際に見てもらった方がどういうものかわかりやすいですからね。見学自由にする代わりに金額の方をお勉強させてもらってるんです」

　多くの人に祝福をしてほしい新しん郎ろう新しん婦ぷにうってつけなのだと説明された。

「まあ、ブライダル業界も色々とやってるんですよ。最近は不景気なもので……」

「そ、そうですか」

　それを俺たちに言われても困る。

「ところで式場にはすでに目星を？」

「ぶっ」

　奈巳が吹き出した。

「い、いや、何言ってるんです!?　あ、あたしたち、ま、まだそんなんじゃ……!?」

　そして、慌てて取とり繕つくろう。まるで熱でもあるかのように顔が赤い。

　しかし、そもそも、『まだ』って言い訳は不適切な気も……。

「はい、この中です。式の途中はお静かにお願いしますね？　騒いだ場合は強制的に退場していただきますので御承知くださいませ」

　スタッフの人と共に式場の中へと入った。

　通されたのは吹き抜けのある二階だ。俺たちはそこに備そなえ付つけられている席に座る。俺たちが座ったのを確認してから、スタッフの人は会場から一礼して出て行った。

　吹き抜けを上から眺めると、下には新郎と新婦はいない。これから入場してくるようだった。

　パイプオルガンが厳おごそかに鳴り響く中、まずは牧師が入場する。

　牧師が祭壇の前に立つと、次は新郎が入場した。牧師の前に立って、少しすると何やら牧師が手で入り口を向きなさいといったように促す。

　新郎が扉の方を向くと、新婦と新婦の父が入場してきた。新婦は純白のウェディングドレスに身を包んでいる。

　ふと隣に座る奈巳を見ると、目がキラキラしていた。まるで綺麗なイルミネーションでも見ているかのように。

　祭壇前に目を戻すと、新婦父が新婦を新郎に送り出していた。

　新郎は新婦を受け入れ、ふたりは牧師の前に揃って並ぶ。

　牧師が「神の定めに従って婚こん姻いんを結ぼうとしています。あなたは、その健すこやかなときも……」と、聞いたことのある誓せい約やくを読み上げる。

「はー……」

　奈巳は本当に興きよう味み津しん々しんだ。食い入るように眺めており、軽く声をかけられそうにない。

　新郎新婦がお互いに愛を誓い合い、指輪を交換する。

　そして、牧師に「誓いの口づけを」と言われると、新郎は新婦のヴェールをめくってキスをした。

　次いで拍手が巻き起こる。一階と二階からの、大きな祝福の嵐だった。俺たちも同じように拍手を送った。

「おー……」

　教会式だと結婚式ってこういうものなんだなぁ、と感心する。俺も八嶋兄の結婚式は行ったけど、神社で神前式をやっただけだし、身内だけだったからな。

　それから、新郎新婦が退場して挙式は終わった。

　ここからは二次会となり、招待された人たちは河か岸しを変える。

　俺たちのような見学者はお役やく御ご免めんだ。

「はー、何かいいもんを見た気がするな」

　幸せな人たちを見ると、それだけで心が洗われる気がする。

「なー、奈巳……って、あれ？」

　いつの間にかいなくなっていた。二階を見渡したが、どこにもいない。

「どこ行ったんだ？」

　二階席を出てロビーに出ると、奈巳は椅子に座って先程案内してくれたスタッフの人と話していた。

　しかも、奈巳のやつ、遠目から見てもあからさまにテンパっている。目が泳ぎまくっていた。何を話してるんだか。

　ふたりの座っているテーブルに近づくと、少しずつ話し声が聞こえてきた。

「では、やはり教会式の方がいいですか？」

「は、はい……。い、いえ、あの……その、じ、神社でもいいんですけど、で、できれば教会の、方が……」

「参加者は何人ぐらいでしょう？」

「ご、ご、ご、五十人、ぐ、ぐ、ぐらい？」

　なんだ？　奈巳のやつ、アンケートにでも答えてるのか？

　奈巳からの話を聞いて、スタッフの人はしきりに紙へと書き込んでいる。

「日取りはいつ頃にしましょう？」

「え、えっと……」

　…………………日取り？

　アンケートにそんなの必要あるの？

　大安吉日を気にするとか、そういう話？

「ちょっと準備で慌ただしくなりますが、六月はお薦すすめですよ」

「じゃ、じゃあ、それで……」

「それですと、お見積もりは――」

　こっそりと、テーブルの上から紙を覗き込む。

『挙式予定表』

　そこには、そう書かれていた。どんな式にするのかとか見積もりとかが記載されており、教会希望、五十人等々、そういった記述もある。

　さらにその紙には……俺の名前と奈巳の名前が書かれていた。

　新郎、相坐凪なぎ紗さ。新婦、伊い澤ざわ奈巳。

「……って、ちょっと待てえ――――――――――――――――――――――っ！」

「にょおっ!!　な、何、ナギじゃないの」

「お、お、お、お、お前、ななな、何書いてんの!?」

「え、えっと……!?　な、なんだっ……たんだろ？」

　奈巳の目が正気じゃない。

　自分でも何を言ってるか、理解しているかどうか怪しかった。

「ああ、新郎さんも、どうぞご一緒に。どんな式にするか考えませんか？　ただ今先行予約受付で二割引ですよ！」

「いや、俺ら高校生だし！」

「今、学生結婚増えてますから！　オススメですよ！」

　そういう問題か!?




　すぐに予約を破は棄きして、会場を一いち目もく散さんに抜けてきた。

「あ、あのな……お前な……いくらなんでもな……」

「あ、あう、ご、ごめん……。なんかスタッフの人と話してるうちに結婚式挙げないといけないような気になって……」

　恐ろしいスタッフだ。幻術使いか何かかよ。

「まったく。第一、お前は相手が俺でいいのかよ」

　俺がそう言うと、奈巳は一言では言い表せない複雑な表情を返してきた。

　感情が読めない。嬉しいのか、悲しいのか、あるいは馬鹿にしているのか。

　だけど、一番合ってるのは諦てい観かんだったかもしれない。

「ふんだ。ナギなんて願い下げなんだから」

　そして、顔を背けてそんなことを呟く。

「そうかよ」

「でも、昔のままだったら……普通に過ごせてれば……本当に挙げてたかもしれないのにね」

「そうだなぁ。昔は仲良かったよな、俺たち」

「何、今は仲良くないっての？」

「そういう意味じゃないよ。ただ、ベタベタしてたなぁって思い出しただけだ」

　奈巳とは何をやるにも一緒だった。

　遊びに行くのも、寝るのも、風呂に入るのまで。

　結婚の約束まで交かわしたのも自然な流れだったのかもしれない。

「そうね。今じゃ信じられないなー」

　歩きながらそんな会話をしているうちに、俺たちは海かい浜ひん公こう園えんに辿り着いた。

　魅花と出掛けた時、最後に訪れた場所だ。

「そう言えばここ、ナギと魅花が来たところね」

　奈巳もそう考えていたらしい。

「ねぇ、ナギってさ」

「何？」

「やっぱり、魅花のこと、好きなの？」

　直球だった。

「いや、お前……」

「いいじゃない。答えなさいよ」

「……ああ、好きだよ。告白もしたしな」

「それで……結果は？」

　奈巳の表情が緊張気味なものに変わる。

「……振られたよ、バッサリ」

　すると、奈巳は小さな笑顔を浮かべた。

「あははっ、魅花はあんたには高たか嶺ねの花っぽいしねー」

　まるで俺を慰なぐさめるような笑顔でそう言ってくる。

「そっかそっか。付き合ってるわけじゃないんだ」

　そして、奈巳は確認をするようにそんなことを呟いた。

「名前で呼び合ってるから、付き合ってるのかと思っちゃってた」

「あれは魅花が家族みたいなもんなんだからって、紗優が提案してきたんだ」

「なるほどねー。紗優らしいわ」

　なんだろう。奈巳の表情は妙に明るい。今まで時折感じていた暗さが、ようやく晴れたかのようだった。

　でも、妙みように目を擦こすっているが、どうしたんだ？

「なんだ？　目にゴミでも入ったか？」

「べ、別に何でもないわよっ！　目にゴミが入っただけっ！」

　言ったとおりじゃないか……。何で怒ど鳴なられたんだ、俺？

　波打ち際を歩きながら、奈巳とふと目が合う。

「………ん？」

　その目に一瞬だが、蒼い光が見えた気がした。

　蒼い光。

　それは俺にしか見えないはずの――適正者の目が放つ光だ。

「え……？」

　確かに昔、奈巳には適正者の紋章が見えていた。

　それが突然見えなくなって、それが原因で幼い時に俺たちは引き離されている。

　蒼い光を詳しく確かめたくて、俺は奈巳に顔を近づけた。

「え……ちょっと……ナギ、なに……」

　奈巳が戸惑っていたが、今はその蒼い光が気になって仕方がない。

　その蒼い光は、瞳の下から洩れるように見えている。

　そして――。

　今気付いたが、奈巳はコンタクトを着けていた。

　そのコンタクトが少しだけ上にずれており、それで光が洩れていたのだ。

　そもそも、奈巳がコンタクトをつけているなんて初めて知った。目が悪いなんて聞いたことがない。そもそも視力矯正用のコンタクトには見えなかった。

　これが、適正者の紋章が放つ光を遮さえぎってる？

　市販のコンタクトレンズが、紋章の光を遮るなんてありえない。

　というか、まさかこのコンタクトレンズ、確か御雷みかづち先輩にも見せてもらったやつと同じか？

　それをなんで奈巳が？

　成長途中で適正者としての資し質しつに目覚めたとでもいうのか？

　……いや、違う。

　奈巳の紋章は……小学校に上がる前は、見えていたんだから！

「ち、近……」

　俺はさらに顔を近づけた。

　そして、確信する。

　間違いない。

　この光は、適正者の紋章が放つ光だ。

「なんでお前がそのコンタクト――」

　質問をしようとしたところで。

「にょあああああああああああああああああああああああああああああっ！」

　奈巳が奇声をあげて、俺から飛び退く。

　その時――感じた。

　微かすかな力を。

　俺たちと同じ〈武士もののふ〉の、力を俺は感じ取った。

　あの時、凜り々りさんの攻撃から助けてくれた狐面の少女と同じものだ。

「あ……」

　奈巳が俺に気付かれたことがわかったかのように、目を逸そらす。

　真っ赤だった顔は急速に蒼白になっていった。

「ご、ごめん！　あたし、用事思い出したから！」

　丸分かりの噓うそを言って、足早に去って行ってしまう。

　俺は虚きよを突かれ、それを追いかけることができなかった。

　でも、これでわかった。

　あのコンタクトレンズで紋章を意図的に隠していたとなれば。

　理由や経緯は置いておくとしても……。

　奈巳は確実にこちら側の人間だ。




　住宅街はすでに暗闇に包まれており、街灯が道を照らすのみだった。今日は新月。月は出ていない。

　紗優に結果をメールし、俺は帰路につく。

　それからまた奈巳に電話をしたが、やはり出ない。さっきからメールや電話をしていたが、やはり出てくれなかった。一旦奈巳の家にも直接行ってみたが、まだ帰っていないのか留守にしていた。

　奈巳のことを考えていると、様々な疑問が湧いてくる。

　なぜ、俺を守ってくれたのか。

　なぜ、正体を隠していたのか。

　そして、一体何者なのか。

　とはいえ、答えが出るわけもない。同じ思考がぐるぐると回っていた。

「悩んでおるのう、少年」

「え……」

　近所の自治会館を通りかかったところで、静かに聞こえてきた声。そちらに視線を向ける。

「久しぶりだのう。以前は世話になった」

　駐車場のスペースに見覚えのある人が杖つえをついて立っていた。以前、ナンパをしていた時に出会ったお婆ばあさん――凜々さんがお婆さまと言っていた人だ。以前と同じく、その目には紋章が浮かびあがっている。

「こ、こんばんは。ど、どうも……」

　凜々さんや御雷先輩の祖母だとすれば、この人は元鬼だ。力を失ったと言っても鬼であるという事実に、心が警戒音を鳴らす。

「ふぇっふぇっふぇっ。殺すつもりなら、前回の時に殺しておるわ。もっとも、そんな力、わしにはもう残ってないがのう」

「あ、そうですか……」

　言われてみれば警戒されるような今よりも、前回の方が殺しやすかっただろう。

　わざわざ警戒させてから殺しに来るような真ま似ねもしないか。

「それで、何をしに来たんです？」

「結論を急がなくてもいいじゃろう、少年。わしとて若い者と話したい時はあるでな。ま、婆との会話に付き合って欲しいだけじゃて」

　そう言ってお婆さんはからから笑った。

「で、凜々はどうじゃったかの？」

「いきなり、お嫁さんにしてくれって言ってきたんですけど……」

「ふぇふぇふぇ。健康な身体を取り戻してから、とにかく行動したいのじゃろう。それにわしもお前さんを薦めたしな。凜々が本当にお前さんに惚ほれてるのかどうかは知らんけど、あの子があんな楽しそうにしているのは初めてじゃ」

「なんで俺を……」

「孫の婿むこにならんか？　とは言ったじゃろ。婿になってくれれば武士の血縁を断たせることもできるでな」

「……えーと。本気で言ってるんですか？」

　するとお婆さんは鼻で笑った。

「まさか。お前さんのところの本家連中はそんな甘くはないじゃろ。お前さん自身は少々脇わきが甘くて付けいる隙すきはありそうじゃが」

　その口調が冗談なのか本気なのか判断がつかない。その眼光は鋭いが殺気は感じなかった。

「お婆さんは……やっぱり鬼おに神がみの復活を目指しているんですか？」

「目指していたよぉ。じゃが……わしはその辺りの目的を見失った」

「見失った？」

「力がある時は呪いがあり、呪いは冷静な判断力を奪う。そうじゃな。西さい遊ゆう記きの孫そん悟ご空くうが付けておる緊きん箍こ児じが近いかの」

「緊箍児？　あの、頭に付けた輪っかが縮ちぢまるってやつですか？」

　三蔵法師が孫悟空の脱走や悪行を防ぐ為ためにつけたっていう……。

「そうじゃ。どういう理り屈くつの呪いなのか、それはわからん。じゃが、わしらはそれによって鬼神様に忠誠を誓ちかうしかなかった。だからこそ、わしはせめて呪いが発現しないよう配合し、解かい呪じゆの遺伝子を孫に組み込んだんじゃ。計画的にな」

「じゃあ、先輩と凜々さんに呪いが発現しなかったのは意図的に……」

「ああ、解呪、武士の適正者、畜ちく生しよう腹ばらと蔑さげすまれる双子産み、すべてを意図的に組み込んだ」

「畜生腹？」

「若いもんにはあんまり馴な染じみがないかの？　女が一度に二人以上の子供を産むとな、忌いみ嫌きらわれるんじゃよ。現代ではまったく馬鹿らしい言葉じゃが、鬼の一族はその傾向が強かった」

　双子が忌み子となっていた時代がある、というのは昔何かの本で読んだことがある気がする。

　もしかして、凜々さんが親に捨てられたのはその辺りにも理由があるのだろうか？

「わしが孫たちを武士の適正者に仕立てたのは、適正者を使って武士の血を途と絶だえさせるという目的を言い訳にするためじゃ。鬼神様への利敵行為をした瞬間に、監視でもされているかのように頭痛が襲ってくるしのう」

　そうだったのか。

　でも、その行動はすごく矛盾したもののように思う。

「矛盾している行動じゃと思うじゃろ？」

　内心を言い当てられた。しかし、お婆さんはそれを誇ほこるでもなく、むしろ気落ちしたかのように溜息を吐く。

「その通りじゃ。わしらは生まれてからすぐに矛盾しておる。お前さんは、なぜ鬼神様が世界を滅ほろぼすのか……その理由を知っておるか？」

「いえ……」

　理由など古文書には書かれていなかった。

　鬼神は世界を破滅させる――それだけしか書かれていない。

　それを調べるような余裕もなかったのだろう。古文書にはいかにして鬼神を封印したのか、その方法等が重点的に書かれていた。

「わしらに伝わる古文書では、この大地を守るためということじゃった」

「大地を守る……？」

　守る？　守ってるのは、俺たち武士の方なんじゃ……。

　鬼側の古文書には、そんなことが書いてあるのか？

「おかしいと思うじゃろ？　世界を滅ぼす鬼神様を復活させることで、どうして大地を守ることになるのか。むしろ、鬼神様が世界を滅ぼすのを防いでいる武士の方が守っているのではないか、と」

　俺は頷く。お婆さんの言う通りだった。

「そう、おかしいと思うのが普通じゃ。じゃが、武士も鬼も今まで敵対するばかりで、お互いの情報をやり取りすることもできなかった。じゃが、戦う中で、わしは情報が歪ゆがめられているのではないかと疑いを持ち始めたんじゃ」

「お婆さんは……だから、先輩や凜々さんを？」

「わしは真実が知りたい。鬼神様を復活させることで、何が大地を守ることに繋がるのかを。だから、わしは孫に呪いを付けず、公平な目で真実を探って欲しかったんじゃよ。わしの個人的な興味で幽ゆう徒とと凜々には迷惑をかけているがのう。どう動くかは、あのふたりの意志に任せておるが……特に凜々には辛つらい思いをさせてしまった」

　考えてみれば。

　俺は――いや、本家も含めて、俺たちはなぜ鬼神が世界を滅ぼすのか、その理由には無む頓とん着ちやくだった。

　そういうものだと教えられてきたせいもある。古文書を読んでも、鬼神が世界を滅ぼす理由なんて書いてなかった。

　俺たちの持つ古文書では、ほとんど天災のような扱いでしかない。

　千年以上も経たつうちに、根本となる原因を忘れてしまったのではないだろうか？

「まあ、どんな理由があるにせよ、世界を滅ぼす者を止めるのは武士のおぬしらとしては当然じゃろう。じゃが、武士も鬼も、あまりにも知らないことや忘れたことが多すぎる。情報が歪められたり、あるいはなくなっていたりしてもおかしくない長い年月が過ぎているしのう。わしは生きている間にその真実が知りたいんじゃよ」

「……真実、ですか」

「わしももうあと一年持たない。凜々の花嫁姿も、幽徒の花婿姿も見ることはできんじゃろう。じゃが――」

「い、いや、頑張って長生きを――」

　俺がそう言うとお婆さんは、寂さびしそうに笑った。

「無理じゃよ。決められていることじゃ」

「決められている？」

「鬼は力を失った後、一年後に寿命で死ぬ。これもまた定められた呪いなのじゃ」

「そんな……！」

　また、呪いなのか！　鬼神はどれだけ鬼を、武士を、呪っているんだ？

　千年以上続く災わざわい……。吐き気がするほどの執しゆう念ねん深ぶかさを感じる。

「鬼のわしを心配してくれるのかえ？　嬉しいの。生きているうちに、鬼に優しい武士と会えるなんて長生きはするものじゃ」

　そんなお婆さんに対して、俺は何も言うことができなかった。

　鬼も、もしかしたら好んで武士と敵対しているんじゃないのかもしれない。

　ただ……ただ、そうするしか道がなかったから……。鬼神の呪いで強制されていたから……。

「ま、人間いつかは死ぬのじゃ。気に病むな。わしは充分生きたでな。じゃが、もし事実がわかったら……わしにも真実を教えておくれ」

　そして、お婆さんは闇の中へと溶け込むように去っていった。




　　　　　◇　◇　◇




　翌日の日曜日。俺と紗優は外出していた。魅花は留守番だ。

　と言っても、別に遊びに行くわけではない。

　昨日の夜に電話がかかってきて、突とつ如じよ呼び出されたため、俺たちは本家の住まう神社に行くことになった。

　理由や目的は言ってこなかったので定時連絡だけかもしれないが、今の時点ではわからない。

「はぁ……遠いんだよなぁ……」

　奈巳の正体について、紗優と魅花には力を持っていたことも含めて伝えてある。他言無用ということも。

　腹を割わって話したかったから、今日は奈巳と会って話がしたかったんだけど、結局、連絡も付かなかったし家にもいなかったしな。

「兄さん、お弁当早く買ってきてください。電車、出ちゃいますー」

「へいへい」

　駅から電車に乗って東とう海かい道どうを進み、途中で登山鉄道に乗り換える。

　さらにケーブルカーやロープウェイを乗り継ぎ、約三時間。ようやく最寄り駅へと到着。

　温泉街としても有名な街を抜けつつ、神社へと向かった。

　山道を一時間ほど歩いて、ようやく到着。

　森の中にひっそりと佇むこの神社は、相坐本家の拠点となっている。

　敷地内は防衛に特化されており、武士の力を持つものがおらずとも、ここをそこらの鬼が落とすのは難しい。血を媒ばい介かいにした結界や罠が、これでもかというぐらいそこら中に張り巡らされていた。作り上げたのは、相坐家の本家当主である八嶋兄だ。

　力を失い役目を終えた武士や、それを支えた伴はん侶りよ、さらに相坐家の血を引くが力を持たない次じ子したちがここに住まうことになる。

　紗優は俺との生活を望んだし適正者だったから、俺と一緒に住んでいるけど。あと親父は、海外に行ったし。そう言えば爺じいさんも、外だったな。……分家は変わり者が多いと言われてるから仕方ない。

　こぢんまりとした鳥とり居いをくぐって、俺は境けい内だいへと入る。

「つ、疲れました……はぁ……はぁ……」

「大丈夫か？　紗優」

「兄さん、おんぶしてください」

「……まあ、たまにはいいけど」

　周りに人もいないしな。

「!?　兄さんが、優しい……？」

「何を言ってるんだ、お前は」

「いえ、その……やっぱりいいです。社しや務む所しよはすぐそこなんでそっちに行って休みます。とりあえず、私は母さんに顔を見せてきますね」

「ああ。俺は直接本殿の方に行くからよろしくな。いい機会だし、お前もあとで本殿に来て挨拶しておけよ」

「絶対嫌です」

　珍しくとても嫌そうな表情をして紗優はそそくさと行ってしまう。

　本当に行きたくなさそうだった。まあ、あの人と紗優、なぜかはわからないけど険けん悪あくだしな。

　俺は砂じや利りを踏みしめ、小気味よい音を立てながら本殿へと向かった。

　本殿は豪ごう奢しやな作りなので、傍はた目めから見てもすぐにわかる。

　中にお邪魔すると、バスケットボールのコートほどの広い空間が広がっていた。ひんやりとした綺麗な空気が肌に纏わり付く。

　床は板張りだが、周囲にはごてごてと装飾がついている。塵ちりひとつ落ちていない。木だというのに、鏡として使えそうなほど艶つや々つやだ。

　そして、始し祖そを象かたどったとされるご神体の前には、見知った人が座ざ布ぶ団とんの上に正座して待っていた。

「お久しぶりでございます、凪紗君」

「久しぶり、津つ見み姉ねえ」

　相坐津見。本家に連なる人で、八嶋兄の実妹だ。

　八嶋兄がいなくなって以来、当主代行をやっている。

　紅白の映はえる巫女服に身を包み姿勢正しく座していると、大人っぽく見える……が、実際には身長は紗優よりも低く、小学生と間違えられることも多い人だ。俺よりもふたつ年上なんだけど……。

　ただ、その、胸は小さな身体には不ふ釣つり合いなほど大きく、その膨ふくらみを巫女服が隠しきれていないのでちょっと目に毒だ。口に出したら殴られるだろうけど、また大きくなってるんじゃないのか？

「さ、どうぞ、座ってください」

「へいへい」

　俺は津見姉から三歩ぐらいの距離を取ったところに、あぐらをかいて座った。

　すると津見姉はバサッと雅みやびな扇せん子すを開き、それで口を覆おおい、

「何か隠してることはありませんこと？」

　静かな声で、いきなりそんなことを尋ねてくる。

　その一言だけで今日の用件を察した。今日の議題はこれだったか。

「そういう話？」

「ええ。定時連絡も兼ねてますが」

「あー、隠してることなんて、そりゃ色々ありますよ」

「凪紗君が童どう貞ていであることはわかりきっているので、隠してるうちに入りませんが」

「……………………ほっといてください」

　彼女もできないのに、高校生が自然に童貞を卒業できるわけないだろう！

「最近、妙な行動が目立つ、と聞き及んでおりますよ」

「妙な行動って、なんですかね」

「鬼と手を組んで、本家を滅ぼすのではないか――などと根も葉もない噂が立っております」

「うわ、本当に根も葉もねぇ」

　でも、鬼と関わっていることを見破られてるのか？　どこまで知ってるのやら。

「魅花はそもそも力がないって言ってあるはずだけど？」

「存じております。でも、そちらの名前を出して誤魔化しても駄目ですよ？」

　すでに把は握あくしてるっぽいぞ、これ。御雷先輩と会話してる方を言われてるな。

　ただ、鬼から鬼神退治を持ちかけられたと言っても信用してくれないだろう。

　鬼とは戦うものという考えに凝こり固かたまった本家にとって、力を持つ鬼と話すこと自体、見過ごせない行動だからな。魅花が大丈夫なのは、力を失ったことが証明されたからだ。

　先輩から鬼神退治の具体的な話が聞き出せれば、明かすことも証明することもできるかもしれないけど、今は時じ期き尚しよう早そうだ。今話したところで、退治しろと命令が下るだけだろう。

　それを無視することも可能だけど……本家との仲を拗こじらせるのは愚ぐ策さくだ。

「津見姉、どこまでわかってるのさ」

「さあ？　どこまででしょう」

　まったく、食えない人だな。

　武士としての力は次子だから持っていないはずだけど、それでもこの迫力には勝てる気がしない。

「一応弁明するけど、本家を害するような真似はしてないし、するつもりもないよ」

「それを信用しろ、と？」

「分家当主に免じて信用して欲しい」

「血の繋がりと信用は比例しませんよ」

「冷たいなー……。子供の時はよく遊んでた仲じゃん」

「そうですね。凪紗君が『津見姉！　でぃーぷきっすとかいうのやろうぜ』なんて言ってた時は可愛かったかもしれません」

「ほぉわあああああああああああああああああああああああああ！　やめてくれッ！　俺は黒歴史を聞きにここに来たわけじゃないっ！」

　くそ、親父が「これで女は喜ぶ」なんて言うからだ！　少しは疑うべきだった。ガキの頃の俺の馬鹿！

「くす、顔が真っ赤ですよ。まあ、冗談はさておき」

　津見姉が扇子をピシャッと鋭い音を立てて閉じる。

「本家も分家も、お互いを尊重し合ってここまで来ました。それは血の繋がりではなく、信頼を築いてきたからこそです。ですが、本家は凪紗君個人から信用に値あたいするような、何かをいただきましたでしょうか？」

　まったくもって言葉が返せない。

　俺は鬼退治で成果を上げてるわけでもないし、血を繋ぐことにもそこまで意欲的ではなかった。

　ぼんやりとした危機感はあったが、俺自身が弱いことと鬼神封印に直接関わらないことが、やはり大きく意欲を下げていたのだ。今までは。

「じゃ、これあげますよ」

　俺はポケットの中から包装紙に包まれたものを取り出して、津見姉に放り投げる。

　それは放物線を描いて、津見姉がすくうように差し出した両手に収まった。

　津見姉はそれを意外な顔で見ている。

「なんでしょうか、これは？」

「プレゼント」

「……賄わい賂ろ？」

「もう少し純粋な気持ちでもらってくれると嬉しいんだけど……」

　包装紙から中身が取り出された。

　中身はアライグマをあしらったブローチで、昨日出掛けた時に、奈巳に選んでもらって買ったものだ。

「くす。凪紗君にしてはやりますね。ちょっとドキッとしました。これはありがたくもらっておきます。この気遣いができて、なんでモテないんでしょうね」

「そんなこと言われても……」

　でっかいお世話だ。

「とはいえ、これを個人的にもらっても、納得のできる答えをもらわないと本家の意向は変わりませんよ？」

　心変わりはしないか、さすがに。

　とはいえ、それを期待していたわけでもない。

　これは単に、ささやかではあるが、いつものお礼のようなものだしな。

「こっちとしては本当に信用してくれとしか言えない。自分の役割を疎おろそかにするわけでもない。最近はちゃんとやる気も出してるつもりだよ」

「確かに最近は改善傾向にあるようですね。聞き及んでおりますよ。女性に対して積極的になったのもいいことです」

「本家に対して敵てき愾がい心しんも持ってないのは本当だから、そこぐらいは信用してくれ。俺自身も今抱えてる話を本家に報告していいのかどうか迷ってるんだよね。だから、もう少し見み極きわめる時間が欲しい。もしかしたら俺たちには別の道が見えるかもしれないんだ」

「………」

「頼む、津見姉」

「……なるほど。ま、いいでしょう。そこは信用することにします。そもそも、凪紗君しか力を持ってませんからね。今は相坐家の権限をあなたが握ってるのですから」

「ありがとう。と言っても、権限を握ってるなんて意識はあんまりないけど」

「そういうことを口にするから意欲的ではない、なんて噂されるんですよ」

「悪かったですね。でも、今は前よりもちゃんと考えて動いてるつもりだから」

「それはよかったです」

　津見姉がくすりと微笑む。とても可愛らしい笑顔だった。

「で、津見姉。話はこれだけ？」

「本来であれば根掘り葉掘り聞き出すところなのですけどね。多少は凪紗君の意見を尊そん重ちようしましょう」

　そこで津見姉は眼光を鋭くする。

「ただし、裏切ったら容赦はしませんよ？」

「その怖い顔、やめようよ。津見姉はのほほんとしてた方が可愛いって」

　鋭くなった眼光は、すぐにきょとんとしたものになった。

「……そういう言葉を、臆おく面めんもなく言う辺りは遺伝でしょうか」

「遺伝って、何が？」

「いえ、お父上によく似てきたな、と思って。容姿も言動も」

「勘かん弁べんしてください」

　十人以上恋人がいた親父と比べられても困る。

「さて。こちらの話は終わりですが、凪紗君の方からは何か報告することがありますか？」

　津見姉は表情を元に戻し、別の質問を投げてきた。

　いい機会だから聞いておこうかな。

「これも言おうかどうかは迷ってたんだけど……武士の力って、八嶋兄と俺だけしか持ってないの？」

「どうして、そんなことを？」

「知り合いから似たような力を感じてさ」

　すると、津見姉は扇子を開いて口を隠す。

「……さて。私にはとんとわかりませんね」

　その表情からは噓か本当か読み取れない。

　津見姉とその辺りの探り合いで勝てる気はしないんだけど。

　隠しているとしても、隠している理由もわからないしな……。

「知らないならいいです。それと一応聞いておきたいんだけど、八嶋兄は見つかった？」

「いえ、まったく。痕こん跡せきも見つかっておりません。凪紗君は何か気付いたことは？」

「こっちもまったく」

「義ね姉えさんを置いて、兄さまはどこにいるのやら。帰ってきたらお仕置きですわ」

　口ではそう言いつつも、本当は寂しいのだろう。津見姉、相当なブラコンだし。

「何か？」

　目を向けていたら、訝いぶかしげな目で返された。

「いえ、なんでも。ああ、そうだ。古文書を借りていきたいんだけど」

「あら、読書嫌いで勉強嫌いの凪紗君がどういう風の吹き回しですか？」

「知らないことが多いってことがわかったからさ。俺はもっと始祖のことも力のことも知っていかなきゃいけないと思って」

「くす、いい傾向ですね。期待しておきましょう。書庫の方にはあとで私から連絡を入れておきますので、しばらく待機しててください。その間に、お母様とお話でもどうぞなさってて？」

「ありがとう。じゃ、向こうに行ってるから書庫に入れるようになったら教えて」

　俺は本殿を辞して社務所へ向かった。




「あら、凪紗くん、久しぶりー。どーして、魅花ちゃん連れてこなかったのー」

　母の言葉である。社務所に入るなりこれだ。

　にこにこと何が楽しいのか、すごしやすそうな服を着てずっと笑顔を浮かべている。顔立ちは紗優によく似ているけど、感情表現の仕方はまったく似ていない。

　というか、どぎついことを言われることもあるけど、基本的に母さんは笑顔だ。

「どーして、連れて来なかったんですかー？　凪紗くん、聞いてますかー」

　……これがあるから、魅花を連れてきたくなかったのだ。

　あることないこと色々言われそうだし。

「そもそも振られたって言っただろ」

「あら。息子の魅力をたっぷり語って、考え直すように仕向けるように計画してたのにー」

　油断も隙もない。そんなことされたら恥ずかしすぎて死んでしまう。

　久しぶりに会った母さんはまったく変わっていなかった。いい加減皺しわのひとつもできそうな歳だというのに。中学時代に家に遊びに来た室道が姉と勘違いしたぐらいだしな。我が母ながら若作りすぎる。

「まったく。やめてくれよ、マジで恥ずかしいから」

「お年頃ねぇ」

「駄目ですよ、母さん」

　俺と母さんの会話に、傍にいた紗優がいきなり割り込んだ。

「兄さんはそういう風に押していくと逆に引くということがわかりましたから。もっと挑発するように言う方がいいです」

「あら、そうなの？　じゃあ、魅花ちゃんみたいな可愛い子が、凪紗くんなんかに振り向くわけないんだから、もっと分ぶん相そう応おうの彼女を見つけなさい。……こう？」

「いいんじゃないでしょうか」

「よくねぇよ！」

　家族が敵ばかりだ。とても悲しい。少しでいいから俺を労いたわって欲しい。

　しばらく学校や家での様子などを話していると、襖ふすまの向こうから足音が聞こえてきた。

「失礼致します。凪紗様。書庫入室の承認が下りました」

　ひとりの巫女が襖を開けてそう伝えてくれる。

「あ、ありがとう……。下がって、もらって、いいよ」

「かしこまりました。では失礼致します」

　襖が閉まり、彼女の足音が遠ざかっていく。

「ふー……」

　やっぱり、見ず知らずの女の人と話すのは気を遣うな。特に凪紗様って呼び方が嫌だ。立場上仕方ないんだろうけど、様付けはやめて欲しい。

「本当に家族と奈巳ちゃん以外の女の子は苦手なのねぇ……。お父さんったら、どこで教育を間違ったのかしら」

「そっちに関しては全部だ！」

　さっき津見姉にも言われたけど、あのだらしない親父と似るなんて、ぞっとしない。

　負まけ惜おしみのようだなと自覚しつつも、俺は紗優と一緒に境内にある書庫へと向かった。




「電気点けますね」

　書庫へと入る。年を経た紙の匂いが鼻についた。光が入らないように作られているため窓はない。換気用の通気口が天井にひっそりとあるだけだ。

　紗優が電気を点けると、中がパッと明るくなる。

「長々と電気点けてると紙が劣化するとか文句言われるからな。さっさと探して出よう」

　中は学校の教室ほどもある。壁際はすべて本棚で埋められており、中央にも二列の本棚がある。その中には所狭しと本や古文書、ノートが並べられていた。

　基本的には年代ごとに分けられており、古い年代になるほど紙が劣化している。

　文字というものは時代で進化していることもあり、俺が読めないものもあった。古語がわかるようになれば辛うじて読めるのかもしれないが、俺はそこまで古典の成績が優れているわけじゃないしな。

「そう言えば気になってたんですけど、そもそも、なんで翻ほん訳やくとか必要になったんですか？」

「口く伝でんでしか御み業わざや伝承を伝えなかった世代があったらしくてな」

　あとは、子供世代が徐じよ々じよに読めなくなっていっていることに気付かなかった、とか。

　読めないものは本家の人たちが翻訳しているが、いかんせん量が量だ。そのすべてが読めるようになっているわけではない。ただ、重要な事柄が書かれた本は最優先で翻訳されているため、鬼神封印には何の支し障しようもない。

　近年はノートにまとめられてて、現代語だから読みやすいしな。

　……問題はこの辺りで忘れ去られた事実やねじ曲げられた事実があるかもしれないことだ。意図的か、惰だ性せいか、不注意か、それはわからないけど……。

　御雷先輩のお婆さんと話したせいか、少しだけそんな考えが頭を過よぎった。

「で、何を読むつもりなんですか」

「鬼神についての話が書かれてるものに関してはすべてだ。特に俺がまだ読んでないものを読んでおきたい」

　ここで読む時間はないので、リストアップしてあとでマンションまで送ってもらう。

　特に鬼神の目的について書かれたものが、もしあるのならば読んでおきたい。

「わかりました」

「あと、分家と本家について書かれたものがあれば、それも頼む。あと〝裂さく磐いわ〟も」

　御雷先輩に言われてもう一度調べようという気になったのだ。

　長子のみが力を受け継ぐにも拘かかわらず、本家と分家に分かれてるってのも、おかしいしな。

「了解です」

　紗優と手分けして一緒に探し始める。

　いくつかピックアップし、鬼神の単語が入っている古文書はすべてメモをした。

　特に気になる古文書は直接借りていこう。

「兄さん、これ、新しく翻訳されたものらしいですよ」

「お、ちょっと見せて」

　紗優からＡ４のノートを受け取った。翻訳された古文書は、こうしてノートに写される。今の時代だったらパソコンにテキストで保存でもいい気がするんだけどな。

「どれ……」

　ノートを捲めくって中を見る。




　鬼神は東北に現れ、都へと向かった。

　始祖はそれを食い止めたが、その際、妻が生死不明となる。

　それでも始祖は戦い、そして、勝利を収めた。




　内容を要約するとそんな感じなんだけど……。

「今までと大して変わらないな」

　先祖たちが残した古文書は、翻訳してみたら今までと同じだったとか、そういうことも多い。自分たちが抱えている責務を改めて認識するために書いたものがあったりもする。というよりも、日記のようなものだからな。

　ページを捲って、もう少し読み進める。




　鬼神の目的は不明。ただ、世界を滅ぼすという事実のみが伝承されている。

　そう考えると、私は鬼神とは天災が具ぐ現げん化かしたものではないかと愚ぐ考こうする。

　根拠はない。だが例えば始祖が天災を収める巫女の一族だったとすればどうだろうか。




　……あとはほとんど個人の空想とか妄想とか、その手の話ばかりだ。

　天災が具現化したものという考えはなるほどと少し思ったが、鬼神の正体がわからない以上、なんとでも言える。根拠がなきゃ、確定はできないだろう。

　ただ、この想像力は見習うべきかもしれない。

「兄さん、読むのもいいですが、探すことも忘れずに」

「おー、悪い」

　そして、俺たちは終電ギリギリまで本探しに没頭した。




　　　　　◇　◇　◇




　週明けの月曜日。今日は紗優が日直で先に行っており、魅花とふたりで登校したのだが、奈巳と合流はしなかった。

　毎朝合流するってわけではない。ただ、この前のこともあったから、俺も改めて話をしたかったんだけど……。

　結局、土曜日に奈巳と別れて以来、連絡が付いてない。

　日曜日に本家から戻ってきてから、あいつの家を訪ねたけど留守だったしな。

「おはよー」

「おはようございます」

　魅花と一緒に教室に入って、俺は奈巳を捜す。

　窓際の後ろにいた。真城さんと仲よさそうに話している。

「ほっ」

　奈巳の姿を見られて少し安心した。

　あんな別れ方したし、連絡も付かなかったからな。元気そうでよかった。

　俺が近づくと、真城さんが手を振ってくれる。

「おーっす。ダンナ、おはよー！」

「おはよう、真城さん。ダンナじゃないけど……」

　だが、奈巳はビクリと身体を震ふるわせた。

　そして、突然立ち上がり、

「ご、ごめん。ちょっと用事できたから……」

「え」

　俺の制止も聞かず、そそくさと教室を出て行ってしまった。

　真城さんが意外そうな表情を浮かべる。

「おやおや、相坐クン、振られちゃいましたねぇ」

「あー、あー、そういうんじゃないから」

　うーん、今のは確実に避けられたよなぁ。

「しっかし、今の奈巳りんは明らかに避けましたよ、ダンナ」

「う、うーん……」

「何かしたのー？　喧けん嘩かしたなら、お説教して終わりだし」

　喧嘩したってわけじゃないよな。真城さん、よく見てるもんだ。

「もしかして、何かやらかしちゃった？」

「や、やらかしたって何を!?」

「おいおい、セクハラですかぁ？」

　セクハラだったの!?

　すると、真城さんは小声で聞いてくる。

「いや、ほらさ。相坐クンと奈巳りん、土曜日、ラブホ街の方に歩いてったじゃない？」

「……えっ。見て、たの？」

　真城さんの表情がしてやったりみたいな顔になった。

「うひゃひゃひゃ。やっぱそうだったんだねぇ。後ろ姿しか見えなかったから、おんや？　って思ってたけど」

「いや、あれは……！　別に何も……！」

「大丈夫よん。さすがにシャレにならない話題は広げないってば」

「いや、シャレになる話も振らないで欲しいんだけど」

「ま、それは置いといて」

　置かれてしまった。

「別に奈巳りんを無理矢理どうこうしたってわけじゃないんでしょ？」

「当たり前だって」

「ま、ありゃ、しばらくかかりそうね。あんな奈巳りん珍しいし。何をしたのか知らないけど、謝っちゃった方が早いんじゃない？」

「うーん、悪いことをしたとか、そういうわけじゃないんだけど……」

「ま、氷解には時間かかりそうだけど、ガンバレ男の子ー」

　真城さんの見立ては当たりそうだな。

「迷惑かけるかもしれないけど……えっと、よろしく」

「よろしくされました！　ま、気楽に行こうぜい」

　しばらくは様子を見る必要がありそうだ。

　まあ、こっちとしても特に急ぐ必要があるわけでもないからな。

　仮に奈巳が武士の一族なり、特殊な一族だったとしても何も変わらない。

　奈巳のことを確かめたいのは、あくまで俺の個人的な興味ってだけだ。

　ただ、このままずっと話せないというのは、もやもやするからな。

　ゆっくり行こう。




　　　　　◇　◇　◇




　そして、奈巳とは話せないまま数日が過ぎ、木曜日の放課後を迎えた。

　真城さんとはもちろん魅花とも楽しそうに話しているのに、俺が近づくとあからさまに避けるので、割と傷付く。

　室道は、

「倦けん怠たい期きか？」

　なんて言ってくるし。なんで、そんな単語が出てくるんだ。

「凪紗さーん。今日は補習があるので先に帰っててください」

「あ、了解ー」

　そういや、魅花は補習か。別に頭が悪いわけではないんだけど、数Ⅱと物理の進行が前の学校に比べると早かったため、ついてこられない部分があるらしい。それで特別に補習を組んでもらっているとのことだ。

　テストも近いしな。魅花としてはやっておかないとまずいというところだろう。

　つーか、俺も勉強始めないといけないな。

　すると俺の携ケー帯タイ電話にメールが来た。紗優からだ。

『クラスメイトたちに勉強を教えるので一緒に帰れません。先に帰っててくださいね』

　ということで、今日はひとりで帰ることが決まった。

「凪紗ー、また明日なー」

「おー、じゃーな！」

　昇降口で室道と別れたところで、

『こんにちは、凪紗さま』

　と、ぽてぽてと歩きながら、またしても凜々さんがやってきた。今日も和服で生徒たちの視線を独り占めだ。

「ど、どうも……」

『数日ほどお目にかかれず、寂しゅうございました。体調を崩しておりまして』

　相も変わらずスマホの人工音声で伝えてくる。

「そ、そうですか。すみません……体調は大丈夫なんですか？」

『大丈夫です。幽徒が無理するなと言うので、大事を取っただけです』

　凜々さんは顔色もよく身体の調子もよさそうだ。表情もなんだか楽しそうだし。

「もしかして、あの、俺に会いに？」

『ええ、そうです。それと学園の中を一緒に歩きたくて』

「案内ってことですか？」

『歩くだけでいいんです』

　まあ、どうせこのあと予定があるわけでもないし。

　御雷先輩にもよろしくと言われてるしな。

「いいですよ。暇ひまでしたしね」

『ありがとうございます』

　そして、凜々さんと俺が歩き出したところで、ダダダダダッと走ってくる音が聞こえてきた。

　土つち煙けむりを上げるような速度でやってきたのは、奈巳だった。

「あ、あたしも行くから……」

「な、奈巳？　大丈夫か？」

「何がよ」

「いや、だって、お前……」

　明らかに俺を避けてただろうに。

「いいからいいのよ！　……これ以上、付きまとわれても困るし」

「なんでだよ」

「独り言っ！」

　完全に突つっぱねられてしまった。

『ええ、奈巳さまも来てください。多ければ多いほど楽しいと思いますから』

　凜々さんが余裕の表情を見せる。ただ、ちょっとだけ挑発的にも見えた。

「ええ、隈くま無なく案内してあげる」

『くすくすくすくすくす』

「うふふふふふふふふ……」

　そして、ふたりは妙な笑い声を上げる。

　少し、怖い……。




　最初の行き先は、凜々さんの希望もあって大学部の花壇となった。以前、魅花も案内した場所だ。

　周囲には今日は誰もおらず、俺たちの貸し切りになっている。遠くではサークルが活動しているのか、野球やサッカーの掛け声や音が聞こえた。放課後らしい雰囲気がある。

　特にトラブルもなく到着したところで、凜々さんは驚きの表情を浮かべていた。

『すごいです』

　目の前の虹色に輝く花壇を見て、そんな感想を伝えてくれる。

　食い入るように見てはぽてぽてと動いて、花を愛めでるように撫でていた。はしゃいでいるようにも見える。

『力強くて素晴らしいです。うちの庭と違って西洋の花だけで作られているのですね』

「そうなんだ。ちょっと花の種類はわからないけど……」

『こうして作るのも大変ですが、維い持じするのも大変でしょう』

　とても感心しているようだ。頻しきりにうんうん頷いている。

「相変わらず、ここは凄いわね」

　奈巳は初めてではないが、やはりこの花壇への感想は同じのようだ。

　実際、凄いとか綺麗とか、そんな言い様しかないんだよな。

　三人で花壇を眺めていると、カッと小気味のいい音がした。次いで聞こえてくる野球部の掛け声。

「大きいぞ！」

　そんな掛け声に釣つられて空を見ると白球が猛もうスピードで、こちらに迫っていた。

「凜々さん！」

　俺はすぐさま覆おおい被かぶさるようにして、凜々さんを抱きしめる。

　あとはボールが落ちてくるのを待つばかり……だったのだが、そのボールを奈巳が軽くジャンプし、さも楽勝とばかりに手摑みした。

「すまん、大丈夫か～？」

　大学野球の人が申し訳なさそうな顔をしてこちらに向かってくる。どうやら、今の奈巳のナイスキャッチは見逃したらしい。

「大丈夫です」

　奈巳はそう言って投げ返した。綺麗なフォームでボールは相手のグローブへと収まる。

　野球の人は帽子を取って一礼してから戻っていった。

「サンキュ、奈巳」

　お礼を言ったが、奈巳はブスッとしている。明らかに機嫌が悪い。

「……いつまで抱きしめてるの？」

　言われて気付いた。身体を離すと、凜々さんは照れるように頰を赤らめている。

『ありがとうございます。ボールが当たっても、大丈夫だったのですが』

　知ってますよね？　という目を向けてくる。

「ほら、女の子ですし……。守らないと」

　俺がそう伝えると、頰の赤みはさらに広がり、顔全体を真っ赤にした。

　あわあわして、スマホに文字を入力する余裕もないようだ。

「あんたはっ！　なんで、そういうことをほいほいとっ！」

　いきなり奈巳に責められた。いや、女の子を守るって当然のことなんじゃ……。

『奈巳さまは御自分を守ってくれなかったことが不満なのでしょう？』

　凜々さんがそんな音声を流すと、奈巳はいきなり黙り込んだ。

「……次、行きましょ」

　奈巳は凜々さんの言葉に何も返さず、そして、さっさと行ってしまう。

　俺と凜々さんは、すぐに追いかけた。




　学園を隅々まで回って、凜々さんも満足したようで俺たちは昇降口まで戻ってきた。

　それに反比例するように奈巳の機嫌は悪くなっていってるが……。

　今は凜々さんと奈巳の三人で正門に向かって歩いていた。通りがかる生徒も少なく、ほとんど帰ったのだろう。

　今は空も夕日の朱から、夜の闇へとその役割を変えつつある。

『とても面白かったです』

　凜々さんがぺこりと頭を下げた。

　女の子の笑顔が見られるとこっちも嬉しくなる。

　もっとも、まだ凜々さんは妹のような感覚なんだけど。

「喜んでもらえたのならよかったよ」

　すると、凜々さんは俺のブレザーの袖をきゅっと摘まんで、

『やはり、凪紗さまには是非、凜々の夫になっていただきたく思います。凜々も凪紗さまのお嫁になりとうございます』

　そして、そんな人工音声を流した。

「いや、それは――」

「駄目よ」

　俺が冗談で流そうとしたところに、すべてを遮るようにとても冷たい声が割り込んだ。

　いつもとはまったく違う、奈巳の声だった。

「奈巳……？」

「駄目に、決まってるじゃない……！」

　その声は震え、表情には怒りが滲にじんでいる。

　ここまで感情を露あらわにするのは珍しい。いつもだったら爆発するように怒って、すぐに鎮ちん火かするのだけど……今は溜め込まれたものが間かん欠けつ泉せんのように噴き出しそうな……そんな本気の怒りが垣かい間ま見えた。

『なぜですか？　奈巳さま。貴方さまは凪紗さまの恋人なのですか？』

「だっ、誰が、ナギなんっ……」

『恋人でないのであれば、凜々が凪紗さまに好意を伝えることは別に構わないはずです』

　人工音声が、いつもと変わらぬように淡々と流れた。

「ふ、ふざけない、でよ……！」

『凜々はふざけてなどいません。至し極ごく、至し当とうな発言をしていると思いますが』

　奈巳がさらに表情を険けわしくし、

「冗談じゃ――ないわよっ！」

　爆発した。

「いきなりきて、ナギを取らないでよっ！　ずっとずっと、好きだったんだから！　昨日今日じゃない！　十年以上前から、あたしの方が先に好きだったのに！　魅花もあなたも、なんで横から取っていくのよっ！」
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　それに驚いたのか、凜々さんは一歩下がる。その表情には強い戸惑いの色が浮かんでいた。

　そして、情けないことに、俺は奈巳に何も言葉をかけることができなかった。動くことすらできなかった。

　なんて言葉をかければいいのかわからない。どうするべきなのか答えが見つからない。

　ただただ、奈巳の言葉が頭の中で反はん芻すうされるだけだった。

　ずっとずっと……十年以上も前から、好きだった。

　そこが何度も何度も、俺の心を突き刺すように抉えぐってくる。

「うっ……うっ……」

　そして、奈巳は――泣いていた。大粒の涙をその瞳に溜めて。どれほど溜め込んでいたのかと思うぐらい、涙は頰を伝い、とめどなく流れ、地面を濡らしていく。

「好きだけど、好きだって言えない事情だってあったのに！　長い間、我が慢まんして、ナギと結ばれても問題がない道を探してきたのに！　見つからないのよ！　だから言えなかったのよ！　見つかりさえすれば、今すぐにでも告白するわよ！」

　涙ながらに奈巳は、擦かすれた声で叫ぶ。

「あ……」

　そこでようやく奈巳が言葉を止める。

　自分の言ったことが信じられないように狼狽うろたえた様子だった。俺とまともに目を合わせられないのか、視線を逸らしてくる。

　凜々さんは、いきなりぶつけられた強い感情に驚いた顔をしている。

　その表情は、すぐに憐れん憫びんか、あるいは同情のそれに変わった。

　だが、一番込められた感情はおそらくは申し訳なさだろう。

　言葉を紡つむぐことのできない凜々さんが、必死に謝ろうとしているのが見て取れた。

「ごめん、ね……」

　だが、奈巳は俺が止める間もなく、忽こつ然ぜんとその場から消えるように去ってしまう。

　俺は声をかけることもできずに――何もできなかった。

　最後に見えた奈巳の顔は、まるで親に怒られた子供みたいな面持ちで……。

　今までに見せたこともない表情だった。

　思い出すと、心にナイフを刺されたような痛みが走る。

　まさか、あいつがあんな顔をするなんて……。

　情けないことに、その事実を一瞬、俺は信じることができなかった。
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　奈な巳みが去った後、御雷みかづち先輩に凜り々りさんを迎えに来てもらった。

『奈巳さまに言い過ぎたと謝らなければなりませんね』

　凜々さんが申し訳なさそうな表情で流した人工音声が頭を過よぎる。

　俺おれも家に戻ったが、少し頭が混乱したままだ。

　あいつにあんな顔、させたくなかったし、させるべきじゃなかった。

　何もわからず無知だった俺が原因だ。

　……奈巳と話さなきゃいけない。謝りたいこともあったし、それに知りたいこともあった。あいつはきっと俺の知らない何かを知っている。

「さて……」

　頰ほおを叩くと、パアンと小気味のよい音が部屋に響いた。ちょっと気合いを入れ直さなきゃな。

　それから奈巳に携ケー帯タイから電話を掛けた。呼び出し音が続く。奈巳はなかなか出ない。

「……俺、告白されたんだよな」

　自分の部屋でついつい独り言を呟つぶやいてしまう。

　あんな状況ではあったが、奈巳は俺に想いを明かしてくれた。

　子供の時のように、幼いままじゃない。

　とても、強い好意をぶつけてきた。

　正直に言えば。

　俺が奈巳に対しての恋心を少しずつ消していったように。

　奈巳もすでにそんな気持ちは薄れていっているものと勝手に思っていた。

　でも、




『十年以上前から、あたしの方が先に好きだったのに！』




　ってことは、あいつはずっとずっと好きでいてくれたってことだよな。

　俺は……親父に奈巳が駄だ目めだと言われて。あまり仲よくするなと言われて。

　結局、その通りにした。

　小学生の時に自然と男女でグループが分かれて、その流れに反抗しなかった。

　適てき正せい者しやではないから駄目だと言われて俺がすぐ諦あきらめてしまったことに、奈巳も気付いていたはずだ。

　奈巳はどんな気持ちでいたのだろう。

　何で俺はあいつの想いに気付けなかったのか。自分が情けなくなってくる。どこかにきっとサインはあったと思うのに……。

　でも、あいつの瞳ひとみには間違いなく適正者の紋章があるはずなんだ。

　だとすれば、〝適正者ではない〟〝だから諦めろ〟という前提が崩くずれる。

『ナギと恋人になっても問題がない道を探してきたのに！』

　だけど、奈巳はそれを言い出すこともできなかった。

　適正者という以外に問題があるのかもしれない。

　あいつは何を知ってたんだろう。

　それも、聞きたかった。

　何が奈巳を苦しめていたのか、を。

「出ないな……」

　呼び出し音が続き、留守電にも切り替わらない。

　仕方ない。いるかどうかはわからないけど、直接あいつの家に行こう。

　俺は電話を切り、外出準備を整えて玄関へと向かった。

「おや、兄さん、お出掛けですか」

「ああ。ちょっと奈巳の家に行ってくる」

「了解です。気をつけてくださいね。もし途中で鬼に襲われたら電話してくださいよ。あと夜は冷えますから暖かくしていってくださいね」

「へいへい」

　紗さ優ひろに伝えて、俺は家を出る。そして、奈巳の家まで走った。

　家の場所は昔から知っている。

　あいつも俺たちと同じように、親元から離れてひとり暮らしをしていた。

　元々、俺たちが住んでる神社に近いところにいた家族だったから、幼稚園は同じ場所に一緒に行っていたのだけど、俺も奈巳も小学生の時にこっちへ出てきた。

　最初はお互いの親も一緒だった。

　高校に入ってから、俺の親父は海外へ出て、母さんは実家に戻っている。それ以来、紗優とのふたり暮らし。

　奈巳もそれとほぼ同じだったらしい。高校に入ってから、母親と父親は元いた場所に戻ったのだという。

　中学の時に会話をする程度にはよりを戻して、紗優と一緒に何度かあいつの家にも行った。

　その時、奈巳はいつも笑顔で出迎えてくれた。

　でも、あの笑顔の裏には、ずっとずっと言い出せずにいた苦悩があったのだろう。

「……着いた」

　ようやく彼女の家に到着する。

　三階建ての木造アパートメントで、奈巳の部屋はその三階だ。外から見る限り、明かりはついていない。

　扉の前でインターホンを押す。反応はない。だけど、中に人がいる気配を感じる。

　ドアノブを捻るとあっさりと回って、扉が開いた。

「……不用心だな」

　こっそりと中へと入る。

「おじゃまします」

　室内は暗かった。だが、キッチンの奥にある部屋のカーテンが閉められていないためか、そこから月の光が差し込んでいる。

　キッチンの横を通って中へ進むと、その部屋の隅すみに奈巳はいた。体育座りをして俯うつむいている。月光に照らし出されて、少し神秘的な雰ふん囲い気きを醸かもしていた。

　俺という侵入者がいるのに奈巳は動かない。まるで彫ちよう像ぞうのようで不安になる。

　時とき折おり呼吸で動く肩かただけが、生きているのだと安心させた。

「奈巳」

「………」

　反応をしない。

「勝手に隣となり座るぞ」

　俺は奈巳の隣に座る。苦情は出ない。というか、何も言ってこなかった。

　何も反応してくれなかったので、奈巳のほっぺたをつつく。

「………」

　反応しない。しかし、俺はめげずにつつく。

　ぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷにぷに。

　おお、柔らかい。癖くせになりそう。

「あにしてんのよっ！」

　ようやく反応した。

「聞こえてんじゃん。何浸ひたってるんだよ」

「うっさい！　人の気も知らないであんたって男はぁっ！」

　人の気も知らないで、か。

　月の僅わずかな光でも、奈巳の瞳が真っ赤になっているのがわかる。泣き腫はらしたあとのようだ。

「……ああ、確かに知らなかったよ。もう子供の時とは違うと思ってたからな」

「ふんだ。子供の時から変わらない想いだって……あるんだから……」

　部屋の中がまた静かになる。

「なあ」

　俺は奈巳の前に座り、その目を見据えた。

「俺が鬼――凜々さんに襲われていた時に助けてくれたのって、奈巳だったんだろ？」

　奈巳はすぐに答えなかった。その表情は迷っているようにも見える。

　視線を逸そらし、だが、少し時間が経たってから、小さく頷く。

「教えてくれないか？　色々と、さ」

「あんたに、迷惑かかるかもよ？」

「お前相手だったらこのまま教えられないよりかは、迷惑をかけられた方が嬉しいよ」

「ばか」

　奈巳が頰を赤くする。でも、その表情は少し嬉しそうだ。

「そうよ。あの狐きつねのお面を被かぶってたのはあたし」

　奈巳は立ち上がり、タンスの中から狐のお面を取り出した。

　あの時見たお面とまったく一緒だった。

「やっぱりそうだったのか……。じゃあ、あの力は？」

「あたしも、あんたと同じに近い……かな」

「同じって、まさか武士もののふ……？」

「そうね。でも、ちょっと違うわ。あんた、自分の始し祖そ様の話は知ってる？」

「そりゃまあ」

　それこそ子供の頃から絵本のように何度も何度も聞かされた。

「その時に……鬼おに神がみを封じた武士に妻がいたことは？」

「ああ、知ってる」

「その妻の方の血統なのよ、あたしたちは……」

「その妻の……？　確か死んだはずじゃ……」

　鬼神を封じる最中に、殺されたと古文書には書かれていたはずだ。

「死んでいなかったのよ……。でも、記憶を失って放ほう浪ろうして――相あい坐ざ家とは別の家族を作ったの」

「そ、そうなのか!?」

　生きていた。そんなこと、今まで読んだ古文書には一言も書いてなかったぞ。

「死ぬ間ま際ぎわにすべてを思い出して、すべてを悟さとって――相坐家を捜し出してフォローするようになったわけ」

「聞いたことないぞ、そんな話」

「当然よ。あたしたちの存在は秘ひ匿とくされてるんだから。その存在を知るのは、相坐の本家でも上の方だけ。今の本家当主代行の津つ見み姉ねえは知ってるわよ」

「なんで、秘匿になんて……」

「家の規則なのよ。秘密にする理由は……今のあんたには言えない。本来、あたしがそっちの血統っていうのも明かしちゃいけない話だし」

「そっか。じゃあ、そこは深くは聞かない」

　秘匿しているというからには、鬼神や武士について話すことすら禁きん忌きのはずだ。

「ただ事実なのは……血を絶たやさないために、相坐家と深く干渉することを禁ず、ってあること。お母さんも、お祖ば母あちゃんも、ずっとそうしてきたから……あたしだけがそれを破るわけにもいかなかった」

「あれ？　結構、干渉してるような気が」

　子供の頃、近くに住んでいたわけだし。

「……本当ならあたしたちは、協力し合うはずだったの。今こん代だい……つまり、あたしとあんたが」

「そうだったのか？」

「試験的に、ね。今後、連れん携けいを強めて、相坐本家を支えていくために」

　そんな話は聞いたことがない。それが明かされていないのは、本家や親父にとって俺が信用できないからか……？　それとも別の理由でもあったのだろうか。

「でも、仲良くなりすぎた……あの時は未熟な血の力が惹ひかれ合ってるだけだってお母さんは言ってた。このままじゃ結びつきが強すぎて、遠からず引き離すのが困難になるし、特に力を持ち始めて駆け落ちでもしたら危険だからって引き離されたの。あたしたちは家族になったらいけないから……」

「家族……？」

　そう尋たずねると奈巳は頰をぽっ、と朱しゆに染そめた。

「に、鈍にぶいわね……。夫婦になることよ！」

「あ、ああ！」

　そういうことか。本当に奈巳の言う通り、鈍いな、俺は……。

「あんたの恋人には、条件が必要なんでしょ？」

「知ってたのか」

「知ってたわよ。子供の時に知ったわ」

「俺もお前の目に紋章がいきなり見えなくなって、もう仲良くするのはやめろって言われたな」

「適てき正せい者しやの紋章……ね」

　奈巳が指を目に近づけ、そこからコンタクトレンズを取り出す。

　指にはうっすらと透明なレンズがあった。やはり着けていたのだ。

　そして、予想通り――奈巳の瞳には紋章が浮かんでいた。

　蒼き三日月の紋章が。

「ホント、コンタクトがずれて見えちゃうなんて……誤算もいいところね」

「なんで、隠してたんだ？」

　そもそも適正者であれば、結ばれることには何の支し障しようもないはずだ。

　俺は奈巳が適正者じゃなくなったから、親に引き離されたと思っていたのに……。

「あたしたちの血を絶たやすわけにはいかないからよ」

「え、でも……」

「あたしたちの血統も鬼神の呪いのせいで初はつ子ごにしか力が発現しないのよ。だから、えっと……あたしとあんたが夫婦になったら、どうなると思う？」

「どうなるって……」

　伊い澤ざわ家も相坐家も、初子にしか力が発現しなかったら……。

「そりゃあ、力を継ぐ家系はひとつになる……ってことだよな」

「そう。そして、どちらかの力は消えるの」

「力が消える？」

「基本的に、ふたつの異なる血の力は共存できない。あたしたちの子供はね、どっちかの力しか受け継がない」

　前に親父も似たようなことを言っていた。海外でそんな話を聞いたと、俺に説明してくれた。

『計画的に配合することで両方の力を持った子供が生まれるらしい。他にもそのふたつの力が融ゆう合ごうして、まったく別の力になるとかな』

　とは言ってたけど、計画的にやれば――だからな。俺たちに当あて嵌はまるかどうかはわからないし、偶然そうなっているとも思えない……。

「そうなれば、もう伊澤家は相坐家をフォローすることができなくなる。それに、あたしたちがひとつになることで、最悪、もうひとつの災さい厄やくを生み出すことになりかねない」

「災厄……？」

「……気にしなくていいわよ。話を戻すけど、あたしは血を途と絶だえさせるわけにはいかないの。でも、あたしはどうにかして、この呪いを打ち破る方法を……呪いの抜け道を探してた。ずっと……ずっと……」

　奈巳は――ずっと想いを胸に秘めて、誰にも言わず過ごしてきたのだろう。

　不意に愛いとおしくなって抱きしめたくなってくる。でも、今まで何もしてこなかった俺がそれをするのは都合がよすぎるだろう。今の俺にそんな資格はない。

「だけど、あたしはひとつ見つけたの」

　奈巳が俺を見ながら少し興奮気味に語る。

「双子を産めば、それぞれに力が受け継がれるってことをね」

「そうなのか？」

　いや、確か……。そうだ、御雷先輩だ。

　先輩と凜々さんは双子で、それぞれ力を受け継いでいると言っていた。

「もしかして、前に御雷先輩と話していたのってそれだったのか？」

「そうよ。双子を確実に産む方法を知ってるなんて言われたら、ね。相手が鬼だとしても聞きたくなったのよ。ナギに見られるなんてホント油断してたけど。何だと思ったの？」

「……いや、子供を孕はらんで、御雷先輩に堕おろせって言われてるのかもって」

　その瞬間、奈巳は沸ふつ騰とうしたかのように顔を真っ赤にする。

「ば、馬鹿じゃないの!?　なんでそうなるのよっ！」

「い、いや、俺だっていくらなんでもあり得ないって思ってたぞ！　ただ、お前が産みたいとか、御雷先輩が堕ろせとか言ってたから」

「双子を産みたいって言っただけよ！　先輩がおろせって言ってきたのは手のこと！」

「そ、そうだったのか……」

　それにしたって紛まぎらわしかった気がするんだけどなぁ。

　盛せい大だいに溜息を吐きながら、奈巳は説明を続けた。

「でも、結局聞けなくて……。それに双子を望んで産めたとしても、生まれてくる子供をあんたと結ばれる手段にしたくなかった。子供をそんな目で見たくなかった。命を冒ぼう瀆とくしてるような気がして……。だけど……あんたと結ばれることを許してもらうには、それしか方法がなくて……」

　奈巳も悩んでいたのだ。命を意図的にふたつ生み出すということに。

　一般的に、双子というのは結果でしかない。意図的に産むことは不可能とされている。

　だから意図的だと、やはり心に刺さるのだ。どうしても。命を弄もてあそぶような気がして。

　俺が適正者と非適正者を分けて考えることを苦く悩のうしていたように。

　俺たちは……順番が逆なのだ。世界のために子供の能力という結果が優先され、お互いの気持ちは後回しとなる。

「奈巳……」

「鬼神が倒せたら……こんな想い、しなくて済むのかな」

　奈巳が、俺を見つめてくる。切なそうに。悲しそうに……。

「大手を振って、あたしはあんたに告白できるのかな」

「……奈巳、俺さ。鬼神を倒せるかもしれないという話を聞いたんだ」

「あたしも聞いたわよ……。御雷先輩との会話、ちょっと盗み聞きしてたから。双子の話もそこで聞いたし」

「あ、あの時の反応はやっぱりお前だったのか」

「ごめんね。一応、あんたの監視を強化しろって相坐の本家から言われたからさ。情けないことに、双子の話を聞いた瞬間、今までにないほど興奮しちゃって力を洩もらしたけど」

「い、いや、まあ、別にいいけど。もしかして、結構色々視てた？」

「うん。怪しい動きをしてたら監視して逐ちく一いち報告しろって言われてたから……」

「そうだったのか。じゃ、もしかしてゴールデンウィーク前の話だけど、魅み花かと映画行く約束した時にいきなり出てきたのって……」

「う、うん……。待ち合わせ場所とか時間を聞き損そこねたから、紗優に聞いたけど」

　……実際、あの時は何で奈巳が戻ってきたのかわからなかったからな。

「軽けい蔑べつした？」

「別に。本家に言われてたんだったら仕方ないだろ。……ってことは、魅花を鬼だって知ってたのか？」

「転校初日に力が一度洩れたでしょ？　その時に気付いたわ。まあ、あたしも力を失った鬼だから危険性はないって思ってたけどね」

「俺と同じか」

　魅花から洩れた力は弱かったからな。俺も力を失った鬼だと勘違いしていたし。

「あのさ」

「……なによ？」

「俺はお前と一緒に鬼神を倒せるなら、倒したい」

　すると、奈巳は少し口を噤つぐんだ。

「……表だって協力はできそうにないけど……応援してるし、今まで通り裏から支えるから……。鬼神を倒せるなら応援する」

「あ、ああ……。仲間になってはくれないのか？」

　そう尋ねると奈巳は寂さびしそうな顔になった。

「……まだ、どうすればいいかわかんない」

「そっか……。ま、いきなりだしな。わかった」

　そして、しばらくの静寂の後、奈巳はしおらしく呟く。

「ねぇ、ナギ」

「なんだ？」

「幼稚園の時は、あたしたち相思相愛だったよね？」

「あ、ああ……」

「お母さんは血が惹かれ合ってるだけなんて言ってたけど、あたしはあんたのことを本気で好きだったと思う」

　恥はずかしいことを直球で聞いてきたな。

　でも、あの時はお互いがお互いを好きだった。確かな絆きずながあったのだ。間違いなく。

「あたしへの想い、まだ……残ってる？」

　俺はその問いに即座に答えることができなかった。

「俺は……」

　どうにか言葉を紡つむごうとするが、それ以上続けることができない。

　すると、奈巳が小さく息を吐いて、切なそうに笑顔を浮かべた。

「あはは、ごめんね。やっぱ、今のナシ」

「……ナシにするのか」

「まだ、聞く勇気もないのよ、あたしは。紗優にも言われたけど、あたしは卑ひ怯きようで臆おく病びよう者だから……」

　そう言って立ち上がる。

「でも、話せてよかったかな。少しすっきりしたし。さて、あたしもそろそろ元通りにするからさ。あんたも元通りにしてよね？」

「奈巳……」

「もう。辛しん気きくさい顔しないの。あたしは別に諦めたわけでもなんでもないから。ちょっと感情が抑おさえきれなくなっただけで。まだまだ修行不足なのよ。今度会ったら、凜々さんにも謝らないとね」

　まだ奈巳は辛そうな顔をしている。

　だが、どちらかと言えば、俺に帰って欲しそうに……いや、ひとりになりたそうに見えた。

「……わかったよ。今日は帰る。でも、ちゃんと明日から普通にしてくれよ」

「りょーかい。もう吹っ切れたし、気持ちの切り替えはするわよ」

「ああ、じゃあな」

　俺は玄関に向かう。

「ナギ」

　扉を開けて外に出たところで、呼び止められた。

「来てくれて、嬉しかった」

「お前のためなら、呼ばれりゃいつだってくるよ。ああ、あとこれ忘れてた」

　俺はポケットの中から包装された物を取り出す。それを奈巳に放り投げた。

「何これ」

「この前出掛けた時にお前がいいって言ったアクセサリーだよ」

　トイレに行くと言って奈巳から離れた時に買ったのだ。

　本当だったらあの時、変なことに巻き込んだお詫わびと、選んでくれたお礼にと、最後に渡すつもりだったんだけど逃げられたからな。

「あ、ありがと……。あ、月のブローチ……」

　月明かりでほんのりと見える奈巳の頰は真っ赤になっていた。照れているのかもしれない。

「じゃあな」

「うん……」

　俺は扉を閉める。すると、小さくカチャリと鍵の音がした。

　もうここにいても仕方ないし、家に帰ろう。

　きっと、明日には元通りだ。




　　　　　◇　◇　◇




　俺は廊下を歩いていた。そこは……懐かしい中等部側の校舎だ。

　重そうな荷物を持った女の子が前を歩いていた。その手の中に段ボールが三個ほど積み上げられているのがわかる。

　足取りはしっかりしていて危なげもなかったが、なんとなくその状況に居たたまれなくなった。

「あの……半分、持とうか？」

「え、あ。大丈夫で――って、あ、え……な、ナギ!?」

「あ、あれ？　奈巳か？」

　女の子は奈巳だった。今よりも幼く、高等部ではなく中等部の制服を着ている。

「ま、いいや。持つよ」

　奈巳の持っていた段ボール二個を持つ。

「あ、あり、がと……」

「どこに持ってくの？」

「あ、第二校舎の視聴覚室に……」

「了解。俺も行くところだったし」

　すると、奈巳は驚いたように目を瞠る。

「もしかして、文化祭実行委員に？」

「あ、ああ。推薦されてな」

　室むろ道みちに推薦されて無理矢理やらされたんだった。

「そ、そうなんだ。あたしも同じ」

「そっか。とりあえず、行こうぜ」

「う、うん……」

　俺たちは荷物を持ちながら、視聴覚室へ向かう。

　しばらく無言で歩いていたが、

「……久しぶりだね」

　ふと奈巳がそんなことを言ってきた。

「そうだな。ナギなんて呼ばれたのも懐かしいよ。ふたりで話すのも何年ぶりだ？」

「五年ぶりぐらい、かな？」

「そのぐらいかー」

　こうしてみると本当に長い時間、俺は奈巳と喋しやべっていなかったんだなぁ。

「どうして、話しかけてこなくなっちゃったのよ」

　奈巳が冗談めかして聞いてくる。

「あの時期は、女の子に話しかけるのは恥ずかしかったんだよ」

　女に用もなく話しかけただけでからかわれるような雰囲気が、あの時にはあったからな。

　それに、親に当分近づくなと言われたのもある。

　どちらかの要素が欠けていたら、まだ俺は奈巳と話ぐらいはしていたかもしれない。

　話しかけたいと思っても、冷やかしと親の言葉が必ず頭を掠かすめたのだ。あの時は……。

　そうこうしているうちに時は過ぎて、どんどんと話しかけづらくなっていったことを朧おぼろ気げに思い出す。

「そうかもね。あの時はあたしも男子に話しかけるのが怖かったし」

　そう言って、申し訳なさそうに奈巳は笑った。

　そして、怖おず怖おずといったように口を開く。

「ねえ」

「ん？」

「……ううん、なんでもない。委員会もあるし、これからはまた話せるよね」

「そうだな。一緒に協力して文化祭盛り上げていこうぜ」

「うん！　がんばろ！」

　奈巳はニッコリと笑顔を浮かべる。

「あと……段ボール、持ってくれてありがと」

　そして、照れくさそうにそう呟いた。




「朝ですよー。おはようございます、凪なぎ紗ささん」

　目を覚ます。身体を起こすと、すぐ傍に魅花がいた。今日も金色の髪が朝日に煌きらめいている。

「うー……」

　懐かしい夢を見た。あれは中学の二年の時だったかな。

「どうかしました？」

　夢に耽ふけっていると、目の前にいきなり魅花の顔が来た。俺の顔を下から覗き込んでくる。手が俺の足に乗っていた。微かすかな重みが心地よい。

　でも、朝からこの構図は心臓に悪かった。いきなり動どう悸きが激しくなる。

「顔赤いですよ？」

　それは魅花が近すぎだからなんだけど……！

「い、いや……だ、大丈夫だから」

「無理は駄目ですよ。熱は……」

　すると、魅花はさらに顔を近づけてきて、ピタリと額ひたいを付けてくる。

「熱は……なさそうですね」

「えっと……」

　魅花の額から、温かな体温が伝わってきた。

　……ホント、大だい胆たんというか、警戒心が足らないよなぁ。

　自然と目が唇くちびるに引き寄せられてしまう。

　一度、重ねたことがあるんだよな、あの唇に……。

　今もちょっと顎あごを動かしたら、触ふれてしまいそうで――。

「いい雰囲気ですね」

「うわぁ！」「ひゃうっ！」

　咄とつ嗟さに離れる。

　ドアにエプロン姿でお玉を持った紗優がいた。

「いえいえ、私に構わずどうぞ」

「構うわ！」

「では目隠しをしているので、続きをどうぞ」

　すると、紗優は両手で顔を覆おおう。だが、そう言いつつ指の隙すき間まからちらりと覗いている。見る気満々じゃないか。

「やれるかっての」

　俺は布団から出た。

「ほら、着替えるから出てってくれ」

「はい。では、姉さん行きましょう」

「うん。紗優ちゃん」

　そう言ってふたりは部屋から出て行く。

　朝から気疲れしてしまった。




「おはよ」

　いつものように三人で登校しているところで、普段と同じように奈巳が合流する。あっさりとした感じだったが、俺は心の中でほっとした。

「おはようございます、奈巳さん」「お、おはようです」

　それぞれ挨拶して、学校に向かう。

　歩きながら奈巳が俺に耳打ちしてきた。

「ナギ、昨日は悪かったわね」

「いや、別に気にするなって。俺も気にしないからさ」

「うん、わかった。切り替えて、今日から元通りだから」

　見慣れた奈巳の元気そうな笑顔だった。

　ただ、むしろ、目の輝きというか活力は増してる気がするが。

　ふと見ると、鞄かばんには俺が渡した月のブローチが付いている。

「何かいいことあったのか？」

「んーん、別に。全部話しちゃったから、吹っ切れただけよ」

「そっか。ならいいけど」

「だから覚悟してよね」

「何を!?」

「ふんだ。秘密よ」

　ちょっと意地悪そうな表情を浮かべる。そこにもう影はない。

　まあ、こういうのも奈巳らしいかな？

「お手柔らかにな」

　俺もそんな奈巳を見て、少しだけ心が軽くなった。

「何かわかり合ったような雰囲気ですね」

「な、なんだか、熟年夫婦みたいな感じです……！」

　紗優と魅花がおかしなことを言っていた。

　小さくてよく聞こえないが、またふたりで話してる。「負けたら駄目ですよ」とか「付き合いの長さには……」とか聞こえてくるけど、本当に何を話し合ってるんだか。

「ほら、きびきび歩く！　遅刻するわよ」

　そんな軽いやり取りをして、この話は終わった。




　それからいつも通り学校も終わって、放課後。

　教室が放課後特有の喧けん噪そうに包まれる中、奈巳が近寄ってくる。

「たまには一緒に帰りましょ」

　珍しくそんなことを言われた。

　それに気付いた真ま城しろさんも寄ってきて、奈巳へと声をかける。

「おっと。奈巳りん、ようやく調子戻ってきた？」

「うん、ごめんね。気を遣つかわせちゃって」

「いいっていいって。ほんじゃ、旦だん那なと仲良くね」

「だ、だからまだ、旦那じゃ……」

「うひゃひゃひゃひゃ。素直になりなってー！」

　言うだけ言って、真城さんは教室を足早に出て行った。

「もう……。ほら、魅花も一緒に帰ろ」

「は、はい！」

　帰り支じ度たくをすませた魅花も交えて、俺たちは正門へと向かう。

「おや、帰りに奈巳さんも一緒なんて珍めずらしいですね」

　その途中、紗優も合流した。奈巳を見て意外そうな表情を浮かべる。

「そんなに珍しいかしら」

「そうですよ。帰りはあまり記憶にないですし」

　そんな会話を耳にしながら、正門から出た。人はまばらで、今はほとんどいない。

　すると、

『お会いしとうございました』

　凜り々りさんがいた。ぽてぽてと俺に駆け寄ってくる。

　そして、ぴょんとジャンプして俺に飛びついてきたので、それを抱だき留とめた。

「うおっ！」

『温かいです』

　俺に抱きつきながら、人工音声をスマホで流してくる。ホント、器用だな。

「ちょっと離れなさいよ！」

　そこへ、奈巳が俺と凜々さんを相当強い力で剝はがしにきた。

「いや、奈巳、そんなむきに――」

「なに言ってんの!?　あんた、容姿に騙だまされすぎよ！　一年先輩なのよ!?」

　……そういや、そうだった。

『子供扱いは困ります』

　凜々さんまで拗すねるような顔をした。それもまた容姿相応で可愛らしい。

　……っと、また子供扱いをしてしまった。

「凜々さん。は、離れてくださいっ！」

　そこに意外な声が割り込んでくる。少し怒った顔をした魅花だった。

　何で魅花まで？　横でニヤリと笑いまんざらでもなさそうな紗優に、何か余よ計けいな口出しでもされたのか？

　俺の戸惑いにも構わず、魅花も俺と凜々さんを剝がそうとする。

　凜々さんの力が魅花の〈霧む散さん〉で消されたからか、簡単に俺から外された。

『むぅ、これが魅花さまの力ですか』

　なんとなく感心したような表情だ。

『ですが、奈巳さまも魅花さまも、凪紗さまのお嫁さんになりたいのですか？』

「えっ……そ、それは……。わたしはまだそんな……」

　その問いに、魅花は口籠もった。

「そうよ！　ナギの嫁になるのはあたしよ！」

　対照的に、奈巳は退こうとしなかった。はっきりとそう宣言する。

　そんな態度に魅花が目を白黒させていた。凜々さんもこの返しを予想していなかったのか、少し狼ろう狽ばいしている。表情からは気付きにくいが紗優までもが驚いていた。

「お、おい。奈巳、お前……」

「何よ。朝にも言ったでしょ。もう切り替えたって。あたしはもう悩むのはやめたの」

　確かに言ってたけど、そういう意味だったのか。切り替え、早すぎだろ。

「あんたの嫁になれる保証も、その条件を満たせる保証もないわ。でも、あたしはもう諦あきらめないって決めたの。手段が見つかっても、その前にあんたに恋人ができてたら後悔してもしきれないし」

　本当に吹っ切れているようだった。奈巳がそれでいいなら、俺もいいんだけど……。

　告白されてると考えると、とても恥ずかしい。自然と頰が熱くなってきた。

　そして、奈巳は凜々さんを不敵に睨む。

「今度は……言いくるめられたりしないんだから！」

『なるほど。覚悟ができているようですね』

　ふたりが一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気を醸し出す。今にも互いに殴りかかりそうで怖い。

「まあまあ、喧嘩はよくありませんよ」

　それを一番年下の紗優が宥なだめた。

「何よ。また仲良くお買い物にでも行けばいいの？」

「奈巳さん、荒れてますね。お肌によくないです」

「よ、余計なお世話よ！」

　奈巳が怒っても、紗優は動じない。

　そして、人差し指を立てて提案をした。

「兄さんのお嫁さんになるのが目的であれば、強さは問題ではありません。一番重要なのは――家事の能力です」

　その言葉に女の子たち三人がはっとした表情を浮かべる。

「小こ姑じゆうとかよ」

　俺としてはこっちの方が思い浮かんだのだが、全員にスルーされた。寂しい。

「ってことは、何」

「炊すい事じと洗濯と掃そう除じとかを」

『凪紗さまのために尽つくせばいいのですね』

　奈巳と魅花と凜々さんは納得したらしい。

「というわけで、三人全員にやっていただきましょう」

　紗優が淡々と三人に向けて告げる。

「いいじゃない。家事の腕には覚えがあるわ。ひとり暮らし舐なめんな」

　と、奈巳が腕を捲まくる仕草をして、自信満々に言い切った。

「わ、わかりました！　紗優ちゃん仕込みの家事を見せましょう！」

　魅花も胸の前で拳こぶしを握って、やる気満々だ。

『花嫁修行の成果を見せる時ですわ』

　凜々さんは袖そでで口を隠しながら、余裕の表情を見せている。

　三人ともすでに臨りん戦せん態たい勢せいだった。
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「……っていうか、その。魅花、も？」

「も、もちろんですっ！」

　魅花もとても意気込んでいる。

　あれ？　あれ？　俺は魅花に振られたんだよな……？

「家事で負けるわけにはいきません！」

　……深く突っ込んだら負けなのだろうか？　女の子として家事では負けたくないってことだろうか？　女の子はわからない。

「まあ、兄さんは見守っててください。亭てい主しゆ関かん白ぱくの如ごとく」

「それもどうなんだ……」

　まあ、家事はできないから見守るしかないのだけど。

『もしよろしければ、賞品には凪紗さまとの接せつ吻ぷんを所しよ望もうします』

「ちょっと、凜々さん!?」

　いきなり凜々さんはとんでもないことを言い出した。

　だが、俺を押しのけて紗優は満足そうに頷く。

「いいですね。では、勝者には兄さんからのキスとなりました」

　その紗優の言葉に、魅花と奈巳の目つきが鋭くなる。

　もちろん俺は強く長く反対したが、結局賞品が覆くつがえることはなかった。




　そして、俺たちは家へと帰ってきた。

　凜々さんは初めて入る俺の家に興きよう味み津しん々しんなようで、色々と辺りを見渡している。

「ちなみに本棚の裏に目立たせず隠された本が兄さん特選の――」

「またかあああああああああああああああ！　紗優っ、やめてっくださいぃ！」

　本棚の裏に手を伸ばそうとする紗優を必死で止める。ほとんど室道に預あずけたはずなのに、そう言えばまだここが残ってた！　そして、紗優はなぜ知ってるのか!?

『あらあら。男の子でしたら持っているのが当然ですよ』

　凜々さんはとても包ほう容よう力りよくのある優しい目で俺を見つめている。これはこれで居たたまれない。

「不ふ潔けつ……」

　奈巳は奈巳で俺のことをゴミ虫みたいに見ている。酷ひどすぎる。

「？？？」

　魅花はまだわかっていないようだ。そこまで毒されていないようで安心した。

「まあ、前座は置いておくとしましょう」

　その前座で俺が酷い目にあったのに、紗優は特に気にもせずに続ける。

「家事をするとはいえ、我が家の掃除は私がこなしてますし、洗濯は今時の全自動なら誰だれでもできるでしょう。できなかったら論ろん外がいですしね」

　俺も自分の部屋の掃除ぐらいはするし、洗濯ぐらいはできる。ただ、紗優があまりやらせてくれないだけで……。

「というわけで定番となりますが、料理といきましょう」

　そこで紗優は微かに意地悪っぽく小さな笑みを浮かべる。珍しい顔だった。

「ただし、我が家の冷蔵庫に残ってるものを使って、です。料理もレシピ通りに作れば、手間はかかりますができますから。嫁に必要なもの。それは何か！」

　ビシッと魅花を指さす。

「ふえ、わたし!?　え、ええっと。今ある物で美お味いしいものを作ること、かな？」

「その通りです。食材はいつだって完璧ではありませんから。というわけで、ジャンケンして、勝った人からひとつずつ家にある食材を指定していってください」

　そして、料理勝負が始まった。

　ルールは一品のおかずを三十分以内に作ること。ただし、冷蔵庫にある物を使ってだ。

「メインになるものでもサブになるものでも構いませんよ。調味料は制限無しです。ただし、万が一メシマズな人がいたら、兄さんに食べさせることなく終了です。自分で食べてくださいね」

　それからジャンケンの結果、一番手は魅花に決まった。

　魅花は食材を冷蔵庫から取り出し、今は包丁で野菜と肉を切り刻んでいる。

　……ドジだけがちょっと不安だけど、

「大丈夫です！」

　と力強く言ってくるので、こっちもついつい「頑がん張ばって……」なんて返してしまった。

　魅花の小刻みに動く背中を見ながら、紗優に気になることを尋ねる。

「審査員は紗優がやるのか？」

「いえ、兄さんに決まってるじゃないですか」

　決まってるのか。

「兄さんの嫁を決める戦いなんですよ？」

「いや、冗談だろ？」

　いくらなんでも、こんなことで嫁が決まってたまるか。

「もちろん五割は冗談ですが」

「ってことは、半分は本気なのか……」

「ですが、三人で決着を付けるのに、兄さんが一番適しているのは確かですから」

「それで魅花が混ざってるのはなんでだ？」

「はぁ～……」

　何気ない質問だったのに、凄い溜息を吐かれた。

　いや、だって。俺、振られてるんだよ？　ごめんなさいって。

　それがなんで、この戦いに参戦してくるのか、よくわからない……。

　この催もよおしそのものが、身に余あまる光栄ではあるんだけど。

「できましたっ！」

　しばらくして、魅花の合図と共に料理ができあがった。

　先程から香ばしい匂いがリビングに立ちこめているので、実はとても期待している。

　皿に盛られているのは焼かれた変へん哲てつのない豚肉だ。ただ、何か野菜で作ったらしいソースがかけられていた。

「どうぞ！」

　そう言えば紗優の手伝いはしていたけど、全部が魅花の手料理っていうのは初めてだな。

「いただきます」

　一礼をしてから箸はしで肉を取る。口に入れると豚肉のしっかりとした肉の味と、爽さわやかな酸さん味みが舌を刺激する。

　しっかりと咀そ嚼しやくして飲み込んだ。

「これ、上にかかってるソースって、タマネギ？」

「そうです！　タマネギをすり下ろして、それを調味料と混ぜて、肉を焼いたフライパンで一煮立ちさせたものです。ピュレって言うんですけど、タマネギのえぐみが消えて、まろやかな味になってると思うんですけど……」

　説明された通り、タマネギの嫌な部分が消え、そのよさだけが引き出されていた。

「うん、美う味まい」

　肉も美味いが、このソースだけでも充分いける。むしろ、ご飯が欲しい。

　全部食い切ってしまいたいぐらいだったが、半分食べ終えたところで、

「はい、兄さんストップです。残りは私たちにも食べさせてください」

　泣く泣く他の三人に譲ゆずることになった。

　他の皆も似たような意見で、評判は上々だった。

「えへへ」

　褒ほめられたことが嬉しいのか、魅花は照れながらもまんざらではなさそうだ。

「姉さん。日々、鍛きたえていた成果が出ましたね」

「うん、紗優ちゃんのおかげだよっ」

　ハイタッチをするふたりは、本当に仲なか睦むつまじい姉妹のようだった。

「じゃあ、次はあたしね」

　そして、今度は奈巳が立ち上がる。颯さつ爽そうとエプロンをマントのように翻ひるがえして身につけた。

　料理をするだけだというのに、妙にかっこいい。

　冷蔵庫で押さえた材料は、主に野菜。実家が野菜を育てているから、扱あつかい慣なれているものを……ってことだろうか？

　トマト、じゃがいも、たまねぎ、にんじん、ピーマン、キャベツ、セロリ、アスパラガス、そしてトマトの水煮缶、ウィンナー。

　奈巳はまず野菜を切り始めた。魅花よりも速い。トン、トン、トンと丁てい寧ねいだった魅花に比べると、トントントントントントンと軽けい快かいな包丁捌さばきだった。

　野菜を切り終わると、温めていた鍋にオリーブオイルを垂たらし、野菜を順番に入れて、炒めてゆく。さらにトマトの水煮缶を投入。水を入れ、一煮立ちさせたあと、何か投入した。その次に妙みような粘ねん液えきを入れている。

「コンソメを入れましたね。とりあえず、奈巳さんの作ってるものはわかりました。ただ、その後に入れたのはわかりませんが……」

　俺には何を作っているのかすら全然わからん。

「できたわっ！」

　そして、お玉でよそって鍋から皿に移した。リビングへと持ってくる。

「即席のミネストローネよ」

　皿から立ち上る美味そうな匂いが鼻び孔こうをくすぐった。

　食わなくても美味いってわかる。不ま味ずかったらむしろ神秘だ。

「じゃ、ど、どうぞ……」

　奈巳からスプーンを控ひかえめに渡された。

「い、いただきます」

　スープをスプーンですくって口の中へ入れる。まずトマトの爽やかな酸味が口の中いっぱいに広がった。他にも様々な野菜のエキスが染み出しているのがわかる。

　続いて野菜を一口。とても柔らかく煮込まれ、こちらにはスープが染みていた。スープと野菜が渾こん然ぜん一体となって調和している。

　もう一口、もう一口――と食べている間に、いつの間にかスープはなくなっていた。

「お、おかわりする？」

「あるなら頼む」

「奈巳さん、私たちにも少しください」

　四つの皿が出てきて、皆で食べる。身体からだが芯しんから温まっていった。

「奈巳さん、美味しいです。これはトマトの味が際きわ立だってますね。これは最後に入れた調味料が？」

「よく見てるわね……。蜂はち蜜みつ入れたの。これで短い煮込みでもトマトの味が引き立つからね」

「いいことを聞きました。私も次に作る時、参考にします」

　これも紗優は大満足だ。凜々さんも魅花も感心した顔をしている。

『では、最後に僭せん越えつながら凜々がいきます』

　身長がキッチンの高さと合っていないので、昔紗優が使っていた台を取り出す。

　その台に乗って料理をする姿は、まるで子供が無理を押して作っているようでとても可愛らしい。

『紗優さま。お鍋、お借りします』

「どーぞどーぞ」

　そして、キッチンを使い始めてからというもの、凜々さんは黙々と料理を作っていた。

　材料は鶏肉、ジャガイモ、タマネギ、にんじん。

　鍋を用意して、そこに調味料を加えていく。

　花嫁修行をしてきたと豪ごう語ごしただけあって、包丁捌きがとても上手い。ジャガイモの皮むきを包丁で十秒とか、速すぎて紗優も目を瞠みはっていた。

「速……。スピードは私以上ですね」

　手際もいい。動きに無む駄だがなかった。

　人の家のキッチンだというのに、まるで使い慣れたように使いこなしている。

　それから凜々さんは、あくを取ったり、鍋の具合を確かめたりと、子供の世話を焼くように丁寧に鍋と向き合った。

　そして、規定の三十分が過ぎたところで、

『できました』

　皿に盛られて出てきたのは、肉じゃがだった。

「肉が違うぐらいで、材料と調味料を見た時点で予想はできましたが……」

　紗優が些いささか残念そうに言う。想定内だったのが不満らしい。

　俺としては美味そうだからいいけど……。

『召めし上あがれ』

「では、いただきます」

　ジャガイモに箸を伸ばし、口に入れる。

　凝ぎよう縮しゆくされた旨味が、一気に広がった。

　……なに、これ？

「美味すぎ……じゃない、これ？」

　ジャガイモの柔らかさ、味の染み具合、鶏肉のさっぱりした旨うまさ、タマネギのしなり具合、にんじんの甘さ、そのすべてが調和している。

　紗優の作る肉じゃがも相当美味いと思っていたが、これは一段か、下手をすれば二段ぐらい違っていた。

「あたしにも一口頂ちよう戴だい」「あ、凪紗さん、わたしにも」「私にも下さい」

　残った肉じゃがを三人で分けて食べる。

　すると、口に入れた瞬間、皆の顔色が変わった。

　紗優もぱっと見わからないが、不思議そうな顔をしている。

「これは確かに美味しいですね。凜々さん、これはどんなレシピで？」

『お婆ばあさまの秘伝なので、企業秘密です』

　と、紗優の質問に、凜々さんは悪戯いたずらっぽく返した。

　どうやら、門外不出のレシピらしい。

「……美味しい、です」「これは、負けね……」

　魅花も奈巳も、一口食べた時点で敗北を認めていた。

　確かに、ふたりには悪いのだが、レベルが違う。

　肉じゃがなのに、食べたことのない料理を食べたような衝撃が走ったからな。

　凜々さんがほっと胸を撫なで下おろす。

『ご満足いただけたようで何よりです。毎日の読書も効こうを奏そうしました』

「いや、本当にすごいよ。美味かった」

『毎日作りますよ？　凜々は凪紗さまのお役に立ちますので』

　直球がきて、言葉に窮きゆうしてしまう。

　ただ……凜々さんの言葉には少しばかり違和感を持った。すごく細かなことなんだけど、心が警けい鐘しようを鳴らしている。

　指摘した方がいい、と。

「え、っと……役に立つってそんな自分を物みたいに言わない方がいいですよ」

　すると、凜々さんは「えっ？」とぼんやりとした表情となる。

「作ってくれたらそりゃあ嬉しいですけど、それは別に役に立つからとかそういうのじゃないです」

　そう言うと、凜々さんは俯うつむいてしまった。身体をもじもじさせている。

「あんたって……あんたって……！」

「凪紗さん、凄いこと言ってます……！」

　いつの間にか奈巳と魅花に、呆あきれたように見られていた。

　し、失言だった？　いや、これは失言じゃないと思う！

　役に立つからとか、そんな言い方が自分を道具のように思ってるみたいで嫌だっただけで！　失言ランキング更新はナシだ！

「では、賞品はキスでしたね。さあ、どうぞ」

　そこへ紗優が凜々さんと俺の手を取った。

「さあ、どうぞって、それでできるか！」

『そうですね。凜々としても雰囲気がないと嫌です』

　……凜々さんの中では、すでにキスが確定しているらしい。いいのか？

「なるほど。シチュエーション込みですか。ごもっともです。では、どこかで相談でも……」

　そこで魅花が控えめに手を上げた。

「どうかしましたか、姉さん」

「し、親しん睦ぼくを深めるためと、健闘を称たたえ合あうために銭せん湯とうに行きませんか？」

　何の脈絡もなく、いきなり魅花がそんなことを言い出した。

「な、なんで銭湯？　もしかして、健闘と銭湯のダジャレ？」

「ち、違います奈巳さん！　ただの偶然です！」

　すると紗優が小さく口だけでニヤリとした表情をする。

「うふふ。姉さん、本当に銭湯、気に入ったんですね」

「う、うん。もう一度入ってみたいから」

　ワクワクした表情になった。本当に気に入ったらしい。そう言えば、前も行きたいって言ってたな。

「今日は銭湯もやってますし、そろそろ切れる割引チケットもありますし、ちょうどいいです」

「銭湯か。たまにはいいわね」

『銭湯とは大衆浴場のことですね。行ったことがないので興味あります』

　反対意見が出ることもなく、銭湯へ行くことになった。

　……なぜか俺も含めて。




「あ～、天国だー……」

　二週間ぶりぐらいのスーパー銭湯で、湯船に浸つかって身体を休める。

　広々と身体を伸ばせるのが銭湯のいいところだよなぁ。

　まあ、今日もまた混浴に呼ばれてるんだけど。前にも行った水着着用義務のある露天風呂だ。

　遅くなっても悪いし、そろそろ行くとしようか。女の子たちのところに行くのは気き恥はずかしいのだけど。

　湯船から出て、レンタルしてあった水着を穿はく。ガラスの扉を開けて外へ出た。

　前回はまだ外が寒かったけど、今日はそうでもない。夏が近づきつつあるのを実感する。

　水の足跡をぺたぺた付けつつ、混浴の露天へと到着した。皆は先に湯船に浸かっており、女の子同士で盛り上がっている。とても入りにくかった。

「兄さん来ましたね」

　紗優に気付かれる。こちらの顔を確認した凜々さんと奈巳は、さささっと遠ざかった。

「あ、凪紗さん。どうぞどうぞー」

　すっかり慣れた様子の魅花に促うながされて、俺も乳白色の湯へと入る。

　今回も皆ビキニでも着ているのか肩かた紐ひもが見えにくい。どうにも裸に見えてしまう。想像力に抑おさえが利かなかった。

　ちょっと冷静にならないと……。

「凜々さんも奈巳さんも、こっちに来てくださいよー」

　紗優が呼び掛けるが、ふたりはこちらを遠目に見守るだけだ。

「仕方ないですね。じゃあ、向こうに行きますか」

「そうだね、紗優ちゃん」

　紗優と魅花が俺の手を摑む。

「え……」

　そして、そちらへと向かった。俺の身体は当然引きずられる。

　奈巳と凜々さんは逃げようとするが、すでに端っこで逃げ場はない。

　隅っこに押し込んで、魅花と紗優と俺で囲む形になった。

「ふふふ、楽しく浸かりましょう」

　紗優が小さく不敵な笑みを浮かべる。

「というわけで、凜々さんのご希望を伺うかがいましょう。お風呂の中での行為がご希望ならば今ここで」

「なに言ってんの!?」

　賞品がキスとかいう時点でわけがわからないというのに。

　凜々さんは背中を向けて、何かもぞもぞとやっている。

　そして、本来食品などを入れるのに使うチャックつきのビニールの袋に入れたスマホを掲かかげた。持ち込んでたのね……。

　そこには、

『よくよく考えたのですが、接吻はまだ早い気がするので遠えん慮りよ致いたします』

　と書かれていた。

　凜々さんが良識的でほっとする。どうにかキスまでいかなくていいらしい。

「む、もしかして兄さんのツボをすでに見み極きわめましたか。押してダメなら引いてみろと」

「何を言ってるんだ、お前は……」

　おでこを指で突く。

「あうっ。兄さん、大胆ですね。それは今日は寝かさないぞというサインで……」

「そんなサインはひとつもない！」

「えっ。凪紗さんって十個のサイン持ってるって」

「魅花、お願いだから信じないで！」

「へーほーふーん……ナギってそういう……」

「だから、なんで奈巳まで信じてるんだよ!?」

　凜々さんはそんな俺たちを見て、クスクスと笑うような仕草をしていた。

「す、すいません。お見苦しいところを」

『いえいえ、いいのです。ですが……家族がいるというのは羨うらやましく思います』

　俺が謝ると、凜々さんは少し寂しそうな表情を浮かべる。

　その表情を見て――ふと頭を過った。

『わたしは普通の家庭がよかったです。父がいて、母がいて、姉がいて……。みんなと一緒に勉強して、遊んで……』

　以前の魅花の言葉だ。

　ふたりが似ているというわけでもないのに、その表情は妙に重なる。

　御雷先輩は言っていた。凜々さんは両親に捨てられたのだ、と。

　凜々さんは、そのことをどう思っているのだろうか。

　悲しみか、寂しさか、あるいはまた別の感情を抱いているのか……。

「では、キスの代わりに何がいいでしょう？」

　俺が少し考えに耽ふけっていると、紗優が凜々さんに尋ねた。

　凜々さんの指が再びスマホの上で動く。

『ふたりきりでのデートがしたいです』

　画面にはそう表示されていた。

「デートですか。いいですね。では、明日は休日になりますし、是ぜ非ひ是非。ナンパがありますから、なんて無ぶ粋すいなことは言いません」

　紗優はまったく動じず、俺の意志を無視して勝手に決めてしまった。

『ありがとうございます。楽しんできますね』

　魅花と奈巳は妙に不満そうだったが、料理の勝者には逆らうことができなかったのか、積極的に反対してくることはなかった。




　　　　　◇　◇　◇




　歩きながら携帯で時間を確認すると、土曜日の午後一時前だった。

　駅に着いた俺は凜々さんとの待ち合わせの場所へと向かう。

　駅前に到着すると、凜々さんを中心に妙な空間と雰囲気ができあがっていた。

　なんというか、そちらをチラチラ見ている人が多数いるのだ。老若男女おかまいなしである。

　でも、その気持ちはよくわかった。

　いつもの和服ではなく、今日の凜々さんはまるで西洋人形のような、いわゆる甘ロリとも言うべきドレスのような出いで立たちなのだ。背が小さいことも相あい俟まって、本当に人形のようだった。

　誰だって目を引かれるだろう。俺だって、凜々さんと知らなかったら間違いなく目を向けていたと思う。

　そんな凜々さんに近づくと、彼女はこちらに気付いたようで笑顔を向けてきた。

『ご機嫌よう』

　そして、いつものスマホで人工音声を流してくる。

「ごめんなさい、待ちました？」

　一応約束の五分前なのだけど。

　すると、凜々さんはふるふると首を振った。

　そして、右で人差し指を立て、左手でジャンケンのパーを作った。

　一と五。

「十五分？　もしかして、十五分前に来てたってことですか？」

　凜々さんは嬉しそうにこくこくと頷く。どうやら合っていたらしい。

　そして、俺の服の袖を奥ゆかしく摘つまんできた。

　いきなり抱きついてはこず、今日は姿に反比例して大人な感じだ。

「じゃ、行きましょうか」

　凜々さんはこくりと頷いた。

　俺たちは一緒にゆっくりと歩き始める。凜々さんが躓つまずいたり早足になったりしないよう注意しながらゆっくりと歩く。

「このぐらいの速度で大丈夫ですか？　ついてきづらいとかないです？」

『大丈夫です。お気遣い、嬉しいです』

　この散歩に明確な目的地はない。凜々さんの希望は、「ふたりで静かなところを歩きたい」ということだけだった。

　遊歩道や公園は前々から下調べしてあったので、そこを順じゆん繰ぐりに辿たどっていく。今日は天気もよく散さん歩ぽ日和びよりだった。

　その間、凜々さんは興味津々にあれは何か、これは何かと聞いてくる。

　それに俺が答えると、感心して、驚いて、笑って、感情豊かにころころと表情が変わる。

　それを見て、とても愛らしいと思った。

　だから、もちろん彼女からの好意は正直に言えば嬉しい。

　ただ、今俺が抱いている気持ちが恋かというと少し違う気がした。

　紗優に向けている感情に近い。あくまで女の子ではなく妹のような、そんな気持ちなのだ。

『好意を持ってる適正者とはちゃんと交流しておけよ』

　親父に昔言われた言葉が、ふと頭の中に浮かぶ。

　あの言葉からは、適正者だから交流を持て、という意味合いを感じた。

　でも、俺は当時からかなり違和感を持っていた。

　今でも思う。そんなことで、女の子を色眼鏡を通して見たくない、と。

　それが世界を守るためとか言われても、それは適正者だからと女の子を危険なことに巻き込む言い訳でもあるのだ。女の子の尊厳を踏みにじるのは断じて認めたくない。

　親父は親父なりに考えているのだろうけど……。

『どうかしましたか？　難しい顔をしておられますが』

　凜々さんが話しかけてくる。どうも考えが顔に出てしまったらしい。

　女の子と一緒なのに、別のことに思いを馳せるなんて……これだから紗優に甲か斐い性しようがないなんて言われるんだよなぁ。

「すいません。ちょっと別のことを考えてました」

『もしかして、他の女によ性しようのことですか？　それはいけません』

「ち、違いますから！　あ、公園に着きましたよ」

『もしかして誤魔化しましたか？』

「それも違いますので！」

　公園の中へと入り、俺たちは石造りの展望台へとやってきた。

　人はまったくいない。寂さびれてると言えばそうなのだけど、俺はこの雰囲気が嫌いではなかった。

『綺麗な風景ですね』

「ここの風景はお気に入りなんだ」

『凪紗さまのお気に入りを知ることができて嬉しく思います』

　ニッコリと笑顔。

　そして、俺たちは展望台に備え付けられたベンチへと座る。

　吹き付けてくる風が、少し強かった。

『居心地がいい場所ですね』

「気に入ってくれたのなら嬉しいけど」

『はい、凜々も嬉しく思います。それだけに心苦しくて……』

　凜々さんの顔から急に満面の笑みが消え、落ち込んだものになる。

　とても申し訳なさそうな……そんな様子だ。

「ど、どうしたんです？」

『実は謝らなければならないことがあります』

「え？」

　凜々さんが突然、そんな音声をスマホで流してくる。

　次の文章を打ち込んでいるが、その指は微かすかに震ふるえていた。

『凪紗さまに会いに来たのは、お婆さまや幽ゆう徒とに聞いた話だけではないのです。いえ、聞いたのは確かですが、それは凜々が〝凪紗さまのことを教えて欲しい〟とふたりに頼んだからなのです』

　教えて欲しいと頼んだ、ってことは……。

「ということは、俺が彼らに初めて会う前から、凜々さんは俺を知ってたってこと？」

　凜々さんは小さくこくりと首を動かした。

「ちょっと待って。どこで俺を知ったの？　いや、まあ、俺も武士もののふだから鬼の人たちが知ってても不思議じゃないけど……」

『凜々の身体を治してくれたお医者さまです。その方が、凪紗さまが凜々にさらに活力を与えてくれると仰ってくれたのです』

「お、俺が？」

『興味があったのは事実なのですが、最初から惚ほれていたかどうかと言われますと、首を傾げてしまいます。お婆さまや幽徒の話から好感は持てていましたが』

「あ、そ、そうだよね……」

　だよね。やっぱり、俺がモテるわけがないんだ。

『ただ、今は違いますよ？　凜々は好んで凪紗さまの傍そばにいます』

「……まさかまだお嫁になりたいってこと？」

『さて、どうでしょう？　そんなことを聞いてしまう人には答えてあげません』

　凜々さんは不敵な笑みを浮かべる。一筋縄ではいかないらしい。

　そして、そのまま話を続けた。

『お医者さまが言うには、おでこか口にキスをしてもらえば活力が湧わくということでした』

「も、もしかして初めて戦った時とか、それからもやけにキスにこだわったのは……」

『はい。凜々の身体はまだ完全に治っているわけではなく、〈一いつ子し相そう伝でん〉と呼ばれる御み業わざの力が必要と。ただ単にキスをしてもダメと、あとあと幽徒に聞きましたが』

　それで御雷先輩に〈一子相伝〉について聞いたってことか。

　いくつかの謎が解けたのはいい。だが、最大の謎が残っている。

「凜々さん……。そのお医者さんって、どんな人でした？」

『大きな人でした。髪を後ろで適当に結ゆわいていましたね』

　その情報にゾクリと薄ら寒いものを感じた。あまり聞きたくないが、さらに尋ねる。

「右目の下に……黒子はあった？」

『ええ、確かにありました』

　……まさかとは思っていた。

　凜々さんを診みた医者は、あまりにも武士や鬼のことを知りすぎている。

　そして、〈一子相伝〉のことを知っている。その上、凜々さんから聞いた容姿はすべてあの人に当あて嵌はまっている。

　失踪したはずの、本家当主――相坐八や嶋しまだ。

『どうかなさいましたか？』

「い、いや……なんでもないです」

　まだ確証がない。断定するのは早いだろう。

「ちなみに、それっていつぐらいの話ですか？」

『凪紗さまについて聞いたのは、一ヶ月ほど前の話でしょうか』

　なんだ？　八嶋兄は何をやってる？　もしかして、密ひそかに鬼に歩み寄ろうとしているのか？　鬼に歩み寄ろうとしたことで、本家に疎うとまれて追放されたのか？

　いや、まさか。あるわけない。八嶋兄がいなくなって、本家が立ち行くわけがない。

　そして、何よりも本家と使命のことを真剣に考えていた八嶋兄が、なぜ鬼と秘密裏に接触しているのか……！

『それで、ですね』

「あっ、ああ」

　いけない。今、八嶋兄のことを考えても仕方がない。

　凜々さんの話に耳を傾けないと。

『勝手なお願いとは存じているのですが、改めて凜々のおでこにキスをしていただけないでしょうか』

「え……!?」

『一度だけで構いません。もしかしたら、声を出せるようになるかもしれないとも言われているのです』

「声が……？」

『はい。だから、凜々は身体を回復させて……父と母を見返したい』

　凜々さんの表情に少しだけ影が差す。

　スマホを操作する細い指はまったく止まる気配を見せない。

『役に立たないから……畜生腹の片割れだからと凜々を捨てたことを……後こう悔かいさせたいのです』

　その瞳が潤うるんでくる。その表情はとても悔くやしそうだ。

　御雷先輩からも、お婆さんからも聞いていた。でも、凜々さんはそんなことを感じさせないぐらいに朗ほがらかで……俺はそこまで思い詰めていると気が回っていなかった。

　でも……自分自身を役に立つと言ったり、家族が羨ましいと言ったり、少しずつ彼女の出すサインに気付いたように思う。

「……身体が回復したら、どうするつもりですか？」

　凜々さんは答えない。いや、スマホに当てている指が微かに動いては止まっている。答えに窮きゆうしていた。

　両親に後悔をさせたい。それをするために凜々さんができることは多くないはずだ。

　考えすぎかもしれないが……それでも、嫌な予感がして俺は尋ねる。

「親に復讐とか……考えてませんか？」

　凜々さんの肩が小さく動いた。まるで少しだけ動揺したかのように。

　どうやら、当たっていたらしい。

　彼女の目的は、俺とのキスではない。それは手段であって、本当の目的は別にあったのだ。

「もし、それを考えているとしたら、俺は……できません」

　そう答えると、凜々さんが俯いてしまう。

「俺は凜々さんの思いの強さはわかりません。でも、そんなことに力を使うぐらいなら……それで両親との縁が切れてしまうのであれば、俺はやりたくない」

『凪紗さま……でも……凜々は――』

　スマホから人工音声が続いて流れる。だけど、俺はそれに被かぶせるように訴えた。

「親に復讐なんてやめましょう。それを忘れるぐらい楽しいことなんて俺たちがこれからいくらでも教えます」

　魅花は父親との絆きずなを求めたけど、凜々さんは違う。

　凜々さんは両親に捨てられた。凜々さんのその悲しみを想像はできても、その心の痛みを俺は理解できないだろう。

　でも、だ。

　たとえ相手が鬼の一族であっても。

　魅花のように親との別離なんてむざむざさせるべきではない。

　あの時の俺は何もできず、煉れん獄ごくさんを倒すだけで共存という道を探ることすらできなかった。

　だけど、もう違う。鬼と共に歩めるのであれば、そうしたい。

　甘すぎる考えかもしれないが……それでも共存できる道があるなら見つけたい。

　呪いさえ解ければ、俺たちはわかり合うことができるかもしれないのだから。

「だから、凜々さん。俺たちと一緒に来ませんか？　そのためなら、おでこにキスぐらいならいくらでもします」

　凜々さんは、俺の言葉に少し戸と惑まどっているようだった。

　反芻してくれているのか、あるいは考えを纏まとめているのか、目を瞑つむって静かにしている。

　そして、目ま蓋ぶたがゆっくりと開くと、スマホを操作し始めた。

『おでこにキスぐらいならいくらでも、ということは結婚もしていただけるということですね？』

「ちょっと!?　おでこにキスと結婚を同レベルで扱わないでください！」

　そうツッコむと、凜々さんは険けわしかった表情を崩し、おかしそうに笑う。

　俺もそれに釣つられて笑ってしまった。

　そして、凜々さんはスマホの上で指を這わせる。今回は少し長かった。

『では……教えてくださいまし。この世界の、楽しさを。今日は楽しかったです。皆さまと一緒に行ったお買い物も楽しかったです。……まだ両親を許すことはできませんが、きっとこの心の靄もやは晴らしてくれると……凪紗さまが言うのならば、信じます』
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　凜々さんは少し吹っ切れたような表情をしている。

　もちろんまだ両親を許せたわけではないだろう。

　世界が楽しいかどうかも、まだまだ不安だろう。

　でも、それは俺たちが少しずつ払拭していけばいいはずだ。

『では……おでこにキスをいただけますか？』

　凜々さんの表情が真剣なものになる。

　軽々しく使う力ではないけど、それで凜々さんの身体が治るなら。

　声が出せるようになるなら、喜んでやろうじゃないか。

　それに、八嶋兄が間違ったことをするはずがない。

　八嶋兄も、凜々さんに〈一子相伝〉をやれと言っているはずだ。

「少し身体が熱くなるかもしれないけど……」

『大丈夫です』

　凜々さんが立ち上がって、静々と俺の前に立った。そして、俺を見上げて思いっきり踵かかとを上げる。

　それでもまだまだ届かないので、俺は中腰になった。

　そして、凜々さんの前髪をかき上げ、そのすべすべの額を露あらわにする。

　凜々さんはぎゅっと目を瞑って少し震えていた。頰が赤く染まっている。

　俺も一瞬躊ちゆう躇ちよしてしまうが、もう言葉に出すような状況ではないだろう。

　凜々さんの額に、ほんの少しだけ口づける。

　俺の血と、凜々さんの血。血に内包される力を融ゆう合ごうし、圧縮し、加速させるイメージを形作る。

　すると、白い光が凜々さんの額から溢れた。

　俺たちを光の粒子が包む。そして、その粒子の群れは凜々さんを中心に急速に集つどっていった。

「来くる未みより二ふた親おやが招まねきに応えよ」

　凜々さんを覆う光がさらなる眩き光を放った。

「我らが血に導かれ、来たれ我が嗣し子し――」

　刹せつ那な――光が反転した。

　白から黒。神々しさから禍まが々まがしさへ！

「な、なんだ!?」

　暴力的なほどの力が、凜々さんの中で暴れ回っているのがわかる。

　本来ならば凜々さんとの子供が持つ異能を召喚する光――それが、まったく別のものへと変質していた。溢れるはずの光は、闇となって凜々さんの身体へと入り込む。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　喋れないはずの凜々さんの口から、絞り出すような叫びが逬ほとばしった。

　強烈な叫びに、頭が締め付けられたような痛みが走る。

「凜々さん！」

　彼女がこちらを向いた。だが、俺の声に反応したと言うよりは、物音に反応したといったようだった。

　可愛らしい顔が、まるで獣けもののように険しくなっている。

　なぜだ？　何が起こっている？

　これが、力を持つ鬼と武士が交わった結果だとでも言うのか!?

「―――、――――――――――――、――――――――――!!」

　言葉では言い表せない声を発して、凜々さんが床へと拳を突き立てる。

　そこからヒビが入り、それは一瞬にして床全体へと広がった。展望台が破壊され、あっさりと崩れていく。

　がらがらと音を立てて、展望台だった破は片へんが地面へと落ちていった。凜々さん自身も地面を失い遊歩道へと転がっていく。

　だが、彼女はすぐに立ち上がった。そして、暴れたりないとばかりに再び拳を振り下ろす。その小さな身体から想像できないような力で、辺り一面を無差別に破壊し始めた。

　ついさっきまで平穏だった風景も空気も、すべてが変へん貌ぼうしている。

「凜々さん！」

　降りたって再び呼び掛ける。だが、今度はこちらを向こうともしない。

　くそ、一体、何が……！

　とにかく、無力化させるしかない。

　俺の血を凜々さんに送り込めば彼女の力を抑えて、少なくともこれ以上の破壊は――。

「……!?」

　突然、背後に強大な気配を感じた。

　凜々さんではない。これは慣なれ親したしんだ、ある人の気配。

　背後を振り向く。

　そこには――行方不明の八嶋兄が。

　本家当主の……相坐八嶋が立っていた。

　俺よりも頭半分ほど高い背、頑固そうな髪をオールバックにし、後ろで小さく結わいている。どこからどう見ても八嶋兄だ。

　けど、違う。この人は……俺の知ってる八嶋兄じゃない！

　無表情で、なんの感情もないような目で俺を見ている。こんな目をする人じゃないはずなのに……！　愛嬌のあった顔は、生気を失ったように色がない。

「やし――！」

　その名を呼ぼうとした瞬間、俺の顔に何かがかけられた。

　八嶋兄の腕から流れる、どろっとした、赤い、液体。

　血だ。

　八嶋兄の血をかけられたらしい。なんで、こんな真似を――。

「がはっ!!」

　身体が熱い……！

　動悸が異常なほどに速くなっていくのがわかった。

　血流の速度も、それに応じるかのように急速に上がっていく。

「な、何を……！」

　目の前にいたはずの八嶋兄は、もうどこを見渡してもいない。

　ただ、そこには地面に夥おびただしい量の血が広がっているだけだった。

　心臓の鼓動がさらに跳はね上がる。

　止められない。これは、この感覚は――！

　本来であれば、俺の――相坐分家の切り札であるはずの能力。

　身体の熱さに反比例するかのように、心が冷えていく。消えていくのがわかる。

　これは〈始祖〉の血の力だ。それが、俺の身体を侵しん食しよくしていく――！

〈始祖覚かく醒せい〉

　始祖の力を覚醒させ、力が尽きるまで無理矢理強大な力を得る御業。

　本来なら俺が意識的に使わない限り、こんなことは起こらない。

　だが、あの血を浴びせられた瞬間に、その力がいきなり反応した。

　強制的に覚醒させられたのだ。

「やメロ……止マッてクれ……！」

　――この力だけは、使いたくなかったのに！

　抵抗する理性も、正気も、失われていく。

　動くものをすべて破壊し尽くすまで止まらない。

　未来の力を使う〈一子相伝〉とは真ま逆ぎやくの、過去の力を使う――武士の狂気がすべて詰まった御業が発動する。

　俺の意識は、飲み込まれるようにして――消えた。




　　　　　◆




「……まさかこんなことになるなんて」

　奈巳の目の前にあったのは、見るも無む惨ざんな公園の姿だった。

　木々は倒れ、遊具などすでに形を失っている。そして、その中央では、ふたつの影がせめぎあっていた。

　凜々であったものと、凪紗であったものだ。

　凜々はどす黒い邪気を放出しながら蛇ヘビのような目で凪紗を睨んでいる。その頭には角が……光の角ではなく、邪悪に侵おかされたかのような黒の角があった。邪気はそこから溢れている。

　相対する凪紗は身体に炎を纏まとわせ、血走ったような紅い眼で凜々を睨んでいた。その姿は武士もののふなどではなく、鬼といった方がしっくりくる。

　そして、ふたりは一時の対たい峙じのあと、再びぶつかり合った。

　凜々の手刀が凪紗の頰を掠かすめ、血が噴き出す。

　凪紗の炎が凜々を包み込み、その身体を焼く。

　互いに殺意などない。ただ、破壊するべきものとしてその目には映っている。

　積み重ねた時間も想いも何もない、あまりにも凄惨な戦い――。

　だが、優勢なのは間違いなく凪紗の方だった。

　地力が違う。凪紗が自身を弱いと言い張っていても、その身に始祖の力を受け入れるだけの土壌は持っているのだ。

〈始祖覚醒〉

　相坐分家の切り札。一時的に始祖の血を覚醒させ、理性や感情と引き替えにその力を得る代しろ物もの。

　言うなれば、今の凪紗は最強と謳うたわれた始祖と同じ力を持っている。

　武士の根源たる力を、だ。

　もっとも凪紗の身体であんな力を振るえば、戦いが終わったあと身体が使い物にならなくなるのは明白だった。

「急がないと……！」

　奈巳は式神を使って、ふたりを尾行していた。

　気になったから、好意があるから――そういう気持ちだけではない。

　伊澤家は常に相坐家に何があってもフォローができるように監視するのも任務となる。特に煉獄の件があって以降、相坐本家から監視強化の要請が来ているのだ。

「あああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　凪紗の猛攻に、凜々が吹き飛ばされた。

　凜々は立ち上がろうとするものの、しかし、膝ひざをつく。その小さな身体はすでにボロボロだ。

　奈巳は覚悟を決めて、急いで高台から飛び降りた。

「ナギ、やめて！」

　そして凜々と凪紗の間に立ち塞ふさがる。

　だが、凪紗は止まろうとしない。

　奈巳をただの障害だと認識し、その拳を振るった。

　奈巳はそれを横に避ける。そして、そのまま凪紗の懐ふところに飛びこみ、凪紗の炎に構うことなく抱きついた。

「ああああっ!!」

　身体に纏う炎が、奈巳に襲いかかる。

　誰であろうと関係ない。止める者をすべて焼き消す猛もう火かだ。

　奈巳の服が、肌が、焼かれていく。

　奈巳は苦く悶もんの表情を浮かべた。だが、それでも決してその手を離そうとしない。

「元に戻ってよ！　早くしないと、矯正、するわよ……！」

　奈巳の言葉に、凪紗は煩わずらわしそうに手を振り上げる。そして、奈巳の背中へと振り下ろそうとして――。

「止まって……！」

　奈巳は必死に訴えかけ、その目を閉じ、自分の唇を凪紗の口に押し当てた。

　凪紗の勢いが、止まる。

　奈巳はさらに唇を押し当てた。

　口と口の間からふたりの唾だ液えきが混ざり、地面へと落ちる。

　凪紗はただ奈巳を受け入れるように大人しくなった。

　凪紗が身体に纏っていた炎はその火勢を弱め、しばらくすると完全に鎮ちん火かする。

　身体に感じる熱がなくなったことを確認してから、奈巳は唇を離した。

　目の前の凪紗の瞳を見つめていると、血走ったような赤い眼が、徐々に知性の光を宿し、見慣れた瞳に戻っていくのがわかる。

「え、あれ？」

　そして、凪紗は意識を取り戻した。




　　　　　◆




　目の前に顔を真っ赤にした、服が焦こげたようにボロボロの奈巳がいた。

　周辺一帯は瓦が礫れきの山となっており、公園の面影は何もない。

「え、あれ？」

　記憶が飛んでる。何が起こった？

　凜々さんと出かけて公園に来て……おでこにキスをして、八嶋兄に血を――。

「俺、〈始祖覚醒〉使ったのか……」

「そうよ。大変だったんだから。もっとも八嶋兄さんに血をかけられていたみたいだけど……」

「すまん。……というか、なんで奈巳がここに？」

「ここにいるのは命令で尾行してたからよ。こっちも、ごめんね……」

「そっか。だったら、謝る必要なんてないよ。でも、どうして俺は元に……？」

〈始祖覚醒〉は意識を失い、周囲に動く者が消えるまで力を振るってしまう。

　だから、おいそれとは使えない。少なくとも傷付けたくない人が傍そばにいる限りは使ってはいけないのだ。

　しかし、見れば公園は殆ど壊れているが、まだ原形を留めている箇所もある。すべてを破壊し終えるまで元には戻らないはずなのに……。

「これが伊い澤ざわ家の力よ。うちの家系はずっとそういう役割を持ってるのよ。〈始祖覚醒〉の力を抑えるための力を」

「そんなことできるのか!?　どうやれば元に戻せるんだ？」

　奈巳はさらに顔を真っ赤にした。耳から首まで真っ赤だ。

「い、いいじゃないそんなこと！　今は関係ないでしょ！」

　気にはなるがその通りだった。今は関係ない。もっと重要なことがある。

　凜々さんを捜すと、木の下で横たわっていた。

「もしかして……」

「言い辛いけど……あんたがやったの」

　ぼろぼろだ。所々服が焼け落ちている。

　その姿に、心が締め付けられた。男として、許されることではない。

「急いで手当てしないと……！」

　俺たちが凜々さんへと駆け寄ろうとした、その時――凜々さんの横に影が浮き出た。

　その影は瞬く間に人の形を象かたどる。

　影から現れたのは――八嶋兄だった。

「八嶋兄……！」

　先程も見たがその表情は、俺の記憶と違っていた。

　姿形はまるで変わっていないのに……生気もなく、まるで何かに操られているかのような――そんな風体だ。

「八嶋兄！」

「………」

　八嶋兄は俺の呼び掛けに何も答えない。

　なんなんだよ……！　どうしたっていうんだよ！

　俺の戸惑いをよそに、八嶋兄は凜々さんの髪の中に手を入れる。

　何かを探すように動かした後に髪から手を出すと、そこには以前も見た石――〝裂さく磐いわ〟が握られていた。

「それは〝裂磐〟？」

　凜々さんから白い霧きりが立ち上り、その石に霧が流れていく。まるで凜々さんの力を吸い取っていくように……。

　……嫌な予感しかしなかった。

「八嶋兄、やめてくれっ！」

　俺はすぐに凜々さんへと向かう。

　だが、八嶋兄はもう片方の手で刀を取り出し、一閃を放ってきた。咄とつ嗟さに躱かわしたが……近づけない。

　奈巳は八嶋兄が相手だからか、動くのに戸惑っている様子だった。知らない仲じゃないからな。

　そして、白い霧が消える。すべてが〝裂磐〟に吸い込まれたようだった。

「くそ……」

　俺の悪態にも構わず、八嶋兄はやはり無言で〝裂磐〟を地面に置いた。

　さらに服の中に入れていたのか、五十センチほどの蛇を取り出し、その〝裂磐〟の上に落とす。

　その瞬間、爆発のように白い煙が辺りを覆った。

　視界が真っ白になる。傍にいるはずの奈巳も見えない。

　そして――ぞくりと、背中に氷柱でも差し込まれたかのような悪お寒かんが走った。

　いる。

　おぞましい、何かが。

〝シュルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル……〟

　不快な鳴き声が響く。

　そのおぞましい何かに吸い込まれて、煙は消えた。白い煙が――晴れる。

　そこにいたのは、巨大な蛇だった。

　全長は百メートルは優にあるだろう。

　身体の至いたる所に眼が付いており、吐き気を催もよおすような姿をしていた。

「なんだ、あれ……！」

「まさか〝裂磐〟で蛇を巨大化させるなんて……！　いや、でも、まさか、これって八岐大蛇やまたのおろちの一部なんじゃ……」

「奈巳、何か知って――」

〝フシャ――――――――――――――――――――――――――――ッ！〟

　大だい蛇じやが現実離れした俊敏な動きで俺たちに襲いかかってくる。

「ちぃっ！」

　今、〝裂磐〟について聞き出す暇はない。

　俺と奈巳はそれぞれ左右に飛とび退のいて、離れた。

　跳躍中に凜々さんの姿が見える。肩が微かに上下しているから生きてはいるようだ。だが、意識は戻りそうもない。このままでは遠からず巻き込まれることになる。

　そして、八嶋兄の姿は消えていた。

「八嶋兄……！　なんでだよ……！」

　わけがわからないほど、頭が混乱している。だが、今は凜々さんの身の安全を確保する方が優先だ。

　俺は地面に下り立ち蛇の横をすり抜け、凜々さんの元へ向かう。

　尻尾が飛んできたが、身を低くしてそれを避けた。凜々さんの元に辿り着き、その身体を抱き上げ、その場から離れる。

「ナギ！」

　奈巳が軽やかに蛇の攻撃を避けながら合流した。

「奈巳、頼む。凜々さんを連れて逃げてくれ」

　凜々さんの身体を慎重に奈巳へと受け渡す。

「どうするつもり？」

「止めるしかないだろう」

　俺はナイフを取り出し、自分の指を傷つける。僅わずかに血が噴き出し、ナイフにこびりついた。

「で、でもっ！」

　奈巳の言葉に耳を傾けている暇はない。俺はすぐに大蛇へ向かって駆けた。

　大蛇が物理法則を無視して、俺へと襲いかかってくる。それを横っ飛びをして避けた。

　この大蛇には実体がある。血も流れているだろう。

　ならばこのナイフを突き刺して、この大蛇の血を読み取れば――。

「はあっ!!」

　大蛇に接敵。だが、尻尾が正確に俺の身体を狙ってくる。どうにか避けたが、体勢を崩された。

　大蛇は身体を反転させて、鋭い牙を見せる。ガチンッ！　と不ふ愉ゆ快かいな音がすぐ傍で響いた。少しでも避けるのが遅れれば、足と胴体が離れていたかもしれない。

「くそっ！」

　傷付ける算段が付けられない。俺は後ろに大きく跳んでその場から離れた。

　攻撃をしてきた時に、カウンターで斬りつけることも考えたが、今の俺には難易度が高すぎる。賭けとしてはあまりにも分が悪い。

〝シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！〟

　再び大蛇が尻尾を叩きつけてくる。それを避けると、衝撃と共に地面が爆ばく散さんした。

　あんなものをまともに喰らったら、間違いなく死ぬだろう。武士の力で強化されている身体とは言え、アレに俺が耐えることはできない。抉えぐられた地面を見て、それが本能的にわかってしまう。

　勝てる相手と勝てない相手の見み極きわめについては、親父にしっかりと叩き込まれたからな。

　俺は一旦、逃げるように距離を取る。

　崩れた建物の裏に逃げ込み、大蛇の視界に映らない場所へと逃げ込んだ。

「くそ……！」

　一刺しできれば光明は見える。だけど、その隙をあの大蛇は見せてくれなかった。簡単なようで隙がない。

　眼が至るところについているから死角がなかった。

　前は当然、上、左右、後ろ、すべてが見えるのだろう。

　その上、生物学的におかしな挙動を見せるものだから動きも読めない。

　どうする。また〈始祖覚醒〉を――いや……。

「ナギ！」

　突然、背後からの声。振り返ると、そこには奈巳がいた。

「凜々さんは？」

「大丈夫。凜々さんなら安全な場所まで運んだわよ」

「つか、お前、逃げろって言っただろ」

「苦戦してるのに強がらないの」

　そう言われたら反論もできないが。

「あんた、またどうせ〈始祖覚醒〉しようとか思ったでしょ」

「……まあな。ただ、もうしばらくしないと使えない」

「どっちにしろダメよ。あんたの身体の負担が大きすぎるわ。次はどこか欠けつ損そんするかもしれないのよ」

「……ここで被害を出すぐらいなら――」

「ふざけないで。八嶋兄さんがおかしくなった以上、残された武士のあんたにもしものことがあったら、もう世界は終わりなんだからね」

　それは、いつも本家にも親父にも言われていたことだ。

　八嶋兄が消えてしまった今、俺が死ねばもう鬼神を封印できる者はいなくなり、世界は滅びる、と。

　だけど、その前に多くの人が傷付いたら元も子もないじゃないか！

　すると、俺の迷いを感じ取ったのか奈巳が小さく呟く。

「あたしが、隙を作るから。あんたはそこでどうにかする方法を考えなさい。あるんでしょ？　あいつを無力化する方法が」

「あるけど……お前に囮おとりなんてさせられるか。あの大蛇と戦う術すべでもあるのか？」

「あるに決まってるでしょ」

「噓だな。本当に自信がある時、お前は必ず目を見て言う」

　そう指摘すると、奈巳はばつが悪そうな表情となる。

「……ホント、幼馴染みって嫌なもんね」

「別に俺は嫌じゃないけどな」

　そんなことを言っている間にも大蛇が暴れている音は続いていた。

　お互い、もうたぶん、やるべきことはわかってる。

　ただ、言い出すことができてないだけで。

「奈巳」

　でも、言うのなら、最低でも男から切り出すべきだろう。

「キスを――〈一子相伝〉をさせてくれ」

　情けないが、もう一いち縷るの望みはこれしかない。未来の可能性しか……。

　奈巳は無言でこちらをわずかに見ていた。

「い、嫌よ……」

「やっぱ、ダメか」

「ち、違うの……。キスはいいの。で、でも、やってみて、もし双子じゃなかったら、もうあんたと結ばれないって決まっちゃうし……。それに……あんたはもう子供の時と同じ気持ちじゃないんでしょ……」

　そこへ影。巨大な尻尾が空を覆っていた。

「あぶねぇ！」

　奈巳を抱きかかえて、俺は横へと跳躍した。

　周囲に何もない場所へと降り立つ。

　大蛇は再びこちらを見据え、じりじりと近づいてきていた。

「ご、ごめん……。あ、あたし、勇気がなくて……。そんなこと言ってる場合じゃないってことはわかってる。でも、でも……」

　抱きかかえた奈巳の身体が小さく見えた。その瞳は、泣かせてしまった時のように潤んでいる。

　俺の手に収まっている奈巳の身体は、本当に軽くて小さくて。

　でも、その心には強い想いが詰まっていた。

　その想いの重さ、強さに、俺は気付けないまま奈巳を傷付けてきた。

　そんな俺とのキスを拒こばむ理由もわかる。というか、そんなの当然だ。

　何で本当に、自分の想いを素直に伝えることすらできない世界なのか。

　血が、血統が、歴史があるとはいえ、人として当たり前の感情を俺たちは我慢しなければならないのか。

「奈巳……」

「うん……」

　それでも。

　世界を守るためではなく、俺が奈巳を守るためにできることが――何かあるはずだ。

「今、双子が産まれようと産まれまいと関係ないよ。〈一子相伝〉はあくまで可能性でしかないからな」

「だからって……」

「探そう。一緒に」

「え……」

「双子が産まれる方法でもいい。あるいは力が消えない方法でもいい。これからは俺がちゃんと手伝う」

「ナギ……」

　すると、奈巳の瞳からついに涙が零こぼれた。

　まるで抑え付けていた想いが溢れるように。

　涙の泉に浮かぶ三日月の紋章が一際強く燦きらめいた。

「お前の言う通り、俺の気持ちは昔と同じじゃない。だけど――また新しく繋いでいこう。縁を、絆を……一緒に！　俺もお前の気持ちを、真剣に受け止めるから！」

「また……、絆を……？」

「ああ、そうだ」

　俺は奈巳の身体を強く抱きしめた。奈巳の想いを零さないように。

「ずっと独りにして……本当に悪かった。鈍感で最低だよな」

「本当よ……ぐす……ずっとずっと、独りで辛くて……なんでこんなことやってるんだろうって思って――でもやめられなくて……」

「今まで……ごめんな」

「うん……」

　奈巳が、静かに目を閉じた。その表情は不安げで、微かに震えている。

　俺は奈巳に顔を近づけ――。




　安心させるように、その唇に、口づけた。
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　絆を確かめ合うように。

　唇から熱が伝わる。頰が、顔が、身体がどんどん熱くなっていった。

　俺は味わうように奈巳の唇を貪むさぼって、身体を離した。

　俺の血と、奈巳の血。血を融ゆう合ごうし、圧あつ縮しゆくし、加速させるイメージを形作る。

　俺と奈巳の間から白い光が溢れた。周辺すべてを白に塗り替えるような鮮烈な光。それがさらに輝きを増す。

　御業、〈一子相伝・深しん業ごう〉。

「来る未より二親が招きに応えよ！」

　大地を照らす光がさらなる眩き光を放った。

「我らが血に導かれ、来たれ我が嗣子――――！　そして！」

　光が虚こ空くうに収束していく。

「現し世へ、顕けん現げんせよ！」

　光がすべて消え、俺たちの目の前に、淡い光に包まれたふたりの少女が手を繋いで立っている。

　地面まで届きそうな銀の髪が揺れていた。ふたりとも少し露出度の高い巫女装束を着ており、そこから覗く色白の肌はまるで月光のように淡あわく光っている。

　歳も身長も紗優と同じぐらいだろうか。

　ふたりとも似たような顔をしていた。

　だけど顔立ちは奈巳にそっくりだ。大人しい奈巳はこんな風に見えるのかもしれない。

　紛まぎれもなく、彼女たちは――双子だ。それも、一卵性双生児。

「あたしの名は〝月読つくよみ〟」

「あたしの名前は〝月夜見つくよみ〟」

　ソプラノボイスで、彼女たちは名乗った。

　そうか、名前は両方ツクヨミなのか。

　髪につけた月のヘアピンがなかったら、どっちがどっちかわからない。月読が三日月のアクセサリーを付けていて、月夜見が満月のアクセサリーを付けていた。

　そして、ふたりの後ろに――もうひとり!?

　その少年は、彼女たちよりも頭半分ぐらい大きい。銀の髪を短く刈り上げ、オールバックにしていた。うちの神社で着るような野や暮ぼったい作さ務む衣えを着ている。

「おれの名前は〝月弓つくよみ〟！」

　彼も、力強く雄お々おしい声で名乗った。

　巨大な、身長よりも高い弓を肩に下げている。その弓は、まるで半月を思わせるように白く光っていた。

「「父と母の血に導かれ、ここに参上しました」」

「親父とお袋の、血に呼ばれたぜ！」

　双子の少女に、ひとりの少年。

　もしかして、二卵性双生児の三つ子!?　これって、ものすごく珍しいんじゃ……。

「え、えっと……」

　奈巳が戸惑った声を出す。

　そんな声に、真面目な表情の三人がいきなり破は顔がんする。人ひと懐なつっこそうで、年相応な無邪気な笑顔だった。

「わ、お父さん、若いですっ」

「お母さんもぴちぴちじゃん？」

　緊張感がなかった。ぴちぴちって。

「それに親父がお袋抱いてんぜ。いっつも喧嘩してるのになぁ」

　……未来の俺たちはどんな仲なんだ。

　少し恥ずかしくなって、俺は抱いていた奈巳を下ろした。

「えっと……。来てくれて、ありがとうな。三人とも」

「大好きなお父さんとお母さんのお願いですからね。構いませんよ」

「でも、あとでご褒ほう美びちょうだいねー」

「おれは別に何もいらねーけどな。敵をぶっ倒せればそれでいいぜ」

「月弓くん、血の気多すぎだよ」「育て方間違えたかなぁ」

「姉貴たちに育てられた覚えはねーよ！　育てたのは親父とお袋だ！」

　三人とも少し変わってそうだが、素直そうないい子たちだった。

「ほ、本当にあたしの子なの？　しかも、双子どころか、三つ子……？」

　奈巳が恐る恐るといったように尋ねる。

　三人は奈巳を安心させるかのように笑った。

「もちろんですよ、お母さん」

「あたしたちはお母さんの可愛い遺伝子もらってるもんねー。月弓くんは違うけどー」

「うっせーな、おれは親父に似たんだよ」

　確かに似てる気がするな。気苦労が顔に滲み出てそうなところとか特に。

　でも、似てるようで少し違うな。特に性格はまったく違いそうだ。

〝フシュルルルルルルルルルルルルルルルルルルル……〟

　大蛇が俺たちを狙うように、その巨大な頭を持ち上げた。

　その鳴き声に三人が振り返る。

「う、ふ、不ふ愉ゆ快かいな……」

「キモいのが視界に……許せないじゃん」

「あれ倒しゃいいのか？　はっ、楽勝楽勝！」

　双子は揃って嫌そうな顔になった。月弓はそれとは逆に好戦的な目で蛇を睨み付ける。

　ただ、三人に揃って共通するのは、その程度の感想なのかということだ。

「月夜見ちゃん、月弓くん。いつも通りお願いね」

「おっけー、月読ちゃん。あたしもやるから、時間稼かせぎいくよっ！　月弓くんっ！」

「指図すんな！　月読姉、頼んだぜ！」

　月夜見と月弓が大蛇に向かって飛翔した。満月のヘアピンと白い弓が反射する光が綺麗な軌跡をふたつ描く。

　残ったひとり、月読は目を瞑って何事か唱え始めた。

　何をしようとしているのかは、俺にはまだわからない。

　ただ、三人とも、ここからでも感じるほど大きい力だ。

　だからなのか……先程まであった不安は微み塵じんもなくなっていた。

〝フシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ〟

　大蛇が空を飛ぶ月夜見に狙いを定め、その牙をむく。

「唸うなれ！　天羽々矢あまのはばや！」

　そこへ月弓が飛んだ状態のまま矢を番つがえ、月夜見を守るように放った。放たれた矢は轟音と共に白い一閃となり、大蛇の口の中――牙へと突き刺さる。

　その瞬間、牙が破は砕さいされた。原形を留めず、禍々しかった牙は粉々になる。

〝ギィヤアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!〟

「ナイス、月弓くん！」

　月夜見は大蛇の身体を蹴って、さらに上へ上へと向かっていった。

　そして、

「闇に飲まれなさい！」

　大蛇の遙か上空から、彼女はその手を大蛇に向けてかざす。

　その手から闇が放たれた。闇は大蛇に纏わり付いて、その身体を、眼を、完全に覆ってゆく。

「蛇さんこちら、手の鳴る方へー」

　空から着地した月夜見は本当に手を打って、大蛇の注意をひいた。

　視界がきかなくなったのであろう大蛇は、その音に釣られて月夜見に襲いかかる。

「月夜見！」

「大丈夫、お父さんはじっとしてて！　月弓くーん！」

「人使い荒いっての！　逬ほとばしれ！　天羽々矢あまのはばや！」

　横から白い閃光が大蛇に次々に突き刺さった。大蛇は矢が刺さると体を捩よじらせ、月夜見に近づけもしない。

　それでも大蛇はどうにか月夜見だけでも、といったように頭をもたげて襲いかかった。

「月読ちゃん！　お願い！」「さあ、月読姉、出番だぜ！」

　ふたりが、地上に佇む月読に呼び掛ける。

　その声に応えるように、月読は手を掲げる。大蛇に向かって。

「月よ。止まれ。大蛇の暦こよみは――静止する」

　大蛇を包む闇の中に三日月が現れる。

　その瞬間――本当に大蛇の動きは止まった。

　大蛇はまるで紐ひもで吊り下げられているかのように、頭をもたげたまま彫像と化している。

「大蛇の時間は止まりました。目も月夜見ちゃんが封じています。あたしは時を司る力を、月夜見ちゃんは夜を司る力を持っているんですよ。そして、月弓くんは弓使い……相坐分家の当主なんです」

「すごいでしょ。あたしたち三人、最強だよ」

「ま、おれたちにかかれば楽勝だっての」

　いつの間にか傍まで戻ってきていた月夜見と月弓が誇ほこらしげな顔をしていた。

　その横で月読もとても嬉しそうな顔をしている。

「月読……聞いたことがあるわ。『月を読む』ことから暦と結びつけるって。相手の暦を操って時間を止めたのね」

　奈巳が思い出したように呟いた。

「で、月夜見が闇を扱う力、か。できた双子だな」

「本当に、ね……」

「それに、月弓も俺とは比べものにならないぐらい強いな」

「ふふっ、そうかも」

　俺たちが子供の姿に満足していると、月読と月夜見が、それぞれ手を大蛇に向けて、どうぞという仕草を見せた。

「さ、お父さん」「ご随ずい意いに」

　月弓まで「あとは、親父の仕事だろ？」なんて言っている。

「あ、ありがとう……」

　三人に促され、俺はナイフを構えた。

　大蛇まで一気に駆け抜け、その勢いのままナイフを大蛇に向けて振りかざす。

「月よ。動け。大蛇の暦は動き出す」

　月読が言葉を唱えると闇に浮かんだ三日月が消え、大蛇の時間が動き出した。

　だが、同時にナイフは深々と大蛇の身体に突き刺さる。大蛇ががむしゃらに暴れ回り、地面は抉れた。尻尾を滅茶苦茶に振り回してくる。

　その突き立てられたナイフを引き出すと、血が噴き出した。

　俺は即座にその場から離れながら、その血を舐め取る。

　その血から様々な情報が、俺の頭に流れ込んできた。

　そして、理解した。力、その根源を。

「なるほど、重力……！」

　鯨くじら並みの巨体……そんな図体は地上では内臓が潰れるし、動くのすら困難なはずだ。

　だからこそ、こんなデカブツが自由に動き回れるのがおかしいと思ったんだ。

　大蛇の図体、それ自体が現実離れしている。

「現実を受け入れろ！」

　俺の血が大蛇に入り込み、その力の過程、結果を封印した。

　大蛇が自身の身体にかけていた重力という異能が歪ゆがみ、俊しゆん敏びんに動かせていたはずのその身体の動きは明らかに鈍にぶる。

　落ちるのを耐えるようにもたげていた頭は、支えきれないように震えた。

　そして、大蛇が耐えきれずに大地へと落下する。ズズン！　と大きな音を立てて、大蛇は動かなくなった。

　暴れ回るにも力が足らないというかのように、微かすかに震える。もうこの大蛇は無力となるだろう。自重でもはや動くことすらできないのだ。

　生物の形状と重さというのは、繊せん細さいなバランスが取られている。

　人がいきなり巨大化したら、その筋肉と骨では支えきることができないように。

　あまりにも巨大な生物は、それに応じた然しかるべき形状をしているべきなのだ。骨の強度や筋肉の強さなどが変わらなければならない。

「もう、お前は自由に動けない」

　大蛇から放出されるように、力が消えていった。

　それと共に、大蛇の巨体は白い霧へと変化する。白い霧がすべて無くなった後に残ったのは、大蛇の素体となったのであろう小さな蛇だった。

　そして、その蛇は慌てたように草むらの中へと逃げ込んだ。

「ふー……」

　なんとか、なったらしい。

　溜息を吐いたところで、

「さすが、親父だぜ！」

　月弓がサムズアップを決めて、俺に見せてくる。

「ありがとうな、月弓」

　俺も少し控ひかえめにサムズアップを返した。それだけで俺たちはわかり合ったように笑い合う。

「さすがです、お父さん」

「お父さん、かっこいいじゃん」

　すると、双子が月弓を押しのけて、俺の身体に横から抱きついてくる。

　三人がいなかったらどうにもならなかった。俺は最後に美味しいところを持っていっただけだ。

「ふたりも、ありがとうな」

　それぞれの手でふたりの頭を撫でる。

　ふたりとも恍こう惚こつの表情を浮かべて、とても嬉しそうだった。

「ちょ、ちょっとナギ！」

　なぜか怒りの表情で奈巳がこちらに来る。

「む、娘に抱きつかれて、そんな顔しない！」

「あら、お母さんのいつもの嫉妬」

「お父さんは皆のものだって決めてるのに」

「ねー」

　奈巳の怒った表情にもまったく動じない。こっちはこっちで世話の焼けそうな娘たちだった。

　三人と一緒の、少し騒がしい未来を想像してしまう。でも……そんな生活も悪くない。

　だが、その息子と娘たちの姿が少しずつ薄くなっていく。

　時間が来たのだ。

「ちっ、これで終わりかよ。あっけねーな」

「ではまた。お父さん、お母さん」

「あんまり喧嘩しちゃ駄目だよー？」

　別れの挨拶の間にも、三人の身体はさらに薄くなっていった。

「ま、待って！　三人とも……！　み、三つ子で嫌だったって思ったりは――」

「月夜見ちゃんと月弓くんが嫌だったことなんて一回もありません」

「あたしも月読ちゃんがいないと嫌だよー。もちろん、月弓くんも」

「ふたりともウザいけど、おれも月読姉と月夜見姉がいなきゃ不安だな」

「ウザ……？」

「これは帰ったら矯正だね」

「えっ……」

　そんなやり取りをしながら、三人は楽しそうな笑顔を浮かべる。

　まるで未来の光景がそこにあるかのようだった。

「お父さん。ちゃんとあたしを産ませてくださいね」

「お母さん。きっとまた会えるって信じてるよっ」

「じゃーな、親父。お袋も。未来で待ってるぜ。タケルも一緒にな」

　え……？　タケル……？

　今聞き捨てならない名前が出てきたぞ！

「ちょ、ちょっと待て、月弓！　なんで、お前がタケルの名前を」

　タケルは魅花との子供だ。それをなんで、奈巳の子供である月弓が知ってる!?

「え、そりゃ、親父が魅花さんと――」

　しかし、月弓は最後まで言い切れずに、その姿を完全に消してしまった。

　そこで俺の身体もガタが来た。緊張感が切れたせいか、〈始祖覚醒〉の疲労がここにきてやってくる。

「……お疲れ様、ナギ」

　倒れそうになる俺の身体を、奈巳が支えてくれた。

　意識を失う前に見えた奈巳は、少し複雑な表情を浮かべている。

　だが、何か決意したかのような表情だった。
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　夜が明けて日曜日。

　さすがに疲れたので、自分の部屋でゆっくり寝させてもらった。目が覚めてはいたが、あまり身体を動かす気になれない。〈始し祖そ覚かく醒せい〉を使った反動かもしれないな。

　いつもだったらナンパする日なのだけど、

「大変でしたね。今日はゆっくり休んでください」

　と、紗さ優ひろも今日を休みにしてくれていた。

「はぁ……」

　八や嶋しま兄にいが現れたことについては、目の覚めた夜のうちに本家の方に報告している。

　とはいえ、八嶋兄が本気で隠れたら、本家の人たちが捜し出すことは不可能だろうな。もちろん俺おれにだって無理だ。

　でも、いずれまた俺の前に現れる……そんな気がした。

「本当に、ここ最近、おかしなことが起こりすぎだよな……」

　もっと考えなきゃいけない。

　鬼おに神がみのことを。

　自分の力のことを。

　それらを取り巻く状況を。

　また、凜々さんを傷付けた時のような真ま似ねは許されないしな。

「凜々さん……」

　ふと彼女の姿を思い浮かべる。傷付いた姿を……。

　あの後も凜々さんは目を覚まさなかった。

　御雷みかづち先輩に来てもらって、

「こういう血統だからな。姉貴も傷付く覚悟はできてる。死んでるわけでもないし、気に病やむな」

　先輩はそう言って連れて帰ったけど……どうなったんだろう。

　考えていると、ピンポーンとチャイムが鳴った。

　紗優も魅み花かも、今は買い物に出掛けている。宅急便かもしれないし、俺が出ないと。

　少し怠かったが、玄関へと向かった。

「はーい」

　ドアスコープから覗き込むが誰だれも見えない。

「はーい！」

　強い口調でもう一度言ってみたが、返答はなかった。

　代わりにあったのが、こんこんという控ひかえめなノックだ。

　比較的、下が叩かれたように聞こえてくる。

　なんとなくピンときて玄関をゆっくりと開ける。

　そこには予想通り、和服姿の凜々さんが立っていた。

「凜々さん……」

　その姿を見て、ほっとする。見たところ傷もなく、怪我も治っているようだった。

　武士もののふも鬼も、力による回復力は高いのだ。この時ばかりは、力に感謝したい。

「目を覚ましたんですね」

　そう尋たずねると、凜々さんはこくりと頷うなずく。

「よかった……」

　心の底からほっとした。

　そして、




「ご、心配……おかけ、しました」




　と、小さかったが可愛らしい声が、凜々さんの口から聞こえた。

「……え!?」

　だが、すぐに以前と同じようにスマホを入力し始めた。

『うふふ。驚きましたか？　理由はわからないのですけど、少し治なおったんです。まだ今のようにか細い声しか出せませんし、少し喋しやべるだけで喉のどが痛むのですけど』

「もしかして、喋れるようになったんですか？」

『はい、普通に喋るようになるには時間がかかるようですが、少しずつ改善していくとのことでした。どうでしたか、凜々の声は？』

「あはは、可愛かったですよ」

『よかった。いち早く凪なぎ紗ささまに声を聞いてもらいたくて……。治ったのは、きっと凪紗さまが額ひたいにキスしてくれたおかげです。今日はそのお礼と――』

　そして、凜々さんは右に目を向ける。

　そこには巨大な旅りよ行こう鞄かばんが鎮ちん座ざしていた。

　……なんだ、これ？

『一緒に住まわせてください。そのお願いに参りました』

「え、住む!?　一緒に!?」

　その旅行鞄の中に入ってるのは、もしかして着替え!?

『はい。お願い致いたします。できれば、凪紗さまと同じ部屋がいいです』

「いやいやいやいやいやいやいや」

『戦っているときの姿をぼんやりとしてはいましたがしっかりと見ておりました。凜々の身体をいち早く抱いてくれたことも。凪紗さまに惚ほれ直なおしてしまったんです。今度は本当に、本気です。凜々をお嫁さんにしてください』

「えっと、でも……」

『お婆ばあさまの許可は取っております。凪紗さまさえよろしければ、今すぐ婚約を――』

「ちょっと待ちなさい！」

　と、そこで割り込むような声が入る。

　声がした方へ顔を向けると、そこには奈な巳みがいた。

　その肩には巨大な旅行鞄をかけている。

　凜々さんと同じような、そんな鞄だ。

　まさか……。

「認められないわ」

『また、あなたですか。奈巳さま』

「何度でも妨害するわよ。あなたとだなんて――ううん、誰が相手でも認められないもの」

『では、凪紗さまに凜々を選んでもらうといたしましょう』

「あたしの方を選んでもらうもん！」

　なんか話が突き抜けてるんだけど……。

「あの、奈巳？　まさか、お前も、家に住むとか言わないよな？」

「住むわ。凜々さんが住むなら、あたしだって！」

　なんてこった。

　でも、奈巳の目は本気だ。止められそうにないのが、過去の経験からすぐにわかる。

「もう悩むのは止めたって言ったでしょ。実際にあたしの望んだ通りに双子とか、三つ子が生まれるかどうかなんてわからないけど、あたしはナギに選んでもらうんだから！」

　積極的すぎだ。吹っ切れたようで、それはいいことなんだけど……。

「さあ、ナギ」

『さあ、凪紗さま』

　そして、ふたりは同時に言ってきた。

「選んで」『選んでくださいませ』

　と。

　こんな時、どうすればいいのか。

　俺の頭の中に答えなんてあるわけなかった。







　あとがき




　おはようございます。あるいは、初めまして。田た尾お典のり丈たけです。

『リーディング・ブラッドⅡ』、お買い上げ、ありがとうございます！




　今巻は奈な巳み回でございます。幼おさな馴な染じみっていいですよね。自分にもいつかできないものか、いつも夢想しています。いきなり幼馴染みが家にやってきて自分は忘れてて思い出すまで一緒にいるからとか言われて同居生活が始まって過すごしているうちになんとなくいい雰囲気になって一線を越えて昔のことなんてもういいじゃないかと考えつつ大事な昔の記憶を思い出してそれを伝えると幼馴染みはやっと思いだしてくれたねって泣いちゃって、はい、いい加減に現実に戻ります。さようなら妄想、ただいま現実。

　幼馴染みや姉は不可逆性。過去に遡さかのぼりでもしない限りできません。そう考えると幼馴染みや姉が尊とうとい存在に思えてきませんか。いえ、兄を慕したう妹も超欲しいんですがね。

　ただ今できても、甘あま酸ずっぱい展開になりそうになりませんし、むしろ渋しぶ味みたっぷりの展開になりそうなので、まずは高校生に戻りたい。




　高校と言えば、少し前の話ですが同窓会があって行ってきました。名前と顔、一いつ致ちするかなと不安だったんですが、割と声とかで思い出せるものですね。

　で、その中のひとりが結婚してまして。作中に出てくる結婚式の話は、その時に聞いた話を参考にさせていただきました。こちらの方で原型が見えないぐらい改変しましたが、ある部分は同じです。作中では凪なぎ紗さが逃げましたが、彼は逃げることはできなかったようです。でも話を聞く限りでは幸せそうだし、よかったです。末永く、お幸せに。




　それでは、謝しや辞じに参ります。

　担当の儀部さんへ。色々と問題がある自分の作品を的確に修正していただけて、ありがとうございます。自分の文章が読めるものになっているのは担当さんのおかげです。

　梱こり枝えさん。今回も素晴らしい絵を見るたびに、ビクンビクンと体を痙けい攣れんさせておりました。この本に艶やかさがあるのは間違いなく梱枝さんのおかげです。いくら言葉を尽つくしても、感謝の言葉が絶えません。本当にありがとうございます！

　この本を出版するにあたって関わった方々へ。厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様にこの上ない感謝を。





二〇一三年六月三〇日
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著者

田尾典丈

Noritake Tao




第10回のえんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。神奈川県横浜市出身。

ここ数ヶ月、驚くほど何もなかった。そんな無味無臭の人生を送っています。もう少し人生に潤いを持たせたい。

あと今更ですが、今年三月に出たＰＳＰの某ゲームに関わってました。スタッフロールにも載ってます。

http://mysoul.sakura.ne.jp/







イラスト

梱枝りこ

Riko Korie




見る者を虜にする大きな瞳と、ぷにっとした頰が特徴的な女の子を描く人気の原画家＆イラストレーター。

仕事の息抜きはＶ系のライブに行く事、お買い物、漫画、ゲーム。

代表作は『つきツキ！』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）ほか。

http://nekomimi.ws/~non-girl/
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